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多様な人と文化が共生し 
文化芸術を通じて皆の幸せをめざす
世界に開かれた「文化の港」

港区 M i n a t o  C i t y



港港 区区 平平 和和 都都 市市 宣宣 言言   

  

  かかけけががええののなないい美美ししいい地地球球をを守守りり、、世世界界のの恒恒久久平平和和   

をを願願うう人人びびととのの心心はは一一つつでであありり、、いいつつままででもも変変わわるるここ   

ととははあありりまませせんん。。   

  私私たたちちもも真真のの平平和和をを望望みみななががらら、、文文化化やや伝伝統統をを守守りり、、   

生生ききががいいにに満満ちちたたままちちづづくくりりにに努努めめてていいまますす。。   

  ここののふふれれああいいののああるる郷郷土土、、美美ししいい大大地地ををここれれかからら生生   

ままれれ育育つつここどどももたたちちにに伝伝ええるるここととはは私私たたちちのの務務めめでですす。。   

  私私たたちちはは、、我我がが国国がが『『非非核核三三原原則則』』をを堅堅持持すするるこことと   

をを求求めめるるととととももにに、、ここここにに広広くく核核兵兵器器のの廃廃絶絶をを訴訴ええ、、   

心心かからら平平和和のの願願いいををここめめてて港港区区がが平平和和都都市市ででああるるこことと   

をを宣宣言言ししまますす。。   

  

    昭昭和和６６００年年８８月月１１５５日日   

 

港港    区区      

  

本プランで掲載している写真は、新型コロナウイルス感染拡大前に撮影したものを含んでいます。



いて活用し、文化芸術の振興にとどまらず、行政

課題の解決や区政全体の推進、区民の暮らしの

早期回復をめざします。

　本プランの計画期間では、平成28（2016）年

度から取り組んできた港区ならではの文化プロ

グラムの成果である多様性を認め合う価値観や

伝統、人材、知恵をレガシーとして継承するとと

もに、令和９（2027）年度開館予定の（仮称）文

化芸術ホールの整備につなげていきます。そして、

年齢や障害の有無、国籍等にかかわらず、区に住

み、働き、学び、訪れる全ての人が共生し、互いに

認め合い、文化芸術を通じて皆が幸せになること

ができる地域社会をめざし、平和な世界の実現に

貢献してまいります。

　本プランの策定に当たり、ご協力いただきまし

た区民や団体の皆さんをはじめ、関係者の方々に、

心から御礼申し上げます。

令和３（2021）年３月

港区長

　港区には、歴史ある美術作品や先進的なアー

トが集積する美術館・博物館や、規模の様々な劇

場・ホール、日本の近代化を象徴する史跡が多

数あります。この豊かな文化資源の中で、アマチ

ュアからプロのアーティストまで、多様な主体に

よる彩りあふれた文化芸術活動が展開されてい

ます。また、区内には約130か国にも及ぶ国籍の

方々が暮らし、80を超える大使館が立地するな

ど、港区は全国の自治体の中でもとりわけ国際性

に富んでいます。

　 こ の た び、こうし た 区 の 特 性 や、令 和 元

(2019)年度に実施した文化芸術実態調査での

区民や文化芸術団体等からのご意見を踏まえな

がら、学識経験者、公募区民で構成する「港区文

化芸術振興プラン検討委員会」での審議を経て、

「港区文化芸術振興プラン 令和３(2021)年度

～令和８(2026）年度」を策定しました。

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、人々の命

と健康を脅かすとともに、イベントの中止や延期、

集客の制限など、文化芸術活動にも深刻な影響

を与えました。人々の心を癒し、明日への希望を

与えるなど、心豊かで潤いのある生活を送る上で

極めて重要な役割を担う文化芸術の灯を守るた

めには、長期的な視点に立った、迅速かつ柔軟な

取組が必要です。

　区は、文化芸術の力を行政のあらゆる分野にお

港区文化芸術振興プランの策定に当たって
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化芸術は、人々の自由な発想によ
る表現活動であるとともに、創造

性を育み、人々の心を癒し、明日への希望
を与えるなど、心豊かで潤いのある生活を
送る上で、極めて重要な役割を担っていま
す。
  「文化芸術基本法（平成13年法律第148
号）」には、「文化芸術を創造し、享受する
ことが人々の生まれながらの権利である」
と定められています。年齢や障害の有無、
国籍等にかかわらず、誰もが文化芸術を鑑
賞・参加・創造できる環境を整えることは、
文化芸術を推進する上での基本であり、こ
のことは、「港区文化芸術振興条例（平成
18年条例第47号）」の基本理念でもあり
ます。
　また、文化芸術には、異なる文化や宗教、
価値観、生活様式の人々が相互に理解し、
尊重し合うための土壌を提供することに
より、平和な社会を実現するための力があ
ります。

は、こうした文化芸術に対する考
え 方 を 踏 ま え、平 成29（2017）

年度に、「多様な人と文化が共生する 世
界に開かれた『文化の港』」を将来像に

文

区

プラン策定の
背景と目的

1
1 Section

第

章
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掲げる「港区文化芸術振興プラン 平成
30(2018)年 度 ～ 平 成35(2023)年 度 ）」

（以下「前プラン」という。）を策定し、港区
ならではの文化プログラムの取組など、区
の文化芸術振興を推進してきました。

和２(2020)年10月に実 施した港
区人口推計によると、全国的に人

口減少や少子高齢化が進む中、区の人口
は各世代で増加を続ける見通しで、新たな
住民や単身高齢者世帯、大規模集合住宅、
共働き子育て世帯が増加し、働き方が多
様化するなど、様々な行政需要に迅速か
つ柔軟に対応する必要性が増しています。
こうした需要に対し、文化芸術は、観光、国
際交流、福祉、教育、産業、地域振興など、
様々な分野と連携することにより、それぞ
れの社会課題の解決に大きな役割を果た
していくことが期待されています。

型コロナウイルス感染症の感染拡
大は、スポーツに加え平和と文化

の祭典でもある東京2020オリンピック・パ
ラリンピック競技大会（以下「東京2020大
会」という。）の開催延期のみならず、多く
の文化芸術活動が中止や縮小を余儀なく
され、大幅な収益の減少により運営の危

機に陥るなど、極めて大きなダメージを与
えました。自然災害や新たな感染症による
危機の到来など、どのような状況において
も、人々の生まれながらの権利である文化
芸術が創造・発信され、文化芸術を通じた
交流が絶えることのないよう、「多様な人
と文化が共生する 世界に開かれた『文化
の港』」であり続ける努力が必要です。

界で様々な差別や人権侵害、争い
が絶えない中で、文化芸術の重要

性がますます高まっています。国際 性豊
かで様々な人や文化が行き交う港区にお
いて、文化芸術を通じた交流や相互理解
が進み、それにより多様性を認め合う価
値観を醸成することは、「港区文化芸術
振興プラン 令和３(2021)年度～令和８
(2026)年度」（以下「本プラン」という。）
を策定する目的であるとともに、令和９
(2027)年度開館予定の（仮称）文化芸術
ホールが担うべき重要な役割でもありま
す。文化芸術を通じて、区に住み、働き、学
び、訪れる人々の意識や行動の変化を促
し、多様性を認め合う価値観が国内外に
発信されることで、平和な世界の実現に
貢献します。

新

令

世
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章
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本プラン策定のプロセスと目的

計画期間

東京2020大会に向けた
港区ならではの
文化プログラム

参画と協働による
文化芸術振興施策の推進

総合支所を中心とした
地域に根ざした文化

「港区文化芸術振興条例」

など

区の現状
と課題

区の文化
芸術振興の
方向性検討

港区
文化芸術
振興プラン

など

港区基本構想 

港区基本計画

個別計画

港区文化芸術振興プラン

港区
国際化推進
プラン

港区
観光振興
ビジョン

港区
産業振興
プラン

港区
地域保健
福祉計画

港区
教育
ビジョン

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

平成30年度～令和５年度

令和４年度 令和５年度

港区基本計画 
平成30年度～令和２年度 港区基本計画　令和３年度～令和８年度

港区文化芸術振興プラン

令和６年度 令和７年度 令和８年度

見直し

令和３年度～令和８年度港区文化芸術振興プラン

本プラン策定のプロセスと目的

計画期間

東京2020大会に向けた
港区ならではの
文化プログラム

参画と協働による
文化芸術振興施策の推進

総合支所を中心とした
地域に根ざした文化

「港区文化芸術振興条例」

など

区の現状
と課題

区の文化
芸術振興の
方向性検討

港区
文化芸術
振興プラン

など

港区基本構想 

港区基本計画

個別計画

港区文化芸術振興プラン

港区
国際化推進
プラン

港区
観光振興
ビジョン

港区
産業振興
プラン

港区
地域保健
福祉計画

港区
教育
ビジョン

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

平成30年度～令和５年度

令和４年度 令和５年度

港区基本計画 
平成30年度～令和２年度 港区基本計画　令和３年度～令和８年度

港区文化芸術振興プラン

令和６年度 令和７年度 令和８年度

見直し

令和３年度～令和８年度港区文化芸術振興プラン

　本プランは、今後６年間の区の文化芸術
振興がめざす方向性を明らかにするとと
もに、施策の取組内容を示し、その全体像
を整理したものであり、文化芸術振興施策
を効果的・効率的に推進するための指針と

なるものです。
  「 港区 文化芸 術 振 興 条
例」や本プランの上位計画
である「港区基本計画」を
基に、他の個別計画と連携
し、「文化芸術基本法」に
努力義務として定めのある
地方の実情に即した「地方
文化芸術推進基本計画」と
して策定します。

プランの
位置付け

2
Section
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本プラン策定のプロセスと目的

計画期間

東京2020大会に向けた
港区ならではの
文化プログラム

参画と協働による
文化芸術振興施策の推進

総合支所を中心とした
地域に根ざした文化

「港区文化芸術振興条例」

など

区の現状
と課題

区の文化
芸術振興の
方向性検討

港区
文化芸術
振興プラン

など

港区基本構想 

港区基本計画

個別計画

港区文化芸術振興プラン

港区
国際化推進
プラン

港区
観光振興
ビジョン

港区
産業振興
プラン

港区
地域保健
福祉計画

港区
教育
ビジョン

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

平成30年度～令和５年度

令和４年度 令和５年度

港区基本計画 
平成30年度～令和２年度 港区基本計画　令和３年度～令和８年度

港区文化芸術振興プラン

令和６年度 令和７年度 令和８年度

見直し

令和３年度～令和８年度港区文化芸術振興プラン

  「港区基本計画」の計画期間と整合する
とともに、文化プログラムの取組の成果を
レガシーとして令和９(2027)年度開館予
定の（仮称）文化芸術ホールの整備につな
げていくことを見据え、令和５(2023)年度
までの計画期間を待たず、令和３(2021)
年度から令和８(2026)年度までを計画期
間とする新たなプランを策定します。
　計画期間の３年目である令和５(2023)
年度に、「港区基本計画」に合わせて見直
します。

　本プランの文化芸術の範囲は、「文化芸
術基本法」に規定されたものを基本とし、
大使館や放送局などを含めた文化資源が
多数集積し、デザインやファッションなど
最先端の流行・文化の発信地である区の
地域特性を踏まえ、広範に取り扱います。

①文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊その他の芸術　〔第8条〕

②映画、漫画、アニメーション及びコンピュータ 
  その他の電子機器等を利用した芸術（メディア芸術）  〔第9条〕

③雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踊その他の我が国古来の伝統的な芸能　〔第10条〕

④講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱その他の芸能　〔第11条〕

⑤生活文化（茶道、華道、書道、食文化その他の生活に係る文化）、 
  国民娯楽（囲碁、将棋その他の国民的娯楽）並びに出版物及びレコード等〔第12条〕

⑥有形及び無形の文化財並びにその保存技術　〔第13条〕

⑦各地域における文化芸術、地域固有の伝統芸能及び民俗芸能　〔第14条〕

「文化芸術基本法」より

計画期間

プランにおける
文化芸術の範囲

3

4

Section

Section

第

章

1

プ
ラ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て



06

　前プランでは、将来像である「多様な人
と文化が共生する世界に開かれた『文化
の港』」を実現するため、三つの施策を定
め、様々な文化芸術振興施策に取り組ん
できました。

施策     主な成果（平成30年度～令和２年度）

施策１
誰もが文化芸術を 
鑑賞・参加・創造できる 
機会の充実

・「ミナコレ」のパンフレットにベビーカーの貸出
や英語対応の有無等バリアフリー情報を掲載し、
スタンプラリーの景品に障害者アートを用いた
グッズを採用。

・「六本木アートナイト」にて、アールブリュット展
及び車いすの方や外国人向けのツアーを開催し、
バリアフリーマップを作成。

・「東京国際映画祭」にて、バリアフリー映画を上映。

・「港区文化プログラム連携事業」にて、大使館と
連携したプログラムや子ども向けのワークショ
ップ、学校へのアウトリーチを実施。

施策 2
多様な主体間の 
協働による 
文化芸術振興

・「港区文化芸術活動サポート事業助成団体」及び
「港区文化プログラム連携事業指定団体」の「港
区文化芸術ネットワーク会議」への参加を義務
付け。

・「港区文化芸術活動サポート事業」及び「港区文
化プログラム連携事業」の審査項目に共生社会
の視点を追加。

・「港区文化芸術活動サポート事業」により育成
した団体のうち７団体が、「港区文化プログラム
連携事業」に移行。

・「港区華道茶道連盟 70 周年式典」を開催。

施策 3
文化芸術都市・ 
港区に向けての 
基盤整備

・区民にプランの理念等を分かりやすく伝えるた
めの「文化芸術のチカラ∞ガイドブック」を作成。

・（仮称）文化芸術ホールの整備に向けた検討の
ための有識者会議、管理運営検討部会及び施
設整備検討部会を設置。

・（仮称）文化芸術ホールの取組全体のグランドデ
ザインを担う「文化芸術ホール参与」を設置。

・（仮称）文化芸術ホールが組織として特に力を入
れるべき三つの重点的な取組を決定。

前プランの
成果

5
Section
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　東京2020大会に向けた気運醸成と大会以降
のレガシー（多様性を認め合う価値観や伝統、人
材、知恵等）の創出及び継承をめざすため、平成
28(2016)年度から、区と多様な文化芸術団体
が連携し、港区文化プログラム連携事業として演
劇やダンスの祭典、子どもや障害者向けのワーク
ショップなど、様々な事業を展開してきました。
　これにより生まれ、蓄積されてきたレガシーを

（仮称）文化芸術ホールをはじめ様々な場面で
活用することで、今後の文化芸術振興や区全体
の魅力向上につなげます。

港区ならではの文化プログラムの取組

港区文化プログラム連携事業とは…
◯区民と芸術家がともに主役となることができる。
◯地域資源を活用し、地域に根差した取組である。
◯国際性を意識している。
◯子ども、高齢者、障害者、外国人等にきめ細かく配慮している。
◯区民の文化芸術への関心の向上を図っている。
◯地域が抱える課題の解決を図っている。
これらに配慮して、区と文化芸術団体が連携して行う、
港区ならではの文化プログラムです。

©Atsuko Tanaka
能声楽家・青木涼子　
新曲委嘱世界初演シリーズ

「能×現代音楽」vol.8

©Yulia Skogoreva
Dance New Air 2018

第五回港区発掘ご当地曲盆踊り大会

港区文化プログラム連携事業の件数

年度 事業の件数 ジャンル

平成28年度 ７ 音楽、美術、演劇、ダンス、サーカス、デザイン

平成29年度 10 音楽、美術、演劇、ダンス、サーカス、能、盆踊り、文化資源

平成30年度 ８ 音楽、美術、演劇、ダンス、サーカス、能、盆踊り、文化資源

令和元年度 ８ 音楽、演劇、ダンス、サーカス、能、盆踊り、文化資源、デザイン

令和２年度 ７ 演劇、ダンス、サーカス、能、盆踊り、文化資源、デザイン
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近代化を支えた歴史資源に加え、レコ
ード会社や放送局など、文化産業に関
わる企業も数多く立地しています。また、
文化芸術に関わる仕事の経験がある区
民も多く存在します。こうした文化芸術
施設等の文化資源の多さ、質の高さは、
区ならではの特徴です。

劇場・ホール
　劇場・ホールは、主要なもので32施設（うち６
施設が区立、26施設が民間）あり、区は、令和
９(2027)年度に（仮称）文化芸術ホール（大
ホール約600席、小ホール約100席）を開館
する予定です。民間施設は、小規模な施設か
ら2,000席と大規模な施設まで、また、ライブ
ハウスやクラシック専用ホール、ミュージカル
専用劇場など、様々な種類の施設があります。

美術館・博物館等
　美術館・博物館等は、39 施設（うち8 施設
が国公立、31 施設が民間）あり、国宝・重要
文化財を含む日本美術・東洋美術の優れたコ
レクションを持つ施設から、現代アートやデザ
インなどの先端的な企画展を精力的に行って
いる施設、企業博物館まで、多種多様です。こ
の39 施設は、港区ミュージアムネットワーク
として組織されています。

文化財
　国宝に指定されている旧東宮御所をはじめ、
重要文化財に指定されている建造物が９件あ

人口動向

　区の人口は令和２(2020)年10月1日
時点で259,893人であり、全国的に人口
減少や少子高齢化が進む中、同時点の
港区人口推計によると、年少人口（０～
14歳）、生産年齢人口（15 ～ 64歳）及び
老年人口（65歳以上）はいずれも増加を
続け、令和９年１月には29万人を超える
推計です。
　昼間人口は平成27(2015)年国勢調
査では940,785人で、平成22(2010)年
国勢調査の886,173人に比べて6.2％
増加し、全国最多（政令指定都市を除く
区市町村の中で）ですが、今後、テレワ
ークの推進など新しい生活様式に則し
た行動変容が進むことで、その影響を
受けることが考えられます。
　新旧住民の混在や、大規模集合住宅、
単身高齢者世帯、共働きの子育て世帯
の増加などにより、区民の生活様式や
価値観は多様化し、地域コミュニティの
希薄化が懸念されます。

文化資源

　区内には、民間施設を中心に、多くの
劇場・ホールや美術館・博物館、日本の

区の現状1
Section2
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るなど、江戸期から幕末、明治以降の文明開
化期を中心に、多くの歴史的建造物、史跡、名
勝等が区全域に広く立地しています。
　港区指定有形文化材財である「旧協働会
館」は「港区立伝統文化交流館」として、「旧
公衆衛生院」は「港区立郷土歴史館」として活
用しています。

国際性

　区内の大使館等の数は全国最多で
80を超え、外国人人口は区人口の約７
％を占め、その国籍は約130か国に及
びます。また、多くの外資系企業等に勤
める外国人や、都内一のホテル・旅館客
室数を有する港区に多くの外国人観光
客が集まる状況を踏まえると、区は、日
常的に多様な国の人と接することので
きる国際性に富んだ環境にあるといえ
ます。

総合支所を中心とした
地域文化の継承・創造・発信

　平成25(2013)年４月に、文化振興に
関する業務を 「総合支所での取扱いを
充実させる業務」として位置付け、区民
の参画と協働により、地域に根差した文
化芸術活動を推進してきました。

　五つの総合支所を中心とした地域文
化の継承・創造・発信により、区内各地で
様々な取組が活発に行われています。

 （仮称）文化芸術ホール
の整備

　

　（仮称）文化芸術ホールは、基本構想
の段階から区民が参画し、みなとパー
ク芝浦の一部として整備する計画でし
たが、平成23(2011)年３月に発生した
東日本大震災の影響により、整備を一
旦中止しました。その後、平成27(2015)
年２月に「（仮称）文化芸術ホール整備
の考え方」を策定し、浜松町二丁目第二
用地とその周辺の再開発事業において
整備することとし、令和９(2027)年度
開館をめざしています。
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赤坂地区

麻布地区

港区港区

芝地区

高輪地区

芝浦港南地区

赤坂地区

麻布地区

港区港区

芝地区

高輪地区

芝浦港南地区

区内の歴史資源（国・都・区指定・登録建造物、史跡、旧跡、名勝、天然記念物）の分布

国の歴史資源
浅野長矩墓および赤穂義士墓
大倉集古館陳列館
大橋茶寮茶室葵／茶室桂／
茶室山吹／茶室守貧庵／茶室如庵写／
中門／表門／不老門／塀
荻生徂徠墓
菊池寛実記念智美術館別館
菊池氏茶室（　　）庭園
旧朝香宮邸（東京都庭園美術館）
旧芝離宮庭園
旧白金御料地
旧新橋停車場跡
旧台徳院霊廟惣門
旧東宮御所（迎賓館赤坂離宮）
キリスト友会フレンズセンター
慶応義塾図書館／三田演説館
廣度院表門及び練塀
国際文化会館本館
佐藤一斎墓
品川台場（第三・第六）
常照院本堂内陣
心光院表門／本堂
瑞聖寺大雄宝殿
善福寺のイチョウ
増上寺三解脱門
高輪大木戸跡
東京水産大学雲鷹丸
東京タワー

東禅寺
虎ノ門大坂屋砂場店舗
武家屋敷門
堀商店
三菱電機高輪荘主屋／蔵／洋館
妙定院熊野堂／浄土蔵
明治学院インブリー館
有章院（徳川家継）霊廟二天門

浅野内匠頭切腹跡
浅野土佐守邸跡
安島直円墓
井部香山墓
巌谷小波宅跡
江川氏調練場跡
大石主税以下切腹跡
大国隆正墓
大久保利通の墓
勝安房邸跡
亀塚
旧細川邸のシイ／大石良雄外
十六人忠烈の跡
元和キリシタン遺跡
西郷・勝両氏会見地
最初のアメリカ公使宿館跡
最初のオランダ公使宿館跡
最初のフランス公使宿館跡
佐藤直方墓
芝東照宮のイチョウ

芝丸山古墳
杉田玄白墓
仙石伯耆守邸跡
増上寺経蔵
曽根吉正墓
西久保八幡貝塚
乃木大将誕生地
英一蝶墓
林鶴梁墓
氷川神社社殿
福沢・近藤両翁学塾跡
水野監物邸跡
毛利甲斐守邸跡

赤羽接遇所跡
伊澤蘭軒墓
大槻玄沢埋葬の地
尾崎紅葉生誕の地
ガス創業の地
勝海舟邸跡
看護婦教育所発祥の地
旧岩崎邸庭園
旧協働会館
旧乃木邸及び馬小屋
雑魚場跡
清正公堂及び山門
承教寺鐘楼
泉岳寺中門／山門／
浅野長矩及び赤穂義士墓所門

東京都の歴史資源

区の歴史資源

資料／文化庁「国指定文化財等データベース」
（令和3年1月現在）
東京都「文化財情報データベース」 
（令和3年1月現在） 
「港区 文化財のしおり」（令和2年1月31日発行）

善福寺本堂
増上寺旧方丈門(黒門)／
景光殿(旧広書院)表門／鋳抜門／
水盤舎(元甲府宰相綱重御霊屋水屋)／
大門／増上寺のカヤ
高縄原古戦場跡
築地塀(練塀)
銅鳥居
永井荷風旧居「偏奇館」跡
日本近代初等教育発祥の地
(小学第一校・源流院跡 )
日本経緯度原点
氷川神社のイチョウ
肥前佐賀藩主鍋島家墓所
一ツ木原古戦場跡
ヒュースケン墓
普光観智国師墓
旧公衆衛生院
明治学院記念館／礼拝堂
明和の大火死者供養墓
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区内の主な文化芸術施設の分布

劇場・ホール 美術館・博物館等
[芝地区]
JR東日本四季劇場［春］［秋］
汐留ホール
自由劇場
大同生命ミュージカルシアター
電通四季劇場［海］
ニッショーホール
ニューピアホール
メルパルクホール
（仮称）文化芸術ホール

[令和9年度開館予定 ]
[麻布地区]
麻布区民センター
EXシアター ROPPONGI
デザインＫホール
俳優座劇場
六本木トリコロールシアター
六本木ヒルズアリーナ
[赤坂地区]
赤坂ACTシアター
赤坂区民センター
赤坂CHANCEシアター
赤坂RED／THEATER

サントリーホール
スパイラルホール
草月ホール
ビルボードライブ東京
Future SEVEN
ブルーノート東京
[高輪地区]
クラブeX
ステラボール
高輪区民センター
[芝浦港南地区]
ザ・グランドホール
品川インターシティホール
芝浦港南区民センター
Studio Cube326
台場区民センター
男女平等参画センター
（リーブラ）

[芝地区]
アドミュージアム東京
NHK放送博物館
大倉集古館
菊池寛実記念 智美術館
気象庁 気象科学館
旧新橋停車場鉄道歴史展示室
共同通信社 ニュースアート
慶應義塾大学アート・センター
増上寺 宝物展示室
パナソニック汐留美術館
港区立みなと科学館
[麻布地区]
外務省 外交史料館
国立新美術館
泉屋博古館分館
東京都立中央図書館
森美術館
[赤坂地区]
秋山庄太郎写真芸術館
伊藤忠青山アートスクエア
岡本太郎記念館
サントリー美術館
21_21 DESIGN SIGHT

TEPIA 先端技術館
東京ミッドタウン・デザインハブ
TOTOギャラリー・間
虎屋 赤坂ギャラリー
根津美術館
フジフイルム スクエア
紅ミュージアム
[高輪地区]
味の素食の文化センター
食の文化ライブラリー
国立科学博物館附属自然教育園
東京都庭園美術館
畠山記念館
物流博物館
マクセル アクアパーク品川
松岡美術館
港区立郷土歴史館
[芝浦港南地区]
東京海洋大学 マリンサイエンス
ミュージアム（水産資料館）
ニコンミュージアム
ヤマトグループ歴史館
クロネコヤマトミュージアム

令和3年1月現在
※美術館・博物館等は港区ミュージアムネットワーク加盟館
（https://www.minato-rekishi.com/musenet/）

…民間施設

…公立施設

22
18

18

15

17

19

12

22

10

20

24

4

3

67

29

32

25

21

24 21
20
23

3

14 4

217

6
10
1

7
26

19
28

8

35

32

29

33

34
38

37

27

16

13

16

9

30

33

27

12

15

36

3031

●
●
●
●

●
●
●
◯

◯
●
●
●
●
●

●
◯
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
◯

●
●
◯
●
◯
◯

●
●
●
●
◯
●
●
●
●
●
◯

◯
◯
●
◯
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

●

◯
◯
●
●
●
●
◯

●

●
●

1

2

3

4

5

6

7

◯◯◯

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

20

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

◯
●

1

13

25 28

2
11

1423

31

8

26

9

11

39

5 5

39

12



0

赤坂地区

麻布地区

港区港区

芝地区

高輪地区

芝浦港南地区

赤坂地区

麻布地区

港区港区

芝地区

高輪地区

芝浦港南地区

区内の歴史資源（国・都・区指定・登録建造物、史跡、旧跡、名勝、天然記念物）の分布

国の歴史資源
浅野長矩墓および赤穂義士墓
大倉集古館陳列館
大橋茶寮茶室葵／茶室桂／
茶室山吹／茶室守貧庵／茶室如庵写／
中門／表門／不老門／塀
荻生徂徠墓
菊池寛実記念智美術館別館
菊池氏茶室（　　）庭園
旧朝香宮邸（東京都庭園美術館）
旧芝離宮庭園
旧白金御料地
旧新橋停車場跡
旧台徳院霊廟惣門
旧東宮御所（迎賓館赤坂離宮）
キリスト友会フレンズセンター
慶応義塾図書館／三田演説館
廣度院表門及び練塀
国際文化会館本館
佐藤一斎墓
品川台場（第三・第六）
常照院本堂内陣
心光院表門／本堂
瑞聖寺大雄宝殿
善福寺のイチョウ
増上寺三解脱門
高輪大木戸跡
東京水産大学雲鷹丸
東京タワー

東禅寺
虎ノ門大坂屋砂場店舗
武家屋敷門
堀商店
三菱電機高輪荘主屋／蔵／洋館
妙定院熊野堂／浄土蔵
明治学院インブリー館
有章院（徳川家継）霊廟二天門

浅野内匠頭切腹跡
浅野土佐守邸跡
安島直円墓
井部香山墓
巌谷小波宅跡
江川氏調練場跡
大石主税以下切腹跡
大国隆正墓
大久保利通の墓
勝安房邸跡
亀塚
旧細川邸のシイ／大石良雄外
十六人忠烈の跡
元和キリシタン遺跡
西郷・勝両氏会見地
最初のアメリカ公使宿館跡
最初のオランダ公使宿館跡
最初のフランス公使宿館跡
佐藤直方墓
芝東照宮のイチョウ

芝丸山古墳
杉田玄白墓
仙石伯耆守邸跡
増上寺経蔵
曽根吉正墓
西久保八幡貝塚
乃木大将誕生地
英一蝶墓
林鶴梁墓
氷川神社社殿
福沢・近藤両翁学塾跡
水野監物邸跡
毛利甲斐守邸跡

赤羽接遇所跡
伊澤蘭軒墓
大槻玄沢埋葬の地
尾崎紅葉生誕の地
ガス創業の地
勝海舟邸跡
看護婦教育所発祥の地
旧岩崎邸庭園
旧協働会館
旧乃木邸及び馬小屋
雑魚場跡
清正公堂及び山門
承教寺鐘楼
泉岳寺中門／山門／
浅野長矩及び赤穂義士墓所門

東京都の歴史資源

区の歴史資源

資料／文化庁「国指定文化財等データベース」
（令和3年1月現在）
東京都「文化財情報データベース」 
（令和3年1月現在） 
「港区 文化財のしおり」（令和2年1月31日発行）

善福寺本堂
増上寺旧方丈門(黒門)／
景光殿(旧広書院)表門／鋳抜門／
水盤舎(元甲府宰相綱重御霊屋水屋)／
大門／増上寺のカヤ
高縄原古戦場跡
築地塀(練塀)
銅鳥居
永井荷風旧居「偏奇館」跡
日本近代初等教育発祥の地
(小学第一校・源流院跡 )
日本経緯度原点
氷川神社のイチョウ
肥前佐賀藩主鍋島家墓所
一ツ木原古戦場跡
ヒュースケン墓
普光観智国師墓
旧公衆衛生院
明治学院記念館／礼拝堂
明和の大火死者供養墓
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区内の主な文化芸術施設の分布

劇場・ホール 美術館・博物館等
[芝地区]
JR東日本四季劇場［春］［秋］
汐留ホール
自由劇場
大同生命ミュージカルシアター
電通四季劇場［海］
ニッショーホール
ニューピアホール
メルパルクホール
（仮称）文化芸術ホール

[令和9年度開館予定 ]
[麻布地区]
麻布区民センター
EXシアター ROPPONGI
デザインＫホール
俳優座劇場
六本木トリコロールシアター
六本木ヒルズアリーナ
[赤坂地区]
赤坂ACTシアター
赤坂区民センター
赤坂CHANCEシアター
赤坂RED／THEATER

サントリーホール
スパイラルホール
草月ホール
ビルボードライブ東京
Future SEVEN
ブルーノート東京
[高輪地区]
クラブeX
ステラボール
高輪区民センター
[芝浦港南地区]
ザ・グランドホール
品川インターシティホール
芝浦港南区民センター
Studio Cube326
台場区民センター
男女平等参画センター
（リーブラ）

[芝地区]
アドミュージアム東京
NHK放送博物館
大倉集古館
菊池寛実記念 智美術館
気象庁 気象科学館
旧新橋停車場鉄道歴史展示室
共同通信社 ニュースアート
慶應義塾大学アート・センター
増上寺 宝物展示室
パナソニック汐留美術館
港区立みなと科学館
[麻布地区]
外務省 外交史料館
国立新美術館
泉屋博古館分館
東京都立中央図書館
森美術館
[赤坂地区]
秋山庄太郎写真芸術館
伊藤忠青山アートスクエア
岡本太郎記念館
サントリー美術館
21_21 DESIGN SIGHT

TEPIA 先端技術館
東京ミッドタウン・デザインハブ
TOTOギャラリー・間
虎屋 赤坂ギャラリー
根津美術館
フジフイルム スクエア
紅ミュージアム
[高輪地区]
味の素食の文化センター
食の文化ライブラリー
国立科学博物館附属自然教育園
東京都庭園美術館
畠山記念館
物流博物館
マクセル アクアパーク品川
松岡美術館
港区立郷土歴史館
[芝浦港南地区]
東京海洋大学 マリンサイエンス
ミュージアム（水産資料館）
ニコンミュージアム
ヤマトグループ歴史館
クロネコヤマトミュージアム

令和3年1月現在
※美術館・博物館等は港区ミュージアムネットワーク加盟館
（https://www.minato-rekishi.com/musenet/）

…民間施設

…公立施設
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赤坂地区

麻布地区

港区港区

芝地区

高輪地区

芝浦港南地区

区内の大使館等の分布

アジア

中南米

アフリカ

中東

欧州

北米

大洋州

カンボジア王国大使館
シンガポール共和国大使館
スリランカ民主社会主義共和国大使館
大韓民国大使館
台北駐日経済文化代表処
中華人民共和国大使館
パキスタン･イスラム共和国大使館
フィリピン共和国大使館
モルディブ共和国大使館
ラオス人民民主共和国大使館

エチオピア連邦民主共和国大使館
エリトリア国大使館
ガーナ共和国大使館
コンゴ民主共和国大使館
ジンバブエ共和国大使館
ナイジェリア連邦共和国大使館
ナミビア共和国大使館
ボツワナ共和国大使館
マダガスカル共和国大使館
マラウイ共和国大使館
モロッコ王国大使館
リベリア共和国大使館
レソト王国大使館

アルゼンチン共和国大使館
ウルグアイ東方共和国大使館
エクアドル共和国大使館
エルサルバドル共和国大使館
キューバ共和国大使館
グアテマラ共和国大使館
コスタリカ共和国大使館
ジャマイカ大使館
チリ共和国大使館
ドミニカ共和国大使館
ニカラグア共和国大使館
ハイチ共和国大使館
パナマ共和国大使館
ブラジル連邦共和国大使館
ベネズエラ･ボリバル共和国大使館
ボリビア多民族国大使館
ホンジュラス共和国大使館

アフガニスタン・イスラム共和国大使館
イエメン共和国大使館
イラン･イスラム共和国大使館
カタール国大使館
クウェート国大使館
サウジアラビア王国大使館
シリア･アラブ共和国大使館
バーレーン王国大使館
レバノン共和国大使館

アイスランド共和国大使館
アルメニア共和国大使館
イタリア大使館
ウクライナ大使館
ウズベキスタン共和国大使館
オーストリア共和国大使館
オランダ王国大使館
カザフスタン共和国大使館
キプロス共和国大使館
ギリシャ大使館
キルギス共和国大使館
コソボ共和国大使館
サンマリノ共和国大使館
ジョージア大使館
スイス大使館
スウェーデン王国大使館
スペイン大使館
スロバキア共和国大使館
スロベニア共和国大使館
セルビア共和国大使館
ドイツ連邦共和国大使館
ノルウェー王国大使館
ハンガリー大使館
フィンランド共和国大使館
フランス大使館
ボスニア・ヘルツェゴビナ大使館
マルタ共和国大使館
リトアニア共和国大使館
ルーマニア大使館
ロシア連邦大使館
駐日欧州連合（EU）代表部

アメリカ合衆国大使館
カナダ大使館

オーストラリア大使館
トンガ王国大使館
パラオ共和国大使館
フィジー共和国大使館
マーシャル諸島共和国大使館
ミクロネシア連邦大使館
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赤坂地区

麻布地区

港区港区

芝地区

高輪地区

芝浦港南地区

区内の大使館等の分布

アジア

中南米

アフリカ

中東

欧州

北米

大洋州

カンボジア王国大使館
シンガポール共和国大使館
スリランカ民主社会主義共和国大使館
大韓民国大使館
台北駐日経済文化代表処
中華人民共和国大使館
パキスタン･イスラム共和国大使館
フィリピン共和国大使館
モルディブ共和国大使館
ラオス人民民主共和国大使館

エチオピア連邦民主共和国大使館
エリトリア国大使館
ガーナ共和国大使館
コンゴ民主共和国大使館
ジンバブエ共和国大使館
ナイジェリア連邦共和国大使館
ナミビア共和国大使館
ボツワナ共和国大使館
マダガスカル共和国大使館
マラウイ共和国大使館
モロッコ王国大使館
リベリア共和国大使館
レソト王国大使館

アルゼンチン共和国大使館
ウルグアイ東方共和国大使館
エクアドル共和国大使館
エルサルバドル共和国大使館
キューバ共和国大使館
グアテマラ共和国大使館
コスタリカ共和国大使館
ジャマイカ大使館
チリ共和国大使館
ドミニカ共和国大使館
ニカラグア共和国大使館
ハイチ共和国大使館
パナマ共和国大使館
ブラジル連邦共和国大使館
ベネズエラ･ボリバル共和国大使館
ボリビア多民族国大使館
ホンジュラス共和国大使館

アフガニスタン・イスラム共和国大使館
イエメン共和国大使館
イラン･イスラム共和国大使館
カタール国大使館
クウェート国大使館
サウジアラビア王国大使館
シリア･アラブ共和国大使館
バーレーン王国大使館
レバノン共和国大使館

アイスランド共和国大使館
アルメニア共和国大使館
イタリア大使館
ウクライナ大使館
ウズベキスタン共和国大使館
オーストリア共和国大使館
オランダ王国大使館
カザフスタン共和国大使館
キプロス共和国大使館
ギリシャ大使館
キルギス共和国大使館
コソボ共和国大使館
サンマリノ共和国大使館
ジョージア大使館
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15

　調査の結果を踏まえ、文化芸術に関
する区の実態と課題について、次のとお
りまとめます。

　令和元(2019)年度に、「港区文化
芸術実態調査」として、区民アンケート
及び団体ヒアリングを実施しました。

区内の文化芸術活動の
実態と課題

　区民アンケートによると、過
去１年間に文化芸術を鑑賞・
活動した人の比率は86.7％・
61.8％と、平成28(2016)年
度に実施した前回調査の68.5

％・38.5％からそれぞれ18.2
ポイント・23.3ポイント増加し
ています。
　また、鑑賞率は、全国・東京
都と比べて高くなっています。

2
Section

区民の活発な
文化芸術活動

第

章

2

区
を
取
り
巻
く
現
状
と
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　区民アンケートによると、区
民全体の鑑賞・活動率は高い
ものの、文化芸術を鑑賞又は
活動しなかった理由として、育
児 や 介 護、健 康 不 安 を 挙 げ
る区民は、それぞれ38.3％・
23.1％います。また、31.8％
の区民が、区は、誰もが文化芸
術に参加できる環境整備に力
を入れるべきと回答しています

（P64参照）。

　一方で、団体ヒアリングによ
ると、文化芸術活動団体や文
化芸術施設は、外国人や障害
者など、鑑賞・参加へのハード
ルが高い方々への対応の必要
性を感じながらも、金銭的・人
的負担を伴う場合があることか
ら、十分な対応ができていない
という状況が明らかになりまし
た（P68、P70参照）。

鑑賞・活動が
できていない
区民の存在
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活躍する場所がないから

お金がかかるから
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健康面で不安があるから
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大使館等と連携した国際交流に関する取組

次世代を担う子どもたちや文化芸術を作り上げる専門人材などの育成
区民の文化芸術活動の発表の場の提供

区民の文化芸術への関心と理解を深めるための講座やシンポジウム
区民の文化芸術活動の練習や準備の場の提供

区内の文化芸術施設や団体、地域などが連携して実施する取組
文化芸術と、福祉や観光、まちづくりなど多様な分野が連携した取組

区内の文化芸術活動を活性化するための支援
文化芸術に関する踏査研究及び情報収集・発信

（仮称）文化芸術ホールが企画・制作した作品の国内外での上映・発信
その他
特にない
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練習や準備の場の提供

区民の文化芸術への関心と理解を
深めるための講座やシンポジウム

区民の文化芸術活動の
発表の場の提供

次世代を担う子どもたちや文化芸術を
つくり上げる専門人材などの育成

大使館等と連携した
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誰もが気軽に参加・体験できる機会の提供
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　区民アンケートによると、53
％の区民が区の文化芸術環境
に対して国際性が豊かである
というイメージを持ち（P63参
照）、35.7％の区民が区は外
国の文化芸術に触れる機会の
充実に力を入れるべきと回答し

（P64参照）、国際交流に関す
る取組に期待が集まっていま
す。
　一方で、区民の国際文化交
流への参加意向が47.7％であ

るのに対し、実際に過去１年間
に国際文化交流に参加した区
民は9.7％と低くなっています。
　また、令和元(2019)年度
に実施した「港区国際化に関
する実態調査」によると、40.2
％の外国人が、日本人と外国
人がともに豊かな地域社会を
つくり上げるためには「外国人
への偏見・差別をなくすための
努力を行う」ことが必要である
と考えています。

国際
文化交流への
期待
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　団体ヒアリングによると、文
化芸術活動団体や文化芸術
施設は、芸術ジャンルや社会
領 域を超えた他の主 体との
連携の必要性を感じています

（P73参 照 ）。大 使 館 等との
連携事例があるのは区の特徴
といえますが、芸術ジャンルや
社会領域を超えた連携は、観

光・まちづくり等の団体を除き、
平 成28(2016)年 度 調 査 同
様、あまり進んでいない状況で
す。連携に当たっては、会議等の

「場」の設定だけではなく、各
主体間の協働を促進するため
のコーディネート機能が求め
られています。

芸術ジャンルや
社会領域を超えた
連携の必要性
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規定されています。
　東 京都は、平成27(2015)年３月に、
今後10年間の芸術文化振興の基本指
針として、東京2020大会の開催やその
先を見据えた「東京文化ビジョン」を策
定しました。「東京文化ビジョン」は、あ
らゆる人が芸術文化を享受できる社会
基盤を構築するなどの文化戦略を掲げ、
子どもや障害者などあらゆる人々が芸
術文化をとおし交流するとともに、国境
を越えた相互理解と地球規模の連帯感
を育み、世界平和の実現へとつなげてい
くこととしています。
　 区 は、平 成18(2006)年６月に制 定
した「港区文化芸術振興条例」において、
年齢や障害の有無、国籍等にかかわら
ず誰もが等しく、文化芸術を鑑賞・参加・
創造することができる環境の整備や、区
の全ての施策の実施に当たり文化芸術
振興を図る視点を取り入れることを規
定しており、共生社会の実現に向けた取
組や社会領域を超えた連携の更なる推
進に取り組みます。

　 国は、平成29(2017)年６月に、「 文
化芸術振興基本法」を「文化芸術基本
法」に改正し、翌年３月に「第一次文化芸
術推進基本計画」を策定しました。
　この法改正による大きな変更点は、
前文に「表現の自由の重要性」が明記さ
れたこと、基本理念に、国民が等しく文
化芸術を鑑賞、参加、創造するに当たり

「年齢、障害の有無、経済的な状況」に
かかわらないという視点や「乳幼児、児
童、生徒等に対する文化芸術に関する
教育の重要性」が追記されたこと、文
化芸術そのものの振興にとどまらない 

「観光・まちづくり・国際交流・福祉・教育・
産業その他の各関連分野における施策
との有機的な連携」への配慮が規定さ
れたことです。
　平成30(2018)年６月には、「障害者
による文化芸術活動の推進に関する法
律（平成30年法律第47号）」が施行され、
障害者が文化芸術を鑑賞、創造する機
会の拡大や障害者による芸術上価値の
高い作品等の創造への支援の強化、文
化芸術活動を通じた交流の促進などが

国、東京都の動向3
Section



いけばな草月流 勅使河原茜家元作品
【花卉業界応援プロジェクト】一輪の花が、明日を変える
（2020年／赤坂・草月会館）
撮影：藤岡直樹
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将来像

観を国内外に向けて発信する拠点となる
場です。

   然災害や感染症等の危機、国際
対立が度々訪れる中で、多様な文

化や宗教、価値観、生活様式の人々が暮
らし、行き交う港区こそ、自分を自由に表
現し、お互いを認め合う「文化の港」であ
り続ける努力が必要です。

   れまで取り組んできた共生社会
実現に向けた成果などを、区の文

化芸 術 振 興の中核 拠 点となる （仮称）
文化芸術ホールの整備等に着実につな
げ、文化芸術の愛好家だけではなく誰も
が文化芸術を通じて心豊かで潤いのあ
る生活を送ることができる社会をめざし、
本プランにおける将来像を、「多様な人
と文化が共生し 文化芸術を通じて皆の
幸せをめざす 世界に開かれた『文化の
港』」とします。

   際 性豊かで、多様な文化資源に
恵まれ、日頃から多くの人が働き、

学び、訪れる地である港区は、多様な人や
文化が出会い交流する 「港」といえます。
　こうした交流の中で多様な人や文化か
ら刺激を受けることで、新たな文化が創造
されやすい風土や、お互いの違いを知り、
それを認め合う価値観が醸成されます。

   プランでは、区がめざす姿を「多
様な人と文化が共生する 世界に

開かれた『文化の港』」とし、区ならではの
文化プログラムの取組などを通じて、誰
もが文化芸術を鑑賞・参加・創造できる環
境整備を進めてきました。
  「文化の港」とは、文化芸術を通じて、年
齢や障害の有無、国籍等にかかわらず、
区に住み、働き、学び、訪れる全ての区民
がその多様性を認め合い、誰もが共生で
きる地域社会が実現され、こうした価値

国
自

こ前

3
第

章 1
Section
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第

3
章

区
の
め
ざ
す
姿

1

多様な人と文化が共生し 
文化芸術を通じて皆の幸せをめざす
世界に開かれた「文化の港」

共生

誰もが文化芸術を
鑑賞・参加・創造
できる機会の充実

誰もが文化芸術を鑑賞・参加
・創造できる環境の整備

国際都市・港区ならではの
文化芸術振興施策の推進

多様な文化資源を生かした
港区ならではの取組の推進

多様な主体間の
協働による
文化芸術振興

文化芸術振興施策
の推進に向けた
基盤整備 創造

交流

多様性を認め合う価値観が広がり、
未来にわたり継承される「文化の港」
・文化芸術を通じて、区民一人ひとりが異な
る文化や宗教、価値観、生活様式などを尊
重し合う意識が醸成され、共生社会が実現
している。
・多様性を認め合う価値観が港区から国内
外に広がり、区民が誇りを持てるとともに、
平和な未来を創る子どもたちがすくすくと
育っている。

多様な人や文化が出会い、
交流する「文化の港」
・年齢や障害の有無、国籍等にかかわらず、
文化芸術を鑑賞・参加・創造できる機会が
拡大している。
・国際性豊かな区の特性を背景に、国際文化
交流の中心となっている。
・災害や感染症などの危機を乗り越え、文化
芸術を継続的に享受することができている。

多様な人や文化の交流から
新たな文化が創造される「文化の港」
・多様な人や文化が交流し、相互の刺激の中
から、新たな文化が創造されている。
・文化芸術と他分野が連携することで新たな
価値が生まれ、地域の課題解決に寄与して
いる。

施策の体系
施策 施策 施策

2 3

1-1

1-2

1-3

文化芸術振興の中核拠点となる
(仮称)文化芸術ホールの整備

文化芸術を通じた多様性を
認め合う区民意識の醸成

3-1

3-2

文化芸術を通じた多様な
主体間の交流・連携の促進

文化芸術振興に取り組む
多様な主体への支援と連携

危機を乗り越え持続可能な
文化芸術活動の推進

2-1

2-2

2-3

多様な人と文化が共生し 文化芸術を通じて皆の幸せをめざす
世界に開かれた「文化の港」

区を取り巻く現状と課題

将来像

将来像
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・多様な人や文化が交流し、相互の刺激の中
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いる。
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プランの全体像2
Section

　将来像の実現に向けて、
次のとおり施策の体系を整理します。
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成果指標名
現状見込値 中間目標値（前期）計画目標値
令和２年度 令和５年度 令和８年度末

１年間に 
文化芸術を鑑賞した 
区民の割合

86.7％ 86.8％ 86.9％

誰もが文化芸術を
鑑賞・参加・創造できる
機会の充実

SDGsの
ゴールとの関係

成果指標
施策１により達成をめざす
成果の指標と数値目標

※「港区基本計画 令和３年度～令和８年度」より

1
施策 誰もが文化芸術を

鑑賞・参加・創造できる環境の整備

国際都市・港区ならではの
文化芸術振興施策の推進

多様な文化資源を生かした
港区ならではの取組の推進

目標16 ［平和］
特 続可能な開発のための
平和で包摂的な社会を促進
し、すべての人々に司法への
アクセスを提供し、あらゆる
レベルにおいて効果的で説
明責任のある包摂的な制度
を構築する。

SDGs（持続可能な開発目標）とは
平成 27(2015)年の国連サミットで採択
された「持続可能な開発のための2030ア
ジェンダ」にて記載された令和12(2030)
年までの国際目標で、持続可能な世界を
実現するための17の目標から構成されて
います。
SDGs が掲げる目標や方向性は地域課題
の解決に資するものであることから、本プ
ランにおける施策とSDGs の関連を明ら
かにします。

SDGsとは？
（外務省ホームーページ）

目標4 ［教育］
すべての人に包摂的かつ公
正な質の高い教育を確保し、
生涯学習の機会を促進する。

1

2

3

4
第

章
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全ての区民が心豊かで潤いのある生活を送ることができるよう、
年齢や障害の有無、国籍等にかかわらず、誰もが身近な場所で文
化芸術を鑑賞・参加・創造できる環境を整えます。次世代を担う
子どもたちが、様々な文化芸術に触れ、体験することを通じて、創
造性や多様な文化、価値観を尊重する心を育みます。 

※他の具体的な事業は、P82 ～ P101に掲載しています。

　文化芸術を鑑賞する区民の
裾野を拡大するため、区民セン
ターや図書館、子ども中高生プ
ラザ、いきいきプラザなど、音楽
ホールや劇場を訪れることなく
身近な場所で、気軽に生の音楽
やダンス、演劇等を鑑賞できる
機会を提供します。
　区民が文化芸術を鑑賞する
だけでなく、参加し、創造する
きっかけとなるよう、プロのア
ーティストとともに文化芸術を
創造する楽しさや喜びを体験で
きる機会を提供します。

ロビーコンサート
区役所１階ロビーで、区内で活
動しているアーティスト等によ
るコンサートを定期的に開催
し、誰もが身近に生演奏を鑑
賞する機会を提供します。

Kissポート講座
文化芸術の専門家やアーティ
ストを講師に招き、共に学びつ
くり上げる参加・体験型のレク
チャーやワークショップを開
催します。　

取組内容

身近に鑑賞・参加・創造する機会の充実

誰もが文化芸術を
鑑賞・参加・創造できる環境の整備

施策

11 第

章
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　年齢や障害の有無、国籍等
にかかわらず、誰もが文化芸術
を鑑賞・参加・創造できるよう、
文化芸術に関する事業のバリ
アフリーを推進します。
　文化芸術活動団体や文化芸
術施設、福祉施設、病院等と協
力するとともに、一時保育を実
施するなど、体の不自由な方や
乳幼児連れの方などが鑑賞・参
加・創造できる環境を整えます。
　障害者の鑑賞機会が広がる
よう、周知方法や会場選定の工
夫、手話や字幕付公演の実施、
参加方法にオンラインを加える
など、合理的配慮（※）を含めた
バリアフリーを推進します。障
害者による作品やパフォーマン
スを通じて、広く区民が障害者

地域で共に生きる 
障害児・障害者 
アート展
障害者への理解促進をめざし、
区内の障害者施設で制作した
作品や障害児(者)が 描いた
絵画等を美術館などで展示し
ます。

※合理的配慮の提供
障害のある人から、社会の中
にあるバリアを取り除くため
に何らかの対応を必要として
いるとの意思が伝えられたと
き、負担が重すぎない範囲で
対応することです。「障害者差
別解消法」や「東京都障害者
差別解消条 例」において、行
政機関等や民間事業者に対し、
障害を理由とする「不当な差
別的取扱い」を禁止するととも
に、「合理的配慮の提供」を義
務付けています。

音楽のさんぽ道
敷居が高いと思われがちなク
ラシックコンサートを、区民セ
ンターや病院、お寺などを会
場として開催するとともに、大
学生を中心とした若手音楽家
に発表の場を提供します。

誰もが鑑賞・参加・創造する機会の充実
への理解を深めるためのきっか
けとします。
　外国人が参加しやすくなるよ
う、多言語対応に加え、「やさし
い日本語（外国人にも分かりや
すく表現された日本語）」の使
用や日本語学習支援を推進し
ます。
　区民優待を設けるなど、経済
的な状況にかかわらず文化芸
術を鑑賞・参加・創造できる機
会を創出します。
　必要な情報が必要としている
人に届くよう、SNS等を活用
するとともに、港区コミュニテ
ィ情報誌「キスポート」など紙
媒体による情報発信も引き続き
推進します。
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　将来にわたり区の文化芸術
を振興していくため、子どもが
いても参加できるだけでなく、
親子や子どもを対象とするなど、
子どもの頃から文化芸術に触
れられる環境を整えます。
　保育園や幼稚園、学校にプロ
のアーティスト等を派遣し、子
どもたちの身近な場所で文化
芸術に触れる機会を創出する
など、子どもの頃から多様な文
化を見て、触れて、その楽しさ
や喜びを体験できる機会を充
実します。
　次世代を担う子どもたちが
様々な文化芸術に触れ、体験す
ることを通じて、創造性や多様
な文化、価値観を尊重する心を
育みます。

学校音楽等芸術教室
小・中学生が身近に芸術に触
れる機会を提供するため、学
校において、様々なジャンルの
音楽や伝統芸能の鑑賞会、ワ
ークショップを実施します。

ふれあいアート
保育園や幼稚園等にプロのア
ーティストを派遣し、音楽やダ
ンス、造形などの文化芸術を
体験できるプログラムを実施
します。

デザインでつくる  
コドモチョウナイカイ 
まつり

（コドモチョウナイカイ事務局）

港区文化プログラム連携事業
として、デザインの視点を取り
入れた子ども向けのワークシ
ョップやおまつりを開催しまし
た。

文化芸術を通じた次世代を担う子どもたちの育成 第

章
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国際性豊かな区の特性を生かし、異なる国籍や言語、宗教、生活
様式の人々が出会い、交流する機会を充実するとともに、国際的
発信力のある取組により文化芸術を通じた相互理解を促し、世
界平和の実現に貢献します。

　区内に立地する大使館や企
業、国際交流団体等と連携する
ことで、日本人と外国人が文化
芸術を通じて交流し、言葉の壁
を越えた相互理解を深めるとと
もに、区民が国際性豊かな区の
魅力を実感できる機会を充実
します。

国際文化紹介展示
区内に立地する大使館等と連
携し、各国や地域の文化を紹
介するパネルや写真、民芸品
などを区役所ロビーなどで展
示します。

大使館等 
事業協力実施支援
区内に立地する大使館等主催
のコンサート、展覧会など区
民との交流イベントの開催に
当たり、会場提供や広報協力
を行います。

大使館等 
実務者連携会議
大使館等との連携を一層深め
るため、区内に立地する大使
館等で実務に携わる職員と区
職員が、区政に関する様々な
課題について意見を交換しま
す。

取組内容

国際性豊かな文化資源を生かした取組の推進

国際都市・港区ならではの
文化芸術振興施策の推進

施策

21
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　国際的発信力のある取組を
推進し、区の魅力を向上すると
ともに、区民が区の魅力を実感
し、誇りを持てる機会とします。
　国籍や言語、宗教等にかかわ
らず多くの区民が、日本の文化
に気軽に触れ、学ぶことができ
る機会を提供するとともに、区
内で制作された作品を国内外
に向けて発信します。

　国際相互理解に対して関心
を高めるテーマ性・発信性のあ
る取組により、異なる国籍や言
語、宗教、生活様式の人々が出
会い、交流する機会を充実する
ことで、その多様性を尊重し合
う風土を醸成します。

六本木アートナイト
六本木のまちを舞台としたア
ートの祭典「六本木アートナイ
ト」が一層、子ども・高齢者・障
害者・外国人に配慮され、区民
に親しまれる内容となるよう、
運営に参画します。

© Roppongi Art Night Executive Committee

WELCOME港区！の 
推進
旅行者を受け入れる人々、訪れ
る人々双方に、互いの習慣や
文化を理解し、寛容の心を深
めてもらうための冊子を配布
します。

東京国際映画祭 
みなと委員会
東京国際映画祭の地域委員
会として「みなと委員会」を設
置し、六本木周辺の清掃活動
を行う「みなとクリーンアップ」
や区内各地での上映会「みな
とシネマフェスティバル」など
を開催してきました。

演劇「犯罪部族法」 
公演

（シアターコモンズ実行委員会）

港区文化プログラム連携事業
として、差別はいかに生まれ、
いかに乗り越えられるか？を
テーマに、立場や母語が異な
る俳優がカースト制や近代化
による社会差別の構造を浮き
彫りにする演劇公演を実施し
ました。

国際的発信力のある取組の推進

国際相互理解への取組

第

章

プ
ラ
ン
に
お
け
る
取
組

4



32

区内の多様な文化資源や観光資源、企業等と連携した取組や、
地域の特性を生かした区ならではの取組を推進、発信することで、
区民が区の魅力を再認識できる機会とし、地域への愛着を醸成
します。

　区内には、優れた日本美術や
先進的なアートを持つ美術館、
企業博物館など、知名度が高い
施設が立地し、観光名所の一つ
となっています。
　これら文化芸術施設や企業
等と連携し、区に住み、働き、学
び、訪れる多くの区民が、身近
に文化芸術に触れる機会を創
出します。
　大学等研究機関や観光分野
と積極的に連携し、新たな文化
資源の発掘や文化資源への新
たな価値の付加、発信力の強
化などにより、区の魅力向上に
つなげます。

ミナコレ
（MINATO COLLECTION）

区と区内の美術館・博物館等
が連携し、人々の回遊性を高
めるためのスタンプラリーな
どを実施します。

都市のカルチュラル・ 
ナラティヴ

（慶應義塾大学アート・センター）

港区文化プログラム連携事業
として、区内の新旧様々な文化
資源の魅力を人々に伝えるた
めのワークショップや講座、ツ
アーなどを実施しました。

取組内容

文化資源を生かした取組の推進

多様な文化資源を生かした
港区ならではの取組の推進

施策

31
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　区民が日本の近代化を支え
た区の歴史や地域に根差した
文化を学ぶことで、現代や将
来について考えるきっかけとす
るとともに、地域の文化を愛し、
保全し、育てていく心を醸成し、
次世代への文化資源の継承に
つなげます。
　平成31(2019)年４月に「文
化財保護法（昭和25年法律第
214号）」が一部改正され、文
化財はその保存に加え、地域に
おいて総合的に活用するという
視点が加えられました。
　郷土歴史館や伝統文化交流
館等の文化財を舞台にした創
作活動への活用など、多くの区
民が区の文化財に触れられる
機会を充実するとともに、文化
財を含めた区の文化資源の魅
力を国内外に広く発信し、区の
魅力向上につなげます。

伝統文化交流館の 
活用
港区指定有形文化財である

「旧協働会館」を、伝統文化の
継承や、伝統文化を通じたコ
ミュニティ形成・交流の場とし
て活用します。

郷土歴史館 
コンサート
文化財を身近なものとして親
しんでもらうため、郷土 歴史
館を舞台にコンサートを開催
します。

文化資源を保全・継承・活用する取組の推進

第

章

プ
ラ
ン
に
お
け
る
取
組

4



34

人と人、町と町をつなぐ ーふれあい情報誌ー

第57号
令和２年

（２０２０年）１２月

芝浦港南地区情報誌 芝浦、海岸2・3丁目、港南、台場

芝浦港南地区情報誌 芝浦、海岸2・3丁目、港南、台場

表紙写真／光のカーテンに包まれて

◆次号（第58号）は令和3年3月下旬発行予定
◆次号（第58号）は令和3年3月下旬発行予定

編集委員厳選！
港南・台場
おすすめスポット紹介……２‐３

芝浦港南地区の年末年始【連載】東京2020大会に向けて トライアスロン 第五回【連載】べいあっぷ編集委員がおすすめする　　　地域のスポット 第十四回【連載】ベイエリア 橋をめぐる物語第十九回「南浜橋」「日の出橋」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4-5
・・・6

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

港区ベイエリアイベントリポート総合支所だより・港区からのお知らせ港区ベイエリアイベントカレンダー・都税のお知らせ読者ギャラリー

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

・・・11・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

　「芝」「麻布」「赤坂」「高輪」
「芝浦港南」の各総合支所で
は、地域の特性を生かした文化
芸術活動を推進しています。
　総合支所がこれまで築いて
きた地域との信頼関係や地域
の文化資源・人材を生かし、文
化芸術を通じた地域コミュニテ
ィの形成や地域の課題解決に
取り組みます。
　地域の歴史・文化に関する理
解・関心を高め、子どもの頃か
ら誰もが自らの地域の歴史や
文化に愛着を持ち、誇りを持て
るよう、総合支所を中心とした
地域文化の継承や創造、発信
により、地域に根差したレガシ
ーとして未来に継承します。

麻布の魅力探訪事業 
～あざぶ達人ラボ～

麻布の歴史・文化等の魅力を
伝える公開セミナーや、これま
での参加者によるまち歩きを
実施するなど、麻布の魅力を
学ぶ機会を提供します。

運河に架かる 
橋りょうの 
ライトアップ
芝浦港南地区の貴重な地 域
資源である水辺空間の更なる
魅力向上のため、先進の景観
照明デザインを手掛けるデザ
イナーの協力を得ながら、橋
りょうやモニュメント等をライ
トアップします。

地域情報誌（紙）
地域コミュニティ活性化をめ
ざし、各地区の区民が参画し、
地域のイベントや文化財など
地域ならではの情報を取材・
紹介する地域情報誌（紙）を発
行します。

総合支所を中心とした地域文化の継承・創造・発信
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多様な主体間の
協働による
文化芸術振興

2
施策 文化芸術を通じた

多様な主体間の交流・連携の促進

文化芸術振興に取り組む
多様な主体への支援と連携

危機を乗り越え持続可能な
文化芸術活動の推進

1

2

3

成果指標名
現状見込値 中間目標値（前期）計画目標値
令和２年度 令和５年度 令和８年度末

港区文化芸術 
ネットワーク会議への 
年間の実参加団体数

40団体 45団体 50団体　　　

SDGsの
ゴールとの関係 

成果指標 
施策２により達成をめざす
成果の指標と数値目標

※「港区基本計画 令和３年度～令和８年度」より

目標17 ［実施手段］
特続可能な開発のための実
施手段を強化し、グローバ
ル・パートナーシップを活性
化する。

目標4 ［教育］
すべての人に包摂的かつ公
正な質の高い教育を確保し、
生涯学習の機会を促進する。
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区内の多種多様な文化芸術活動団体や文化芸術施設が、芸術ジ
ャンルや社会領域を超えて連携することで、事業の相乗効果が生
まれ、区全体の文化芸術振興の更なる推進につなげるとともに、
文化芸術のみならず様々な社会領域が抱える課題解決に貢献し
ます。

　平成25(2013)年度に設置
した港区文化芸術ネットワーク
会議などを活用し、地域の団体
や企業、学校、異なる芸術ジャ
ンルの団体等、多様な主体間の
連携を促すことにより、各主体
の基盤強化や継続的な事業実
施、新たな価値の創出につなげ
ます。
　連携に当たっては、会議など
の「場」の設定のみならず、各
主体が連携して事業を実施で
きるコーディネート機能が必要
です。公的な性格を持ちながら
も迅速性・柔軟性を兼ね備え、
地域コミュニティとの関わりが
深く、日頃から文化芸術に関
する情報が集まる港区スポー
ツふれあい文化健康財団（以下

「Kissポート財団」という。）に
これを整備します（P50参照）。

港区文化芸術 
ネットワーク会議
区内の文化芸術活動団体や文
化芸術施設、企業、国際交流
団体、大学、観光振興団体な
ど、文化芸術に関わる多様な
主体をメンバーとして、定期的
に会議を開催します。

赤坂・青山 
子ども共育事業
地域の特性・人材を活用した
子どもや親子向けの講座の実
施、赤坂・青山共育情報 局の
運営を通じて、企業・団体・住
民が主体的に地域の子ども向
け事業に取り組む仕組みを構
築します。

取組内容

多様な主体間の交流・連携に向けた取組の強化

文化芸術を通じた
多様な主体間の交流・連携の促進

施策

12
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　文化芸術は、観光や国際交
流、福祉、教育、産業、地域振
興など他分野と連携することに
より、各施策の魅力が増すとと
もに、課題の解決に大きな力を
発揮することが期待されます。
　「港区文化芸術振興条例」第
４条第４項で「区は、区の施策
の実施に当たっては、文化芸術
振興を図る視点を取り入れるよ
う努めるものとする」と規定し
ているとおり、文化芸術の力を
区政のあらゆる場面で積極的
に活用することで、区の文化芸
術振興施策を総合的に推進し
ます。

芝 de Meet The Art 
～アートに親しむまち、芝～

屋外トランスボックス（地上配
電機器）に区民等から募集し
た作品を展示するとともに、ワ
ークショップを開催し、まちに
アートとふれあえる環境を創
出し、まちのイメージの向上や、
アートを通じた多様な主体間
の交流を促進します。

ソーシャルサーカス 
ワークショップ 

（スロームーブメント実行委員会）

港区文化プログラム連携事業
として、自立心や社会性を身
につけるのに有効とされるソ
ーシャルサーカスワークショッ
プを、中学校の特別支援学級
や障害保健福祉センター（ヒュ
ーマンぷらざ）、適応指導教室

（つばさ学級）、子ども家庭支
援センター等で実施しました。

社会領域を超えた連携の促進
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Ｅｎｓｅｍｂｌｅ Ｌｅｖｅｎｔ

撮影：大洞博靖
一般社団法人オフィスアルブ

区内で多様な文化芸術活動が活発に行われ、そこから生まれる
新たな文化や価値が国内外に発信されるなど、区が将来にわたり

「文化の港」であり続けるために、区内の文化芸術活動の担い手
の育成や自立的・継続的な運営に向けた支援を行います。

　文化芸術活動は、多様な主
体により、区内各地の区民の身
近な場所で実施されています。
　これらの活動及び活動を行
う団体に対し、経費の一部助
成や専門家によるアドバイス、
Kissポ ート財 団 に整 備 を 予
定しているコーディネート機能

（P50参照）の活用など、団体
の自立や継続的な活動を支援
します。
　支援に当たっては、年齢や障
害の有無、国籍等にかかわらず
誰もが文化芸術に親しむことが
できる視点を重視し、合理的配
慮を含めたバリアフリーへの対
応を促します。

港区文化芸術活動 
サポート事業
区内で行われる文化芸術活動
及びその活動を行う団体を育
成するため、活動に係る経費
の一部に対し助成金を交付す
るとともに、専門家のアドバイ
スによる支援を実施します。

取組内容

文化芸術活動の担い手の育成支援

文化芸術振興に取り組む
多様な主体への支援と連携

施策

22
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　区と多様な主体がそれぞれ
の強みを生かしながら連携し、
事業などを実施することで、団
体の自立を支援するとともに、
連携による相乗効果により、区
の文化芸術振興の更なる推進
をめざします。
　連携に当たっては、年齢や障
害の有無、国籍等にかかわらず
誰もが文化芸術に親しむことが
できる視点を重視します。

　区民アンケートによると、文
化芸術のボランティア・寄付へ
の参加意向は24.3％・9.5％
ですが、実際に過去１年間に参
加した区民はそれぞれ4.6％・
3.9％にとどまっています（P62
参照）。

　国際的発信力のあるイベント
などでのボランティアの活用を
通じて、将来の区の文化芸術の
担い手を育成するとともに、港
区版ふるさと納税制度（※）を
活用し、ボランティアや寄付を
通じて区全体で文化芸術を支
援する仕組みを検討します。

※港区版ふるさと納税制度
返礼品によらず、寄付者自身
が 寄 付の 使い道を選ぶこと
で区の取組を応援する制度で、

「港区文化芸術振興基金」へ
の寄付が可能です。

文化団体との連携に
よる議場コンサート
港区音楽連盟・港区華道茶道
連盟との連携により、普段立
ち入ることができない区議会
議場でのコンサートを開催し、
区民の皆さんに生演奏と生け
花の展示による優雅なひと時
を提供します。

区と多様な主体との連携による文化芸術振興の推進

文化芸術を支える区民意識の醸成
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いかなる状況にあっても、人々の心を癒し、明日への希望を与え
るなど、心豊かで潤いのある生活を送る上で極めて重要な文化
芸術が、安全かつ継続的に区民に提供されるよう、文化芸術活動
におけるリスクマネジメントや「港区文化芸術振興基金」を活用
した支援に取り組みます。

　芸術ジャンルを超えた作品や
現代アートなどの広がりにより、
多様な表現手段や実施場所で
の文化芸術活動が展開されて
います。
　区や文化芸術活動団体、文
化芸術施設が実施するイベント
等の開催に当たっては、事前に
安全管理を徹底するなど、区民
や来場者の安全・安心を重視し、
災害時への対応や事故の未然
防止に取り組みます。
　新型コロナウイルス感染拡大
による経験を踏まえ、いかなる
状況にあっても区民が継続的
に文化芸術を享受できるよう、
平時より意識を高め、オンライ
ンの活用など状況に応じた新
たな手法にも取り組みます。

WEBで 
みなと区民まつり
台風や新型コロナウイルス感
染 症 拡 大 により2年 連 続 で
みなと区民まつりが中止にな
ったことを受け、文化芸術団
体 等に日頃の活動の成 果を
発表する場を創出するため、

「WEBでみなと区民まつり」を
開催しました。

港区文化芸術 
ネットワーク会議での 
港区感染症専門 
アドバイザー講演
文化芸術団体等が集まる港区
文化芸術ネットワーク会議で、
新型コロナウイルス感染症対
策に関する講演会を実施しま
した。

取組内容

文化芸術活動におけるリスクマネジメント

危機を乗り越え持続可能な
文化芸術活動の推進

施策

32
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東京都港区邦楽邦舞連盟

撮影：飯田研紀
俳優座劇場

　自然災害や新たな感染症に
よる危機は、文化芸術活動やそ
れに携わる人 ・々団体・施設・
企業等に大きなダメージを与え
ます。こうした脅威は、今後も、
形を変えて襲ってくる可能性を
否定できません。
　平常時におけるリスクマネジ
メントに加え、非常時には、社
会経済情勢や財政状況の動向
にかかわらず、文化芸術振興施
策を安定的に推進していくため
に平成19(2007)年４月に設
置した「港区文化芸術振興基
金」を積極的に活用し、感染症
対策に必要な財政支援など、迅
速かつ柔軟に文化芸術活動の
支援に取り組みます。

港区文化プログラム
推進事業 
～文化芸術の力で 
港区を元気に！プロジェクト～

新型コロナウイルス感染症の
影響を受け、活動を自粛・縮小
せざるを得ない状況に置かれ
ている文化芸術団体を対象に、
事業の企画・制作・実施に係る
費用を支援しました。

非常時の文化芸術活動の回復に向けた支援
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文化芸術振興施策
の推進に向けた 
基盤整備

3
施策 文化芸術振興の中核拠点となる 

(仮称)文化芸術ホールの整備

文化芸術を通じた
多様性を認め合う区民意識の醸成

1

2

成果指標名
現状見込値 中間目標値（前期）計画目標値
令和２年度 令和５年度 令和８年度末

(仮称）文化芸術ホールで
鑑賞・参加・創造したい 
区民の割合

ー 60％ 70％　　　

SDGsの
ゴールとの関係 

成果指標 
施策３により達成をめざす
成果の指標と数値目標

※「港区基本計画 令和３年度～令和８年度」より

目標16 ［平和］
特続可能な開発のための平
和で包摂的な社会を促進し、
すべての人々に司法へのア
クセスを提供し、あらゆるレ
ベルにおいて効果的で説明
責任のある包摂的な制度を
構築する。

目標17 ［実施手段］
特続可能な開発のための実
施手段を強化し、グローバ
ル・パートナーシップを活性
化する。

目標4 ［教育］
すべての人に包摂的かつ公
正な質の高い教育を確保し、
生涯学習の機会を促進する。

目標11 ［持続可能な都市］
包摂的で安全かつ強靱（レ
ジリエント）で特続可能な
都市及び人間居住を実現す
る。



43

平成19年度～ 基本構想の段階から区民参画により、 
田町駅東口北地区公共公益施設（みなとパーク芝浦）の一部として整備する計画をまとめる

平成23年10月 東日本大震災の影響により、整備を一旦中止

平成26年度 浜松町二丁目第二用地とその周辺の再開発事業において、 
（仮称）文化芸術ホールを整備することを決定し、「（仮称）文化芸術ホール整備の考え方」を策定

平成30年度～ 外部有識者を含めた検討を開始

令和２年４月 文化芸術ホール参与を設置

令和４年度 文化芸術ホール準備組織設置（予定）

令和９年度 開館（予定）

大ホール（600席程度） 音楽、演劇、伝統芸能等、多種多様な演目に対応でき、豊かな響きを生み出す可動式の音響反射板を備え
た、高機能・多機能なホール

小ホール（100席程度） 可動式観客席とし、小規模な文化芸術作品を発表できる他、大ホールで行う公演のリハーサルや、大人数
が参加する作品の練習や稽古の場としての利用を想定した高機能・多機能なホール

創造支援（練習場） 利用者同士の交流の場となるよう、練習場を１フロアに集約

（仮称）文化芸術ホールの概要

区の文化芸術振興の中核拠点として（仮称）文化芸術ホールを整
備し、文化芸術を通じた交流や相互理解、それによる多様性を認
め合う価値観の醸成をめざします。
平成28(2016)年度から多様な文化芸術団体と連携して取り組ん
できた文化プログラムの成果をレガシーとして、着実に（仮称）文
化芸術ホールの整備につなげ、令和９(2027)年度の開館に向け
た取組を計画的に進めます。

文化芸術振興の中核拠点となる 
（仮称）文化芸術ホールの整備

施策

13

経過・今後の予定

主な施設

港区役所本庁舎内に夜間
・休日等に立ち入る場合、
手続きが必要です

　夜間・休日等に港区役所本庁舎に立ち入る場合、本庁舎1階の宿直室で手続きが必要です。
手続きが必要な時間帯は次のとおりです。ご理解のほどよろしくお願いします。
◦平日：夜間～早朝（午後8時30分～翌日午前7時45分）
◦土・日曜、祝日、年末年始：終日

問い合わせ
契約管財課庁舎管理担当
☎3578－2870

☎3578–2111（区役所代表） 9

区
役
所
・
総
合
支
所
へ
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
特
記
が
な
い
場
合
は
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

MINATO CITY

　満70歳以上の都民で、申し込み
をした人に、都営交通（日暮里・
舎人ライナーを含む）・都内を走
行する民営バス等が利用できる

「東京都シルバーパス」を発行しま
す。
有効期限
　令和3年9月30日まで
対象
　都内に住所登録している満70歳
以上の人（寝たきりの人を除く）
費用

対象 費用
（1） 令和2年度の住民税が
「課税」の人 2万510円

（2） 令和2年度の住民税が
「非課税」の人

1000円（3） 令和2年度の住民税は
「課税」であるが、令和元
年の合計所得金額（※）
が125万円以下の人

※ 不動産売却に係る特別控除額（令和
元年分）がある場合は、次の必要書類
と異なる場合がありますので、お問
い合わせください。

必要書類
全員　住所・氏名・生年月日が確
認できる「本人確認書類」（マイナ
ンバー（個人番号）カード・健康保
険証・運転免許証等）

（2）・（3）の人 （次のいずれか1点）
ア 　「令和2年度介護保険料納入
（決定）通知書」の所得段階区分
欄に「1」～「6」のいずれかの記載
があるもの

イ 　令和2年度住民税/課税（非課
税）証明書

ウ 　生活保護受給者証明書（生活
扶助）（令和2年4月以降に発行さ
れたもの）

注意事項
◦ アは、区から送付されている「本

決定通知書」をご用意ください
（「仮決定通知書」は使えません。
また、再発行はできません）。

◦ イは、区の窓口で発行していま
す（原則有料）。

◦ ウは、「生活扶助」を表す記載が

あるもののみ使用できます（本
人確認書類との兼用可能）。

申し込み
　必要書類を用意の上、最寄りの
バス営業所・都営地下鉄定期券発
売所等の東京都シルバーパス発行
窓口でお申し込みください。
※ 満70歳になる月の初日から申し

込めます。
その他（更新を希望する人）
　有効期限が令和2年9月30日の東
京都シルバーパスをお持ちで、ま
だ更新手続きが済んでいない人
は、10月中に最寄りの東京都シル
バーパス発行窓口で手続きしてく
ださい。

東京バス協会シルバーパス専用
電話（土・日曜、祝日を除く午
前9時～午後5時） ☎5308－6950
高齢者支援課在宅支援係
 ☎3578－2403

問い合わせ

一部65歳以下を対象とした内容も掲載しています

臓器移植について
　臓器移植は病気や事故によって臓
器（心臓・肝臓等）が機能しなくなっ
た人に、他の人の健康な臓器を移植
して、機能を回復させる医療です。
しかし、現在、日本で実際に移植を
受けられる人は、臓器移植を希望す
る人のわずか2パーセントです。
　私たちは、臓器を提供する立場と
移植を受ける立場の、どちらにもな
る可能性があります。家族や大切な
人と話して、自分の臓器提供に関す
る意思を表示しておくことが大切で
す。
日本臓器移植ネットワークホームペ
ージ
https://www.jotnw.or.jp

骨髄移植・末梢血幹細胞移植につい
て
　健康なドナーの骨髄から造血幹細
胞を移植することで、白血病等の患
者が再び正常に血液を造る力を回復
させることができます。
　ドナーの腰の骨から採取した骨髄
液を患者に点滴で注入する方法が「骨
髄移植」です。造血幹細胞の数を増
やして血液中に流れ出すようにする
薬をドナーに注射し、血液から採取
した造血幹細胞を患者に点滴で注入
する方法が「末梢血幹細胞移植」です。
　患者がこうした移植を受けるに
は、ドナーと白血球の型が一致しな
ければなりません。一致する確率は
非常に低いため、広く一般からドナ
ーを募集しています。　

　「（仮称）文化芸術ホール」（以下「文
化芸術ホール」という。）は、令和9年
4月の開館に向けて、浜松町二丁目
地区第一種市街地再開発事業におい
て整備を進めています。
　平成27年に区は、文化芸術ホール
整備の考え方を策定し、3つの基本
理念等を定めました。現在、策定か
ら5年が経過し、文化芸術基本法の
改正等、文化芸術ホールを取り巻く
環境変化等を踏まえ、このたび文化
芸術ホールの重点的な取り組みを定
めました。
重点的な取り組み
1  地域の課題に寄り添い、多様な価

値観を認め合う共生社会の実現に
向けた取り組み

　福祉や教育等あらゆる地域の課題
に文化芸術ホールが寄り添い、高齢

者・障害者等を対象としたワークシ
ョップや、福祉施設へ出向いた出張
事業、年齢、障害の有無、国籍等が
異なる人々との作品づくり等を行い
ます。
2  区内の文化資源・活動団体との連

携や専門人材の育成に向けた取り
組み

　区民参加による舞台芸術作品の制
作や、企業や大学等の研究機関との
連携により、文化芸術ホールで行う
事業の質を高めます。
　また、将来の文化芸術を担う人材
の育成や、文化芸術を活用して地域
の課題を解決できる人材の育成を行
います。
3  国内外に発信することができ、区民

が誇りを持てる質の高い取り組み
　国際的に活躍するアーティスト等

　ドナー登録の手続きについては、
日本骨髄バンクにお問い合わせくだ
さい。
日本骨髄バンク（一般問い合わせ窓
口） ☎5280－1789
　区では、日本骨髄バンクに登録
し、骨髄・末梢血幹細胞を提供され
た区民（ドナー）および区民（ドナー）
が勤務する事業者に対して助成金を
交付しています。
　骨髄・末梢血幹細胞提供のための
通院・入院等に要した日数に応じ、
ドナーには1日当たり3万円、ドナー
を雇用する事業者には1日当たり1万
円を助成しています（ただし、1回の
提供につき通算7日間を限度としま
す）。
　詳しくは、保健予防課保健予防係

にお問い合わせください。
さい帯血移植について
　妊娠中の母親と胎児を結ぶへその
緒（さい帯）と、胎盤の中に含まれる
血液をさい帯血といいます。さい帯
血には造血幹細胞が豊富に含まれて
います。そのため、さい帯血の移植
は骨髄移植等と同様に白血病等の血
液の難病の治療に用いられます。さ
い帯血の採取は、さい帯血バンクと
提携している産科施設で行います。
提携施設については、日本赤十字社
関東甲信越さい帯血バンクにお問い
合わせください。
日本赤十字社関東甲信越さい帯血バ
ンク（一般問い合わせ窓口）
 ☎5534－7546

保健予防課保健予防係
 ☎6400－0080

問い合わせ

を起用した港区オリジナルの作品
や、最先端の技術と伝統芸能を組み
合わせた作品等を制作・上演します。
　これまでの経緯等詳しくは、港区
ホームページで紹介しています。

地域振興課文化芸術ホール整備担
当 ☎3578－2342

問い合わせ

10月は臓器移植普及・骨髄バンク推進月間です

「（仮称）文化芸術ホール」の重点的な取り組みを定めました

東京都シルバーパスのお知らせ
10月～令和3年3月分新規購入者用

再就職支援セミナー
対おおむね55歳以上の就職希望
者
時 10月7日（水）午後1時30分～4時
所港勤労福祉会館
人 30人（申込順） 
申電話で、みなと＊しごと55へ。
 ☎5232－0255
担保健福祉課地域保健福祉係

就職面接・相談会
対おおむね55歳以上の就職希望
者
時 10月9日（金）午後1時30分～3時
30分（受付時間：午後1時～2時45
分）
所港勤労福祉会館
持ち物　履歴書
申当日直接会場へ。※入場を制
限する場合があります。
問みなと＊しごと55
 ☎5232－0255
担保健福祉課地域保健福祉係

表（仮称）文化芸術ホールの主な機能
施設計画＜主な機能＞

施設 機能
大ホール

（600席程度）
音楽、演劇、伝統芸能等、多種多様な演目に対応でき、豊かな響きを生み
出す可動式の音響反射板を備えた、高機能・多機能なホールにします。

小ホール
（100席程度）

可動式観客席とし、小規模な文化芸術作品の発表を行うことができる
他、大ホールで行う公演のリハーサルや、大人数が参加する作品の練習
や稽古の場としての利用を想定した高機能・多機能なホールにします。

創造支援
（練習場）

練習場を同一フロアに集約し、利用者同士の交流の場となるようにし
ます。

図（仮称）文化芸術ホールの位置図

都
営
浅
草
線 

大
門
駅

都営大江戸線 大門駅

JR浜松町駅

浜松町二丁目地区

東京モノレール
浜松町駅

区の手続きや施設・催し物のご案内は

年中無休  午前8時～午後8時
☎5472－3710
FAX5777－8752

複合ビルイメージ図
（仮称）文化芸術ホールは主に３階～５階部分

浜松町二丁目地区市街地再開発事業の中で整備

大ホールイメージパース 舞台側から
（音響反射板設置時）

大ホールイメージパース 客席側から
（音響反射板設置時）
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　平成24(2012)年６月に「劇
場、音楽堂等の活性化に関す
る法 律（ 平 成24年 法 律 第49
号）」が制定され、劇場、音楽堂
等は、施設であると同時に「創
意と知見をもった人的体制」で
あると示されました。
　平成27(2015)年２月には、
区民参画の意見を反映し策定
した「（仮称）文化芸術ホール
整備の考え方」において、「文
化芸術振興の中核拠点施設」

「 高い専 門 性とホスピタリテ
ィを備え、育み自らも育つ施設」

「人々に愛され、区民が誇りを
持てる施設」の三つの基本理念
などを定めました。
　策定から５年経過した令和２
(2020)年度には、「文化芸術
基本法」の改正等、（仮称）文化
芸術ホールを取り巻く環境の変
化などを踏まえ、（仮称）文化芸
術ホールが組織として特に力を
入れるべき重点的な取組を定
め、取組をより明確化しました。
　 こ れ ら を 踏 ま え、令 和 ９
(2027)年度開館に向けて着
実に整備を進めます。

取組内容

（仮称）文化芸術ホールの整備

（仮称）文化芸術ホールの重点的な取組

（仮称）文化芸術ホールの整備

地域の課題に寄り添い、 
多様な価値観を認め合う 
共生社会の実現に向けた取組
福祉や教育等あらゆる地域の課題に（仮
称）文化芸術ホールが寄り添い、高齢者・障
害者等を対象としたワークショップや、福
祉施設へ出向いた出張事業、年齢、障害の
有無、国籍等が異なる人々との作品づくり
等を行います。

※「港区基本計画 令和３年度～令和８年度」より

区内の 
文化資源・活動団体との連携や 
専門人材の育成に向けた取組
区民参加による舞台芸術作品の制作や、企
業や大学等の研究機関との連携により、

（仮称）文化芸術ホールで行う事業の質を
高めます。
また、将来の文化芸術を担う人材の育成や、
文化芸術を活用して地域の課題を解決で
きる人材の育成を行います。

国内外に発信することができ、 
区民が誇りを持てる 
質の高い取組
国際的に活躍するアーティスト等を起用し
た港区オリジナルの作品や、最先端の技術
と伝統芸能を組み合わせた作品等を制作・
上演します。

令和3 年度 令和 4 年度 令和5 年度 令和 6 ～ 8 年度

建設中 建設中 建設中 完成 （令和 8 年度峻工）
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三つの基本理念や重点的な取組を実現す
るため、「研究機能」により共生社会に向
けた研究や教育プログラムの作成を行い、
その成果を作品制作等の「事業機能」、経
営戦略の策定等の「経営機能」の取組につ
なげます。

　令和９(2027)年度開館に
向け（仮称）文化芸術ホールの
整備を着実に進めるため、令
和４(2022)年度に準備組織
を設置します。準備組織では、

（仮称）文化芸術ホールが備え
る三つの機能（事業機能、研究
機能、経営機能）を実現するた

めに必要な専門人材の育成を
含め、早期から開館準備に取り
組みます。区全体で（仮称）文
化芸術ホール整備に向けた気
運を高め、区民の幸せを探究し、
愛される施設となるよう、気運
醸成事業や開館後の事業企画
などを行います。

(仮称)文化芸術ホール整備に向けた気運醸成事業（実施件数）

（仮称）文化芸術ホールの組織機能イメージ

（仮称）文化芸術ホール整備に向けた取組

令和3 年度 令和 4 年度 令和5 年度 令和 6 ～ 8 年度

ー 1 件 ２件 ６件

港区オリジナル作品の制作
芸術ジャンルを
超えた作品の制作
先駆的な作品の制作
福祉施設等への出張事業
多様な人 と々の作品づくり
テーマ性、発信性のある取組
国際的発信力のある取組
区民参加による作品制作
など

舞台設備管理

制作者への助言

など

制作 技術

将来を担う
専門人材の育成
地域課題を
解決できる人材や
団体の育成
多様性を認め合う
区民意識の醸成に
向けた教育
プログラム
など

共生社会実現に
向けた研究
芸術家、企業、大学等
との連携による
実験的取組や
事業開発
事業実績や
顧客データの分析
など

経営戦略策定
顧客開拓
支援開拓
など

人事
経理
など

経営実績を
研究に活用

研究の成果を
経営に活用

事業機能

経営機能

経営 総務 教育 研究

研究機能

研究の成果
を実践

現場の課題
を研究に活用

経営戦略
を反映

事業の成果
を反映
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文化芸術には、異なる文化や宗教、価値観、生活様式の人々が相互
に理解し、尊重し合うための土壌を提供することにより、平和な社
会を実現するための力があります。
人々の自由な表現活動を通じて多様性を認め合う価値観を醸成
するとともに、区民の意識や行動の変化を促すことで、共生社会の
実現につなげます。

文化芸術を通じた
多様性を認め合う区民意識の醸成

施策

23

　誰もが文化芸術を享受する
ことができる環境の整備に加
え、共生社会の実現に向けたテ
ーマ性・発信性のある事業を実
施することにより、区民一人ひ
とりが年齢や性別、障害の有無、
国籍等の枠にとらわれず、お互
いの個性を認め合う価値観を
醸成します。
　このような価値観が広がるこ
とで、無意識の差別や排除に気
づくきっかけとなり、行動が変
わっていくことが期待できます。
　文化芸術を通じてより多くの
区民の意識や行動の変化を促
し、港区が全国をリードして多
様性を認め合う価値観を国内
外に発信していくことで、共生
社会の実現につなげます。

取組内容

共生社会の実現に向けたテーマ性のある事業の展開

共生社会推進事業（実施件数）

令和3 年度 令和 4 年度 令和5 年度 令和 6 ～ 8 年度

２件 ２件 ２件 ６件

©Roppongi Art Night Executive Committee

手話狂言

共生社会推進事業
障害の有無等にかかわらず、
ともに鑑賞・参加・体験する
ための舞台やワークショップ
など、共生社会の実現に向け
たテーマ性・発信性のある事
業を実施します。

インクルーシブ・ 
ツアー 
（六本木アートナイト）

六本木のまちを舞台としたア
ートの祭典「六本木アートナイ
ト」を、誰もが不安なく楽しめ
るように、障害のある人や車い
す・ベビーカーを利用する人な
どを対象にしたツアーを実施
します。
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P D

CA

PDCAサイクル

コーディネート機能のイメージ

専門性を
生かした

事業展開・提案

専門性を強化

区民

kiss
ポート財団 区

文化芸術に
関する

事業の実施

プランの
策定・改定・公表（３年ごと）

プランに基づく事業の
立案（毎年）

評価を踏まえ、
事業の改善（毎年）や
プラン改定の方向性を
検討（３年ごと）

区とKissポート財団が連携し、
区民や文化芸術団体等とともに、
効果的に業務を遂行（毎年）

実態調査
（区民アンケート・団体ヒアリング）による
検証（３年ごと）

区及び外部専門家等による
プランの進捗状況の点検・評価（３年ごと）

政策評価による政策の達成状況の
点検・分析（３年ごと）

事務事業評価による事務事業の成果の
点検・分析（毎年）

Plan

Action

Do

Check

文化芸術に
関する

経営・管理

文化芸術を通じた

地域課題の
解決

事業実施のために必要な
専門的なノウハウ

文化芸術活動団体や
文化芸術施設とのネットワーク

事業を安全に実施するための
リスクマネジメントの視点

資金調達や団体運営に
必要な財務・労務等の知識

広報、集客などの
マーケティング力

文化芸術による社会課題
解決の視点

区民を取り巻く環境
についての知見

町会・商店会や他の社会領域の
部署・機関、大学・学校、企業
などとのネットワーク

事業への
参加・協働・評価

施策の立案・
財政支出

Kissポート財団の位置付け
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　本プランの着実な推進のため、区の文
化芸術振興がめざす方向性を示すプラ
ンを策定し、広く公表するPlan（計画）、
それを専門性を生かして実施していくDo

（業務遂行）、遂行結果を確認するCheck
（評価）、評価を基に事業やプランを見直
すAction（改善）のサイクルを着実に推
進します。

進行管理 1
Section5

第
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P D

CA

PDCAサイクル

コーディネート機能のイメージ

専門性を
生かした

事業展開・提案

専門性を強化

区民

kiss
ポート財団 区

文化芸術に
関する

事業の実施

プランの
策定・改定・公表（３年ごと）

プランに基づく事業の
立案（毎年）

評価を踏まえ、
事業の改善（毎年）や
プラン改定の方向性を
検討（３年ごと）

区とKissポート財団が連携し、
区民や文化芸術団体等とともに、
効果的に業務を遂行（毎年）

実態調査
（区民アンケート・団体ヒアリング）による
検証（３年ごと）

区及び外部専門家等による
プランの進捗状況の点検・評価（３年ごと）

政策評価による政策の達成状況の
点検・分析（３年ごと）

事務事業評価による事務事業の成果の
点検・分析（毎年）

Plan

Action

Do

Check

文化芸術に
関する

経営・管理

文化芸術を通じた

地域課題の
解決

事業実施のために必要な
専門的なノウハウ

文化芸術活動団体や
文化芸術施設とのネットワーク

事業を安全に実施するための
リスクマネジメントの視点

資金調達や団体運営に
必要な財務・労務等の知識

広報、集客などの
マーケティング力

文化芸術による社会課題
解決の視点

区民を取り巻く環境
についての知見

町会・商店会や他の社会領域の
部署・機関、大学・学校、企業
などとのネットワーク

事業への
参加・協働・評価

施策の立案・
財政支出

Kissポート財団の位置付け

49

　「文化芸術基本法」には、「文化芸術を
創造し、享受することが人々の生まれなが
らの権利である」と定められており、障害
の有無にかかわらず、等しく文化芸術を
鑑賞・参加・創造できる環境を整える必要
があります。
　令和元(2019)年度に実施した「港区保
健福祉基礎調査」によると、障害者の鑑
賞率・活動率はともに区民全体と比べて
低くなっています。
　文化芸術への参加・創造に対する障害
者の物理的・心理的バリアを取り除くこと
は、誰もが多様な選択ができる社会を実
現するとともに、文化芸術活動全般を推
進し共生社会を実現するために極めて重

要です。
　平成30(2018)年６月に「障害者による
文化芸術活動の推進に関する法律」が施
行されるとともに、翌年３月には 「障害者
による文化芸術活動の推進に関する基本
的な計画」が策定され、文化芸術活動を通
じて、障害者の個性や能力が発揮され、社
会参加を促進することが規定されました。
　障害保健福祉センター（ヒューマンぷ
らざ）や中学校の特別支援学級での事業
展開など、平成28(2016)年度に開始し
た文化プログラム等の成果を踏まえ、よ
り一層、福祉分野との連携を強化し、障
害者による文化芸術活動を推進します。

障害者の
文化芸術活動の推進

2
Section

0 10 20 30 40 50 60

55.9%
51.5%

36.2%
52.5%

35.0%
23.6%

31.6%
12.5%

13.4%

28.2%
24.3%

18.5%
24.6%

16.0%

17.2%
8.9%

4.7%
12.5%

7.0%

0 20 40 60 80 100

86.7% 1.0%13.3%

68.5% 17.9%13.6%

１年間の鑑賞率

平成28年度 （n=691)

令和元年度 （n=610）

観賞した 観賞しなかった 無回答

61.8% 1.3%36.9%

38.5% 3.5%58.0%

１年間の活動率

全国・東京都との鑑賞率の比較

平成28年度 （n=691)

令和元年度 (n=610）

活動した 無回答活動しなかった

0 20 40 60 80 100

舞踊

伝統芸能

演劇

ポピュラー音楽

クラシック音楽

美術

映画

港区（令和元年度港区文化芸術実態調査）（n=610)
東京都（東京都生活文化局「文化に関する世論調査」平成30年４月）（n=1801)
全国（文化庁「文化に関する世論調査報告書」令和２年3月）（n=3.000)

0 10 20 30 40 50 60

区民全体（令和元年度港区文化芸術実態調査）(n=610)

障害者（令和元年度港区保健福祉基礎調査）(n=2,770)

区民全体（令和元年度港区文化芸術実態調査）(n=610)

障害者（令和元年度港区保健福祉基礎調査）(n=2,770)

鑑賞率

障害者の鑑賞率・活動率

活動率

舞踊

伝統芸能

演劇

音楽

美術

映画 55.9%

52.5%

49.8%

24.6%

17.2%

12.5%

35.1%

35.0%

29.7%

13.7%

8.1%

5.6%

舞踊

伝統芸能

演劇

音楽

美術

0 10 20 30 40 50 60

14.9%

15.7%

1.6%

2.1%

4.9%

7.5%

10.3%

1.2%

0.7%

2.9%
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P D

CA

PDCAサイクル

コーディネート機能のイメージ

専門性を
生かした

事業展開・提案

専門性を強化

区民

kiss
ポート財団 区

文化芸術に
関する

事業の実施

プランの
策定・改定・公表（３年ごと）

プランに基づく事業の
立案（毎年）

評価を踏まえ、
事業の改善（毎年）や
プラン改定の方向性を
検討（３年ごと）

区とKissポート財団が連携し、
区民や文化芸術団体等とともに、
効果的に業務を遂行（毎年）

実態調査
（区民アンケート・団体ヒアリング）による
検証（３年ごと）

区及び外部専門家等による
プランの進捗状況の点検・評価（３年ごと）

政策評価による政策の達成状況の
点検・分析（３年ごと）

事務事業評価による事務事業の成果の
点検・分析（毎年）

Plan

Action

Do

Check

文化芸術に
関する

経営・管理

文化芸術を通じた

地域課題の
解決

事業実施のために必要な
専門的なノウハウ

文化芸術活動団体や
文化芸術施設とのネットワーク

事業を安全に実施するための
リスクマネジメントの視点

資金調達や団体運営に
必要な財務・労務等の知識

広報、集客などの
マーケティング力

文化芸術による社会課題
解決の視点

区民を取り巻く環境
についての知見

町会・商店会や他の社会領域の
部署・機関、大学・学校、企業
などとのネットワーク

事業への
参加・協働・評価

施策の立案・
財政支出

Kissポート財団の位置付け

　Kissポート財団は、区民による自主的
なコミュニティ活動の支援や、文化やスポ
ーツ振興、健康増進等に関わる様々な事
業の実施などを通じて、健康で文化的な
区民生活の向上と地域社会の発展に寄
与することを目的に、区が出資して平成８
(1996)年に設立されました。
　区民ニーズに速やかに対応できる迅速
性や民間の発想による柔軟性を持つ一方
で、公的な性格を持つKissポート財団は、
これまで区民や地元企業、総合支所との
連携のもと、様々な事業を展開し、地域と
のつながりや専門性を蓄積してきました。
　区が「港区文化芸術振興プラン」で文化
芸術振興の方向性を示すのに対し、Kiss
ポート財団は、その方向性に沿った事業
を、こうした地域とのつながりや専門性を
生かし、独自の発想を持って幅広く展開

するという役割を担っています。
　文化芸術が様々な社会課題の解決に
果たす役割が注目される中、Kissポート
財団は、令和３(2021)年度に「文化芸術
課」を設置し、文化芸術に関する経営や
実務の専門知識を持ち、芸術ジャンルや
社会領域を超えた主体間の連携等を支
援できるコーディネート機能を備えるこ
とで、その専門性をさらに高めていきます。
区は、Kissポート財団の設立趣旨に鑑み、
その専門性の強化を支援します。
　本プランの着実な推進に当たり、Kiss
ポート財団と区が、文化芸術振興施策を
推進する協働のパートナーとして、文化芸
術を通じた交流や相互理解、それによる
多様性を認め合う価値観を醸成するた
めの取組を積極的に展開します。

公益財団法人
港区スポーツふれあい
文化健康財団との連携 

3
Section
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月日 主な会議等 内容

令和元年度

9月5日～
9月30日

区民アンケート
（港区文化芸術実態調査）

18 歳以上の区民を対象とし
た実態調査

7月12日～
12 月24日

団体ヒアリング
（港区文化芸術実態調査）

区内を拠点に活動する文化
芸術団体等を対象とした実
態調査

令和 2 年度

5月7日～
5月15日

第1回推進委員会
※書面会議

港区文化芸術振興プラン
策定について（案）

5月22日～
6月8日

第1回検討委員会
※書面会議

6月19日～
6月29日

第 2 回推進委員会
※書面会議

10月2日 第 2 回検討委員会

港 区 文 化 芸 術 振 興プ ラン 
( 素案）について

10月9日～
10月15日

第 3 回推進委員会
※書面会議

11月9日 庁議

11月10日 教育委員会

11月20日、
12 月11日 区民文教常任委員会

12 月1日～
1月5日

区民意見募集
（パブリックコメント）

広報みなと、港区ホームペー
ジ、各総合支 所等で 素案を
周知し、広く区民や文化芸術
団体等から意見を募集

2 月1日
第 3 回検討委員会
※オンライン会議

港区文化芸術振興プラン
（案）について

2 月9日～
2 月16日

第 4 回推進委員会
※書面会議

3月 「港区文化芸術振興プラン 令和 3 年度～令和 8 年度」策定

1 プラン策定経過
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2 港区文化芸術振興プラン検討委員会

1）設置要綱

令和元年10月16日
31港産国文第685号

（設置）
第１条　港区文化芸術振興条例（平成18年港区条例第47号）に定める基本理念のもと、文化芸術振

興施策を総合的かつ計画的に推進する港区文化芸術振興プラン（以下「プラン」という。）の策定
に当たり、様々な視点を踏まえて検討するため、港区文化芸術振興プラン検討委員会（以下「検討
委員会」という。）を設置する。

（所掌事項）
第２条　検討委員会は、次に掲げる事項を所掌する。
（１）　プランの策定に関すること。
（２）　その他区長が必要と認めること。

（組織）
第３条　検討委員会は、次に掲げる者で区長が委嘱する委員７人以内をもって構成する。
（１）　学識経験者　４人以内
（２）　公募による区民（港区内に居住し、勤務し、又は在学する者をいう。）３人以内
２　委員長は、前項第１号に掲げる委員のうちから委員の互選により選出し、会務を統括する。
３　副委員長は、第１項第１号に掲げる委員のうちから委員長が指名し、委員長に事故があるときは

その職務を代理する。

（任期）
第４条　委員の任期は、令和２年４月１日から令和３年３月31日までとする。

（運営）
第５条　検討委員会は、委員長が招集する。
２　検討委員会は、委員の過半数の出席がなければ検討委員会を開くことができない。
３　委員長は、必要と認めるときは、委員以外の者に対して検討委員会への出席を求め、その意見を

聴くことができる。
４　検討委員会は、非公開とする。ただし、出席委員の過半数の同意を得て公開とすることができる。
５　委員長は、会議録を作成し、これを保存しなければならない。

（守秘義務）
第６条　委員は、検討委員会の審議において知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後

も、また、同様とする。
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2）委員名簿
氏名 所属

◎若林　朋子 プロジェクト・コーディネーター／
立教大学大学院 21世紀社会デザイン研究科特任准教授

○太下　義之 文化政策研究者／同志社大学経済学部教授／
国際日本文化研究センター客員教授／独立行政法人国立美術館理事

　片山　泰輔 静岡文化芸術大学文化政策学部芸術文化学科教授／
文化芸術ホール参与

　相馬　千秋 シアターコモンズ実行委員会実行委員長／
立教大学現代心理学部映像身体学科特任准教授

　中村　絵里子 公募区民

　野村　知義 公募区民

　吉野　茂 公募区民

◎委員長　○副委員長

（庶務）
第７条　検討委員会の庶務は、産業・地域振興支援部地域振興課において処理する。

（委任）
第８条　この要綱に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定める。

付則
１　この要綱は、令和元年11月１日から施行する。
２　この要綱は、令和３年３月31日限り、その効力を失う。
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3 港区文化芸術振興プラン推進委員会

1）設置要綱

令和２年３月５日
31港産国文第1082号

（設置）
第１条　港区文化芸術振興条例（平成18年港区条例第47号）に定める基本理念のもと、文化芸術振

興施策を総合的かつ計画的に推進する港区文化芸術振興プラン（以下「プラン」という。）の策定
に当たり、文化芸術振興施策の横断的な展開を図るため、港区文化芸術振興プラン推進委員会（以
下「推進委員会」という。）を設置する。

（所掌事項）
第２条　推進委員会は、次に掲げる事項を所掌する。
（１）　プランの策定及び推進に関すること。
（２）　その他区長が必要と認めること。

（組織）
第３条　推進委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって構成する。
２　委員長は、産業・地域振興支援部長をもって充て、会務を統括する。
３　副委員長は、産業・地域振興支援部国際化・文化芸術担当課長をもって充て、委員長に事故があ

るときはその職務を代理する。
４　委員は、別表に掲げる者をもって充てる。

（運営）
第４条　推進委員会は、委員長が招集する。
２　推進委員会は、委員の過半数の出席がなければ推進委員会を開くことができない。
３　委員長は、必要と認めるときは、委員以外の者に対して推進委員会への出席を求め、その意見を

聴くことができる。
４　推進委員会は、非公開とする。ただし、出席委員の過半数の同意を得て公開とすることができる。
５　委員長は、会議録を作成し、これを保存しなければならない。

（庶務）
第５条　推進委員会の庶務は、産業・地域振興支援部地域振興課において処理する。

（委任）
第６条　この要綱に定めるもののほか、推進委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定める。

付　則
１　この要綱は、令和２年４月１日から施行する。
２　この要綱は、令和３年３月31日限り、その効力を失う。 55

資
料
編



別表（第３条関係）
　芝浦港南地区総合支所協働推進課長
　産業・地域振興支援部地域振興課長
　産業・地域振興支援部産業振興課長
　産業・地域振興支援部観光政策担当課長
　保健福祉支援部高齢者支援課長
　保健福祉支援部障害者福祉課長
　子ども家庭支援部子ども家庭課長
　街づくり支援部都市計画課長
　教育委員会事務局教育推進部生涯学習スポーツ振興課長
　教育委員会事務局教育推進部図書文化財課長
　教育委員会事務局学校教育部教育指導担当課長
　公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団事務局次長

2）委員名簿
所属 氏名

◎産業・地域振興支援部長 森　信二

○産業・地域振興支援部　国際化・文化芸術担当課長 宮本　裕介

　芝浦港南地区総合支所　協働推進課長（～令和３年１月17日）

　芝浦港南地区総合支所　協働推進課長（令和３年１月18日～）

土井　重典

野々山　哲

　産業・地域振興支援部　地域振興課長 櫻庭　靖之

　産業・地域振興支援部　産業振興課長 西川　克介

　産業・地域振興支援部　観光政策担当課長 相川　留美子

　保健福祉支援部　高齢者支援課長 金田　耕治郎

　保健福祉支援部　障害者福祉課長（～令和２年７月31日）

　保健福祉支援部　障害者福祉課長（令和２年８月１日～）

横尾　恵理子

小笹　美由紀

　子ども家庭支援部　子ども家庭課長 野上　宏

　街づくり支援部　都市計画課長 岩崎　雄一

　教育委員会事務局教育推進部　生涯学習スポーツ振興課長 木下　典子

　教育委員会事務局教育推進部　図書文化財課長 江村　信行

　教育委員会事務局学校教育部　教育指導担当課長 篠﨑　玲子

　公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団　事務局次長 鈴木　康司

◎委員長　○副委員長
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4 区民アンケート

①  調査の目的
区民の文化芸術活動の実態やニーズ、区の文化芸術振興施策に対する意見、（仮称）文化芸術ホール
への期待などを把握し、令和 3（2021）年度からの「港区文化芸術振興プラン」策定のための基礎資料
とすることを目的に実施。

②  調査の対象
区の住民基本台帳に登録されている18 歳以上の方（令和元（2019）年 8月23日現在）から2,000 人
を無作為抽出

③  調査の期間
令和元（2019）年 9月5日～ 9月30日

④  調査の手法
郵送配布、郵送回答（在住外国人には英語版の調査票を郵送）

⑤  調査の内容
･ 回答者の属性
･ 文化芸術の鑑賞・活動状況
･ 区の文化芸術環境について
･（仮称）文化芸術ホールについて

⑥  回答状況
有効回答数 610 件、有効回答率 30.5％

1）調査の概要
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2）調査結果

16.2%

9.5%

23.8%17.0%

12.8%

13.9%

6.2%

0.5%

n=610

38.7%

60.8%

0.5%

n=610

18.9%

7.0%

18.0%

22.1%

33.3%

0.7%

n=610

18.4%

19.8%

14.1%

26.6%

20.7%

0.5%

n=610

10.7%

7.7%

80.8%

0.8%

n=61043.4%

8.2%
10.5%

7.4%

13.8%

6.7%

6.7%
2.5%

0.8%

n=610

10～20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

無回答

男性

女性

芝浦港南地区

高輪地区

無回答

1年以上5年未満

1年未満 

5年以上10年未満

20年以上

10年以上
　20年未満

無回答

芝地区

麻布地区

赤坂地区

無回答

現在している

以前していた

していない

アルバイト・
パートタイム

家事専従 

退職・
リタイア

学生 無職 無回答

被雇用者

経営者・雇用主
自営業・自由業

無回答

性別 年齢

居住地区 居住年数

職業 文化芸術の仕事

0 20 40 60 80 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80

介護・介助が
必要な方

自身の状況［複数回答可］
 2.0%

 2.3%

 5.2%

 90.5%

n=610

未就学児

同居家族［複数回答可］

 66.9%

 14.6%

 11.5%

 5.7%

 5.9%

 0.7%

n=610

 3.0% 0.7%

障害のある方

外国人

該当しない

無回答

小学生

該当する家族
はいない

介護・介助が
必要な方

無回答

障害のある方

中学生
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問

趣味や余暇活動を行うことが多
い曜日や時間帯を教えてくださ
い。
[複数回答可]

問

この１年間に、次のような文化
芸術の公演、展示などを鑑賞し
ましたか（テレビやインターネッ
トなど自宅での鑑賞は除く）。
[複数回答可]

0 10 20 30 40 50 60 70

平日の日中

平日の夜間（17時～20時）

平日の夜間（20時以降、夜中）

土曜・日曜・祝日の日中

土曜・日曜・祝日の夜間

連休時

その他

無回答

34.6%

15.6%

21.6%

65.4%

29.8%

24.1%

4.3%

0.8%

n=610

0 10 20 30 40 50 60

クラシック音楽
（クラシック音楽・
オペラ・合唱・声楽など）
ポピュラー音楽
（ポップス・ロック・
ジャズなど）

日本の伝統的な音楽
（民謡・雅楽など）

舞踊
（日本舞踊・バレエ・
ダンス・民俗舞踊など）

伝統芸能
（歌舞伎・文楽・能・狂言など）

演芸
（落語・浪曲・漫才・漫談など）

美術
（絵画・イラスト・版画・彫刻・
工芸・陶芸・写真など）

映画(アニメは除く）

生活文化
（華道展・書道展・
ファッションショーなど）

その他

この1年間に
文化芸術施設などで
鑑賞しなかった

無回答

n=610

メディア芸術
（映像やＩＴ技術を用いた
作品、アニメ関連作品など）

演劇
（現代演劇・人形劇・
ミュージカルなど）

1.0%

31.6%

28.2%

24.6%

12.5%

14.3%

52.5%

55.9%

18.0%

15.2%

13.3%

    2.3%

9.8%

5.9%
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0 5 10 15 20 25 30

25.9%

22.2%

21.0%

19.8%

18.5%

11.1%

7.4%

3.7%

16.0%

14.8%

12.3%

時間帯や曜日が
合わないから

お金がかかるから

情報が届かないから

興味がないから

健康面で不安があるから

育児があるから

家族の介護があるから

近くでやっていないから

施設や交通機関など
バリアフリーでないところが
多く、行きにくいから 

その他

無回答

n=81

問

（この１年間に鑑賞した方で）
どの程度鑑賞しましたか。

問

（この１年間に鑑賞しなかった
方で）文化芸術施設やイベント
会場で鑑賞しなかった理由は
何ですか。
[複数回答可]

24.7%

37.9%

20.5%

10.7%
4.4%

0.8%1.1%

n=523

ほぼ毎日
週に1～2回程度

月に1～2回程度

2～3か月に1回程度

半年に1回程度

無回答

年に1回程度
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0 5 10 15 20 25 30 35 40

演劇
（現代演劇・人形劇・
ミュージカルなど）

n=610

くらしの文化
（茶道・華道・書道・ファッション・
手芸・盆栽・演芸・囲碁・将棋など）

その他

クラシック音楽
（楽器の演奏・合唱・声楽など）

ポピュラー音楽
（ポップス・ロック・ジャズなど）

日本の伝統的な音楽
（民謡・雅楽など）

舞踊
（日本舞踊・バレエ・ダンス・
民俗舞踊など）

伝統芸能
（歌舞伎・文楽・能・狂言など）

演芸
（落語・浪曲・漫才・漫談など）

美術
（絵画・イラスト・版画・彫刻・
工芸・陶芸・写真など）

文芸・俳句など

メディア芸術（映像や
アニメーション・コンピュータ
グラフィクスの制作など）

地域のおまつり

文化財や
地域の歴史などを学ぶツアー

無回答

この1年間に
文化芸術活動はしなかった

食文化
（日本の郷土料理や外国の
食文化を学ぶ教室や講座など）

9.8%

8.4%

1.0%

1.3%

14.9%

2.1%

4.4%

16.7%

8.4%

24.6%

7.5%

2.8%

1.6%

4.9%

1.1%

36.9%

1.3%

問

この１年間に、次のような文
化芸術活動（練習、発表、参加、
創作、企画）をしましたか（自
宅での活動を含む）。
[複数回答可]

問

（この1年間に文化芸術活動を
した方で）どの程度、活動しま
したか。

ほぼ毎日

週に1～２回程度

月に1～2回程度

2～3か月に1回程度

半年に1回程度

無回答

年に1回程度

22.5%

16.4%

13.3%

18.8%

16.7%

8.5%

3.7%

n=377
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問

（この1年間に活動しなかった方
で）文化芸術活動をしなかった
理由は何ですか。
[複数回答可]

問

この１年間に、文化芸術に関す
る次のような活動に参加しまし
たか。また、今後、参加したい
活動は何ですか。
[複数回答可]

時間帯や曜日が合わないから

興味がないから

情報が届かないから

お金がかかるから

育児があるから

活動する場所がないから

近くでやっていないから

健康面で不安があるから

家族の介護があるから

施設や交通機関など
バリアフリーでないところが
多く、行きにくいから

その他

無回答

0 5 10 15 20 25 30 35
n=225

33.3%

29.8%

22.7%

12.0%

12.0%

10.7%

8.9%

8.4%

4.4%

1.8%

11.1%

2.2%

親子・子ども向けの
文化イベント

国際文化交流

文化芸術分野の
ボランティア活動

文化芸術活動団体や
文化芸術施設などへの寄付

参加していない、
どれも参加したくない

無回答

n=610 0 10 20 30 40 50

参加した活動
今後参加したい活動

11.5%
24.1%

9.7%
47.7%

4.6%
24.3%

3.9%
9.5%

17.5%
44.4%

16.7%
32.5%
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問

区内の文化芸術環境（鑑賞・参
加・創作機会など）は充実して
いると思いますか。

問

区内の文化芸術環境について、
どのようなイメージを持ちます
か。
[ 複数回答可 ]

14.3%

39.0%

10.2%

29.3%

4.3%

3.0%

n=610

充実している

まあ充実している

あまり充実していない

充実していない

無回答

どちらともいえない

国際性豊かである

ホール、美術館など
文化芸術施設が充実している

地域のおまつりがさかん

古い建物や歴史、
文化財などが残っている  

文化芸術イベントがさかん

多くのアーティストや
文化人が集まっている

文化芸術産業
（音楽産業、メディア、エンター
テインメント産業など）が多い
年齢、障害の有無、国籍等に
かかわらず多様な人々が
文化芸術に接しやすい

先進的アートの発信地である

その他

無回答

n=610
0 10 20 30 40 50 60

53.0%

29.7%

28.0%

20.8%

19.7%

16.1%

14.4% 

13.3%

6.2%

6.9%

43.8%
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問

今後、区内の文化芸術を発展さ
せるため、区はどのようなこと
に力を入れていくのが良いと思
いますか。
[複数回答可]

その他

文化芸術団体や
地元アーティストの活動支援

発表・練習のための
場所の充実

文化芸術を通じた国内外への
港区の魅力発信・PR

既存の枠にとらわれない
芸術作品に触れる機会の充実

文化芸術に関する
情報の発信

年齢、障害の有無、国籍等に
かかわらず多様な区民が文化
芸術に参加しやすい環境整備

地域の歴史や伝統文化に
触れる機会の充実

外国の文化芸術に
触れる機会の充実

子どもが文化芸術に
触れる機会の充実

音楽祭・映画祭など発信力の
高いイベントの開催  

チケットの
区民優待・割引制度

無回答

n=610 0 10 20 30 40 50

48.9%

39.5%

37.7%

35.7%

32.5%

31.8%

31.0%

25.6%

16.7%

16.1%

15.2%

3.0%

3.8%

33.4%

45.6%

30.3%

29.0%

29.0%

23.0%

21.3%

21.3%

19.3%

7.5%

6.7%

1.0%

3.6%

3.3%

n=610

テレビやラジオ

ちらし

港区ホームページ

ダイレクトメール・
メールマガジン

みなとアートナビ

Twitter、LINE、
FacebookなどのSNS

知人からの口コミ

新聞や雑誌

港区コミュニティ情報誌　
キスポート

広報みなと

ポスターや看板、車内広告

インターネット

無回答

その他

0 10 20 30 40 50

問

文化芸術に関する情報を、普段
どのような手段で入手していま
すか。
[複数回答可]
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問

（仮称）文化芸術ホールで、どの
ような公演を鑑賞したいですか。
[複数回答可]

国内で制作・展開されている
質の高い作品

海外で制作・展開されている
質の高い作品

最先端の技術を用いた
作品、舞台

年齢、障害の有無、
国籍等にかかわらず
誰もが鑑賞できる作品

文化芸術のジャンルを超えた
コラボレーション作品

前衛的・新しい表現の
ダンスや演劇、音楽作品

プロのアーティストと区民が
協働で制作した作品

(仮称)文化芸術ホールが
企画・制作したオリジナル作品

区内で文化芸術活動を行う
団体等による作品

特にない

無回答

その他

0 10 20 30 40 50 60 70

66.4%

66.2%

39.7%

31.5%

31.3%

20.3%

17.7%

15.7%

14.4%

4.4%

9.2%

2.3%

n=610

問

（仮称）文化芸術ホールは、どの
ような事業を行うべきだと思い
ますか。
[複数回答可]

0 10 20 30 40 50

45.6%

45.6%

38.9%

36.9%

36.2%

29.8%

27.2%

26.2%

19.8%

17.5%

16.7%

3.3%

8.4%

1.8%

年齢、障害の有無、国籍等に
かかわらず誰もが気軽に
参加・体験できる機会の提供

大使館等と連携した
国際交流に関する取組

次世代を担う子どもたちや
文化芸術をつくり上げる
専門人材などの育成
区民の文化芸術活動の
発表の場の提供

区民の文化芸術への関心と
理解を深めるための
講座やシンポジウム
区民の文化芸術活動の練習や
準備の場の提供
区内の文化芸術施設や
団体、地域などが
連携して実施する取組
文化芸術と、福祉や
観光、まちづくりなど
多様な分野が連携した取組

区内の文化芸術活動を
活性化するための支援

(仮称)文化芸術ホールが
企画・制作した作品の
国内外での上演・発信

文化芸術に関する調査研究
及び情報収集・発信

特にない

無回答

その他
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5 団体ヒアリング

①  調査の目的
文化芸術団体等の活動内容や課題、共生社会実現に向けた取組状況、区の文化芸術振興施策への評価
等を把握し、令和３(2021) 年度からの「港区文化芸術振興プラン」策定のための基礎資料とすること
を目的に実施。

②  調査の対象
区内に拠点を置く文化芸術活動団体や文化芸術施設等、50 団体

③  調査の期間
令和元（2019）年 7月12日～ 12月24日

④  調査の手法
調査員が出向き、ヒアリング調査を実施

⑤  調査の内容
･ 共生社会実現に向けた取組状況
･ 他の主体との連携状況
･ 区の文化芸術振興施策について
･（仮称）文化芸術ホールについて
･ 課題や今後の方向性

⑥  ヒアリング対象一覧

1）調査の概要

分野 団体等名称

歴史文化、伝統芸能、
生活文化など

一般財団法人 草月会
東京都港区邦楽邦舞連盟
公益社団法人 日本女子プロ将棋協会
一般社団法人 松の会 港区支部
港区華道茶道連盟
港区伝統文化事業実行委員会
港区民謡舞踊連盟
妙定院
妙善寺

劇場・ホール、
美術館・博物館など

サントリー美術館
SHIBAURA HOUSE
スパイラル
TEPIA 先端技術館
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分野 団体等名称

劇場・ホール、
美術館・博物館など（続き）

東京海洋大学 マリンサイエンスミュージアム（水産資料館）
東京都庭園美術館
東京ミッドタウン・デザインハブ
ブルーノート東京
紅ミュージアム
横田ギャラリー

実演家団体、文化産業、
文化振興団体など

ensemble-no
劇団 CALL
劇団俳優座（俳優座 子ども劇場実行委員会）
劇団ふぁんハウス
コドモチョウナイカイ事務局
studioARCHITANZ
STUDIO24
公益財団法人 スターダンサーズ・バレエ団
繋（つながり）
株式会社 東京美術倶楽部
特定非営利活動法人 虹色の風
美音彩～ Be On Sai ～
一般社団法人 みつ蛍
港区音楽連盟

観光、まちづくり、
イベント実行委員会、
教育・研究機関など

青山外苑前商店街振興組合
赤坂地区活性化協議会 赤坂芸能祭委員会
慶應義塾大学アート・センター
芝百年会
スロームーブメント実行委員会
一般社団法人 竹芝エリアマネジメント
Dance New Air 実行委員会
一般社団法人 港区観光協会
明治学院大学
六本木アートナイト実行委員会

国際文化交流、
大使館など

一般社団法人 エチオピア・アートクラブ
オランダ王国大使館
ゲーテ・インスティトゥート 東京ドイツ文化センター
台北駐日経済文化代表処台湾文化センター
ハンガリー文化センター
フィンランド・タンゴ＆ダンス国際協会
フランス大使館（アンスティチュ・フランセ日本）
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団体ヒアリングでの主な意見を、次のとおりまとめました。

2）調査の結果

68

① 多言語化・外国人への対応

分野 意見

歴史文化、伝統芸能、
生活文化など

・英語ができるスタッフがいれば、講座や教室で対応している。
・日英の資料を用意し、英語字幕付きタブレットを開発した。
・外国語のちらしが用意できず、外国人に情報を届けにくい。

劇場・ホール、
美術館・博物館など

・予算面で課題があるため、助成金を利用したい。
・展示物によってはGoogle翻訳などで翻訳し、専門家にチェック

してもらっている。
・常設展であれば音声ガイドやキャプションをつくって翻訳に回せ

ばいいが、企画展は毎回つくりかえなければならず、それだけコ
ストも労力もかかる。

実演家団体、文化産業、
文化振興団体など

・教室には外国人の親を持つ子どももいるが、特に多言語対応は
必要とされていない。

・学校へのちらし配布の際に学校側から英語での表記を求められ
ることもあるが、まだ十分には対応できていない。

観光、まちづくり、
イベント実行委員会、
教育・研究機関など

・大使館などがあり外国人居住者も多いため、言葉は通じなくても
外国人の対応自体には慣れている人が多い。

・ホームページを多言語化したいが予算がない。助成金よりも、翻
訳をしてくれる機関や部署があるとありがたい。

・韓国語、フランス語、中国語でSNS発信をしていた時期もあるが、
見ている人がどれだけいるか分からないため、現在は英語のみと
している。

国際文化交流、
大使館など

・自国の文化を日本で発信しているため、日本語と自国の言語以
外の対応は特にない。

・ターゲットを在日・訪日外国人に広げていくためには、英語など
の多言語での発信が必要だが、人手や予算の不足で難しい。
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② 国際文化交流

分野 意見

歴史文化、伝統芸能、
生活文化など

・海外の大規模なフェスティバルに呼ばれ、展示やデモンストレー
ションなどを行う機会がある。

・港区は伝統芸能の人材の宝庫であり、今後の国際交流の拡大の
ためにも、国際的な知名度のあるコンクールを育てていきたい。

・近い将来、在住外国人向けに、月１回程度の交流会を開きたい。
お悩み相談など、欧米で教会が担っている役割をできないかとい
う気持ちがある。

・区内のインターナショナルスクールで教室を実施し、お互いに文
化の違いを知る良い機会となった。

劇場・ホール、
美術館・博物館など

・日本語を母国語としない子どもたちに日本の美術に触れてほし
い。言語に頼らない身体表現で芸術に触れるプログラムなどに
力を入れていきたい。

・日頃から世界的アーティストなど外国人との接点が多く、世界の
都市とネットワークを構築し、アーティストが交流し、相互の都市
でイベントなどを実施している。

実演家団体、文化産業、
文化振興団体など

・日本と中国のアーティストの交流事業を日中両会場で開催予定だ
ったが、日本会場での開催中に尖閣諸島の問題が起こり、中国開
催は実現できなかった。ただ、中国人アーティストたちとは「文化
に国境はない」と、友好的な交流ができた。

・大使館関係の子どもを受け入れたことがある。港区には大使館
はじめ海外の子女も多いので、英語でアートを通じた支援を行
う教室は必要だと考えている。

・韓国の劇団との交流も発展させていきたい。国レベルでは難し
い関係になっているからこそ、自分たちのような民間レベルでの
交流は、お互いを知るためにも途切れさせてはいけないと思って
いる。

観光、まちづくり、
イベント実行委員会、
教育・研究機関など

・日本人と外国人、外国人同士の国際交流活動ができる環境を整
えている。外国籍の人だけでなく、外国にルーツのある日本国籍
の人にも対応した人材育成に努めている。

国際文化交流、
大使館など

・国際交流の申し出などがあり、気持ちとしては対応したいが手が
回らないため、適切な相手方を紹介したり代替案を提示したりす
るなどの対応を行っている。

・本国の文学を紹介し、日本でどう読まれているか、日本のものが
海外でどう解釈されているかなど、交流しながら話し合いができ
たら面白いと思う。日本と海外では文化の見方や感受性に違いが
あり、それがお互いを知ることにつながるのではないか。

・本国の各ジャンルのアートの紹介にとどまらず、日本文化との交
流といった事業の展開も今後考えていきたい。
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③ 高齢者・障害者への対応

分野 意見

歴史文化、伝統芸能、
生活文化など

・民間企業とのコラボレーションにより、年に数回、単発での聴覚
障害者や視覚障害者向けレッスンを実施している。

・障害者が来場することもあるが、障害の種別により対応が難しい
場合を除き、できる範囲で対応している。

劇場・ホール、
美術館・博物館など

・障害者から相談を受けたときに、できるだけ応えたいとスタッフ
も強く思っており日々対応しているが、どうしても限られてくる。通
常とは別にそのような場をつくることを考える方が実現性が高い。

・なるべく障害者が鑑賞しやすい工夫をしている。考慮しすぎると
健常者には見づらい場合もあり、多様な人が楽しめる方法を毎
回検討しながら対応している。

・障害者を応援する事業を実施し、関連グッズを販売した収益を
障害者団体に届けている。

・当館は触れる展示物が少なく点字ラベルをつくる費用もないが、
触れるものに関しては障害者だけではなく、小さな子どもにも分
かりやすい展示になるため、触れるものを増やしていきたい。

実演家団体、文化産業、
文化振興団体など

・もともと参加者は高齢者が多いため、車いすを準備し、車椅子で
の入場が可能。点字等の用意はないが、大きな声でゆっくり話す、
筆談での対応などは日常的に行っている。

・障害者と健常者が一緒に鑑賞できるプログラムを実施している。
特に精神に障害のある方は通常の公演を劇場で鑑賞することが
苦手なため、初めて家族全員で劇場に来ることができたという声
が多くあり、その意義を感じている。

・高齢者や動きに制限のある人、体力に自信のない人向けのプログ
ラムの開発に取り組んでおり、高齢者施設でもプログラムを実施
したいが、方法が分からない。

・参加者に枠を設けないようにしているため、高齢者、障害者、子
どもと分けることはなく、特別な対応はしていない。

観光、まちづくり、
イベント実行委員会、
教育・研究機関など

・視覚障害者や車いす、ベビーカー等を利用する人とともに巡るツア
ーを実施し、バリアフリーマップにまとめた。この体験を持ち帰っ
てもらうことで、全国に広がりが生まれているのは意義がある。

・シンポジウムでは、UDトークを使い、なるべく様々な方がイベン
トに参加できるようにした。

・「障害」という括りはせずに、良い作品をプログラムしていったら、
自然に障害のある人が出演する作品が増えていったということに
なると良い。

国際文化交流、
大使館など

・本国の文化省は、「みんな等しく文化を学ぶ資格がある」という
ことを重要な政策として掲げているため、障害の有無にかかわら
ず同じように文化に接することができるよう対応していきたい。

・間口を広げて多くの人に知ってもらう方向性の活動もあれば、よ
り深度の深い、芸術性を重んじて、その素晴らしさを伝えたい活
動もあり、両方をやっていきたい。
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④ 子どもへの対応

分野 意見

歴史文化、伝統芸能、
生活文化など

・次世代への伝統文化の継承、海外の場でも日本の伝統文化をア
ピールできるような素養のある人材の育成を目標としている。

・幼稚園や小学校で体験プログラムを実施している。子どものとき
に一度でも体験しておくことが重要で、そのときは分からなくて
も大人になったときに気づきがある。

劇場・ホール、
美術館・博物館など

・夏休み期間を中心に子ども向け事業を展開している。小学校にち
らしを置き広報を行っていることもあり、多数の応募がある。

・教育普及の部分が弱く、学校との連携があまりできていない。予
算と人員の問題はあるが、美術館主体のプログラムメニューをパ
ッケージ提供できれば学校側でも選択しやすいと思う。

・子ども向けのプログラムは通年で開催したいが、人的・予算的な
限界があって実現できていない。

実演家団体、文化産業、
文化振興団体など

・設立時に地元の方々が協力してくれた経緯があり、地元との連携
を強めたいとの思いもあって、子ども向け事業を実施している。

・PTAからの要請で区内の小学校に出向き、授業で教えたことが
ある。

・全国の小・中学校及び特別支援学校でプログラムを長年継続実
施している。区内でも実施したことはあるが、継続できていない。

国際文化交流、
大使館など

・子ども・ユースへのアプローチは積極的に実施している。早いう
ちから文化に触れることによって、自然に文化的なイベントや施
設に足を運ぶという習慣をつけてもらいたい。

・親の社会的地位で子どもの文化資本が左右される。学校との連
携等、行政に間に入ってもらうことで、その偏りを是正できないか
と思う。

・区内小学校とSDGsをテーマとしたアートの取組を行っている。
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⑤ 共生社会の実現

分野 意見

歴史文化、伝統芸能、
生活文化など

・障害のある子どもが参加することで、健常の子どもたちにとって
も学ぶ良い機会となっている。

劇場・ホール、
美術館・博物館など

・共生社会をテーマとした一連の催しを実施。今後も様々な試み
を考えている。

・職員に障害者対応のレクチャーなどを行い、「誰でも」の社会包
摂に取り組んでいく必要がある。

・連携しているアメリカ系企業からアドバイスされ、アンケートなど
の性別欄には「男」「女」の他に「その他」「無回答」の欄を設け
た。

実演家団体、文化産業、
文化振興団体など

・障害者の作品を見ることで、障害者と交流がない人にも障害のこ
とを知ってもらい、障害者と健常者が自然に共生できる形を提示
したい。

・障害者が「ここにいてもいい」と思える場をつくりたいが、教育や
社会のシステムの中で健常者と障害者が分け隔てられているた
め、団体の努力ではどうにもならない部分も感じる。

・区民の少なくない部分がダイバーシティ、インクルージョンといっ
たテーマに関心を持っていて、地域コミュニティは敬遠しても、テ
ーマコミュニティには積極的に参加しようとしているように見受
けられる。

観光、まちづくり、
イベント実行委員会、
教育・研究機関など

・「みんな違ってみんないい」という考えのもとプロジェクトを進め
ていくことで、互いの多様性を認める姿勢が身につき浸透してい
くのではないか。

国際文化交流、
大使館など

・共生社会をテーマとして、デザイン、スポーツ、メディア、人権とい
った論点について、本国の経験やノウハウなどの情報をヒントと
して発信し、共有・協働していきたい。

・日本で多様性というと、イコール障害者、という話になってしまい
がちだが、「多様性」の概念に外国人は入るのか。外国人が声を
あげる機会はそれほどない気がする。

・文化に触れていると、自分の知らない文化への許容範囲が広がり、
多様性を知るには文化が入り口になる。本国は「自由平等博愛」
の国なので、企画でも常にそれを念頭に置いている。
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⑥ 他の主体との連携状況

分野 意見

歴史文化、伝統芸能、
生活文化など

・人材ややる気のある人が各所にいるが、そういう人たち同士がつ
ながっていない。

・社会福祉協議会の地域活動・ボランティア活動に参加した際に
知り合った地域の人と、地域に密着した活動を始めている。

・一番強く望んでいるのは、他の団体とつないでくれるコーディネ
ート役である。

・文化芸術ネットワーク会議を通じ、区内の美術館と連携し、美術
館の事業に協力できるようになった。

・他団体とも交流したいが、資金や人材などで今の活動で精一杯
という団体は多い。区の文化芸術活動サポート事業などで、団体
同士がコラボレーションして活動できる仕組みがあれば良い。

劇場・ホール、
美術館・博物館など

・赤坂・青山共育情報局に参加し、ファッションメーカーとのコラ
ボレーション企画が実現した。

・ミュージアムネットワーク、文化芸術ネットワーク会議をもっと積
極的に活用しコラボレーションまでつなげたいが、情報が少ない。
団体や施設、学校などがもっと積極的につながる仕組みが必要。

・当施設のコミュニティスペースに集い、出会うことで、地域の人た
ちと連携しながら、様々なプログラムを実施している。

・商店会の集まりなどで幼稚園や小学校の長と話す機会があり、
何かできたらという話は出るが、普段の営業で手一杯で時間が取
れない。長期的には、イベントを実施したい。

・各施設の交流を進めるためには、事務局やつなぎ手の専門人材
が必要である。

実演家団体、文化産業、
文化振興団体など

・地元町内会の会合で小学校の先生から依頼があり、講座の一つ
を受け持っている。地元企業には、催し物の際にダンサーを派
遣するとの声をかけており、協力して２年目になる。

・学校（生徒）を公演に招待して見に来てもらえるようなシステム
があると良い。こちらから訪問することも含めて、学校とうまくマ
ッチングしていく役割を区にしてもらえるとありがたい。

・行政の縦割りによって活動がしにくい点がある。もっと行政の各
部署や学校、図書館、文化施設等が連携して、多分野をつなぐ事
業を行ったら良いのではないか。

観光、まちづくり、
イベント実行委員会、
教育・研究機関など

・行政と民間の連携が課題である。区同士でも連携がほとんどない。
・マンパワーが足りず、一つの組織で何かを回そうとしても限界が

ある。どれだけコラボレーションができるかが鍵になる。
・2021年以降、文化に関する助成は確実に減る。他分野と連携し

て、地域課題の解決に文化を活用していく方向に転換していかな
ければいけない。

国際文化交流、
大使館など

・現在行っている連携以外にも、他の文化芸術団体との連携を模
索している。将来的に、イベント等で協働できればと願っている。

・自分たちと同じように芸術性を重んじ、異文化交流を重視した活
動をしている団体と今後もっとつながり、連携をしていきたい。
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⑦ 団体が抱える課題

分野 意見

歴史文化、伝統芸能、
生活文化など

・伝統芸能を本格的にやろうとすると、どうしても経済的負担が大
きく、継続していけるのは経済的余裕のある家庭の子どもに偏っ
ていることに課題を感じている。

・会員の高齢化が課題である。若い人の入会が、経済的な要因等
で長続きしない場合が多く、次代を担う人材の育成ができていな
い状況である。

・自前で会場を持っていない団体にとって、会場をいかに確保する
かというハコ問題がある。

劇場・ホール、
美術館・博物館など

・地域の最大のマジョリティである在勤者を自分たちの活動の中
に取り込めていない点が課題である。

・職員が少なく、できることに限界がある。職員の入れ替わりもあ
り、継続して何かを行うのが難しい面もある。

・防災やテロ対策を含め、安全安心に鑑賞してもらうための対策
は今後ますます重要になる。

実演家団体、文化産業、
文化振興団体など

・業界関係者や鑑賞の習慣がある人以外には認知度があまり高く
ないことが課題である。特定の人を囲うのではなく、人とつなが
る拠点としていく必要性を感じている。

・ボランティアで参加してくれる人は大勢いるが、団体の運営では
やはり、マンパワーの不足が課題となっている。

・団体の構成員の高齢化に伴い、活動を停止する、あるいは消滅
する団体も出てきている。

・助成がないと活動を見直さざるを得ず、助成をもらうべく努力し
ているが、安定性に欠けるのが悩みである。

観光、まちづくり、
イベント実行委員会、
教育・研究機関など

・助成金はあくまでリスクヘッジであり、それがなくても公演がで
きるような体力づくりが必要である。海外のように地域の人にパ
トロンとして支えてもらえるような、地域活動の方向で定着させ
たい。

・場所の確保が永遠の課題である。公演する場所だけでなく、その
前の段階の練習場所、ワークショップ等を行う場所の確保がで
きないと活動にならない。

・当初は今の規模の半分以下で実施していたがどんどん成長し、
事業規模が大きくなればなるほど、運営が難しくなっている。も
う一度座組を考え直す時期にきている。

国際文化交流、
大使館など

・イベントその他、多くの活動が赤字で持ち出しが多くなっている
など、財政面に課題がある。

・文化 事 業 につ いて人手 が足りず、広 報 の 面 に 課 題 が あ る 。
FacebookやTwitterは、コンテンツを考えて写真を揃えてアッ
プしていくので労力がかかり、一人専任が欲しいくらいである。
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⑧ 今後の方向性

分野 意見

歴史文化、伝統芸能、
生活文化など

・地域とつながり、地道に活動していくことが大切だと考えている。
・当団体のためということではなく、伝統芸能を広めるためならば

何でもやってみるというスタンスで、様々な活動を地道に行って
いるが、そのスタンスを変えることなく続けていきたい。

劇場・ホール、
美術館・博物館など

・現在は日々の業務で手一杯ではあるが、長期的な目標としては、
無料や安い金額で、音楽に興味のある子どもに向けたイベントな
ど、ライブだけでない空間づくりをしたい。

・どうしても「箱」「施設」という枠にとらわれるので、一般社団法
人を立ち上げ、活動を展開していこうとしている。

・継続事業を実施していくと同時に、ダイバーシティを受け入れる
施設であること、また、まちへの展開はさらに強化していきたい。

実演家団体、文化産業、
文化振興団体など

・入りやすい、開かれた場になっていけるよう、ハードルの低いイベ
ントをさらに増やすことで、限られた人の場であるというイメー
ジを変えていきたい。

・今後もこれまでの活動を継続していきたい。法人化ということも
考えないわけではないが、今の規模だからこそ内容の濃いもの
をやれているとも思う。

・日本での活動は継続して行い、発展させながら、もっと海外での
交流も広げていきたい。

観光、まちづくり、
イベント実行委員会、
教育・研究機関など

・単なるまちおこしというよりは、アートの潮流をつくっていくとい
う視点で、若手作家の育成や、アートマネジメント人材の育成につ
なげていきたい。

・継続すること、定期的に実施することを大事にしたい。
・港区という線で区切ると、できることが限られてスケールも小さく

なってしまう恐れがあるため、区外も含めもっと広いエリアで盛
り上げていきたい。

国際文化交流、
大使館など

・日本人だけでなく、在日外国人や訪日外国人もターゲットに、自
国の映画や文学、音楽といった文化産業、コンテンツ産業などを
発信していきたい。

・本国とやりとりし、予算などをみながら計画しているが、現在続い
ている事業は継続していく。

・他では観られないような、先端的な公演をこれからもやっていき
たい。
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⑨ 区の文化芸術振興施策

分野 意見

歴史文化、伝統芸能、
生活文化など

・文化芸術関連にもっと予算を割いてほしい。
・東京2020大会の文化プログラムへの対応の速さを含め、港区が

多様な企業や人が集まる高感度な地域であることを、区は十分
に自覚しているように感じる。

・文化芸術関連の専門的知識を備えたアドバイザーが必要では
ないか。事業の企画、準備等、様々な相談に乗ってもらいたいと
常々考えている。

劇場・ホール、
美術館・博物館など

・施策には在住外国人の視点が反映されていて、国際性が強く意
識されていることがよく分かる。

・プランのことは知っているし、内容も評価するが、言葉として伝
わってこない印象がある。文化芸術の専門家が施策を言葉にし、
施策が進められていくならば、もっとクリアに伝わってくると思う。

・政治からはある程度距離を置いてやってきた。文化行政は難し
いと感じている。

実演家団体、文化産業、
文化振興団体など

・文化芸術振興の方針は素晴らしい。国際性を意識した施策の強
化や、いずれは海外への発信なども、ぜひ充実していってほしい
し、協力したい。

・「レガシー」については、一つのやり方を残しても数年で対応でき
なくなるので、人の意欲や経験、ノウハウとして残していくことに
意義があるだろう。

・SNSを活用するなど、情報発信にもっと力を入れた方が良い。情
報発信については、収集・発信の仕方や見やすく理解しやすいデ
ザインなど、留意が必要である。

観光、まちづくり、
イベント実行委員会、
教育・研究機関など

・文化支援は出口戦略がないとよく言われるが、地域の企業又は文
化庁等国の予算への接続を、区としてどうやって支援していくか。

・アートで地域おこしをする際に考えておかなくてはならないことは、
地域の歴史に基づく「事実」をきちんと汲んで進めることだと思
う。

・芸術の表現には、行政に馴染まないものもある（政治的表現、身
体的表現など）。しかしそれが作品に必要な表現であるというこ
とを説明できる人が企画者だけでなく、区にもいてくれると良い。

国際文化交流、
大使館など

・「文化の港」というテーマは特に素晴らしいと感じた。日本人だ
けをターゲットにするのではなく、在日・訪日外国人もターゲット
に、イベントなどを行い、発信していきたい。

・区内の団体に協力する中で、区の事業を知った。何かあれば声を
かけてほしいし、こちらから提案して一緒にできるものがあれば
と期待する。

・区は情報も積極的に教えてくれるし、こういうことを一緒にでき
ないかという相談もできている。
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⑩ 助成金

分野 意見

歴史文化、伝統芸能、
生活文化など

・助成金だけでなく、ヒアリングやアドバイサーとの面談があるの
が良い。第三者の視点でのアドバイスで、色々と気づかされた。

・文化芸術活動サポート事業を受けたことで活動の幅が広がった
のは間違いない。この事業でなければ実現しなかったこともある。

劇場・ホール、
美術館・博物館など

・単年度ではなく、少なくとも3～4年の継続した期間の助成金が
あれば、発展的な活動につながるのではないか。

実演家団体、文化産業、
文化振興団体など

・任意団体にこれだけの額の助成をしてくれる自治体はあまりな
い。助成により、プログラムが充実し、基盤づくりも飛躍的に進
んだ。区の後ろ盾により様々な協力を得やすくなった。

・事業終了後に報告書を作成することは、自分たちの活動を振り
返り、見つめ直す良いきっかけで、次につなげることもできている。
これまでの活動をアーカイブにするという視点も得られた。

・文化芸術活動サポート事業の回数制限は、その間に体制を整え
自立してほしいという趣旨であることは理解できるが、活動の内
容によってはそれが難しいケースもある。

・舞台をつくること以上に運営にお金がかかるが、公的な助成金
は舞台をつくることにしか使えないことが多い。

観光、まちづくり、
イベント実行委員会、
教育・研究機関など

・生活に密着した文化も「文化」ととらえ、地域の魅力を発信する
ための仕組み（方法）を構築したり、助成やサポート体制につい
て考えてほしい。

・これからの文化芸術は、地域の課題解決に関与していくことが
重要で、そのためには、事業に対する助成ではなく、長期のスパ
ンで団体そのものに助成できる仕組みが必要である。

国際文化交流、
大使館など

・助成金を受けなければ、海外からのアーティストの招へいができ
ず、事業が成り立たなかった。
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⑪ 区の施設

分野 意見

歴史文化、伝統芸能、
生活文化など

・和の用途に使える施設の数が足りず、他区の施設を利用している
状況である。区内の文化団体の活動が活発になっているのに比
して、施設が追い付いてない印象である。

・鏡のある部屋がもっとあればと思う。
・１年単位くらいで押さえられると継続イベントとして告知できる。

会場が決まっていないと、告知を出せず、単発のイベントになり
がちで、スポンサー探しも難航する。

・在住条件など、登録団体になるのが難しい。
・公共施設を利用すると、イベントの参加者からあまりお金を取れ

ないので、実費も賄えないことがある。

実演家団体、文化産業、
文化振興団体など

・バリアフリー化されている施設が限られているため、小さくても
バリアフリーの施設が増えてほしい。

・搬入口がなく、大道具などの搬入に困る施設もある。
・準備期間を考えると予約の受付が３か月前からというのは短い。

６か月前からにしてほしい。
・縛りが多く、予約も埋まっていることが多く取りづらいため、使い

づらい。

観光、まちづくり、
イベント実行委員会、
教育・研究機関など

・区との共催で公園を使わせてもらっているが、どうしても斬新な
企画だとハードルが高くなる。また、支所によって対応が違うこ
とがある。区の意識改革について考えてもらいたい。

・施設ごとに登録カードが違い、カードをつくるときは出向かなけ
ればいけない。他区の区民会館は、区外でも電話一本かければ
使わせてくれる。施設の予約システムは改善の余地がある。

国際文化交流、
大使館など

・区民ホールは、機材が古く、デジタル化されておらず、転換に手
間取るなど、使いづらく感じた。機材の更新、メンテナンスにも気
を配ってもらえれば、低いコストでもクオリティが上がる。

・だいたい既に埋まっていて、最近は区外の施設を利用することが
多い。

・（仮称）文化芸術ホールといった新しい施設の整備も良いが、区
民センターなど古い施設を使い勝手の良いものに整備して、活用
していくことも必要である。

・郷土歴史館は建物がクラシックで雰囲気あるため、何かイベント
を企画したい。
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⑫ （仮称）文化芸術ホール

分野 意見

歴史文化、伝統芸能、
生活文化など

・予約開始時期を、例えば13か月前にするなど、会場を早く押さえ
たいという要望に応えてほしい。

・客席後方などに、ガラス張りで舞台が見え、防音が施されている
ようなスペースを設け、未就学児も臨場感のある文化体験ができ
る配慮をしてほしい。

・港区という場所柄、先進的な活動、一流の公演も重要だと思うが、
区民が使いやすいものになるよう運営されると良い。

・生け花の展示やお茶会などができるようなスペースもあれば良い。
・浜松町という外国人も日本人も多く行き来する場所だからこそ、

多目的ホールとして、和の演目もできるようにしてほしい。
・十分な楽屋を確保し、それぞれに鏡や姿見を備えてほしい。
・ロビーやホワイエなども利用できると良い。

劇場・ホール、
美術館・博物館など

・建物の中で何をしているかが分かりにくいため、いつ行っても何
かしら面白いことやっている、年間を通じて祝祭的な雰囲気が出
ると良い。

・小・中学校と連携し、幼少期から文化芸術に触れ、良いプログラ
ムを見られると良い。

・貸館については、利用料をあまり安くすると民業圧迫になるため、
配慮が必要である。

・企画が重要で、それにより建物は生かされもするし、死にもする。
色々な施設の例を知っていて、志を持つ民間のクリエイター等と
協力し、良い企画を実現してほしい。

・施設の旗振りをできる人、志を持った人がいてほしい。
・ただの貸し館ではなく、人が常に行き来し、まとまった情報発信

の場であると良い。
・都心の有名ホールですら、稼働率を維持していくのは大変な時代

である。区民が発表する場は必要だし、港区という場所だからこ
そ豪華な施設にすることもあるのかもしれない。

・クリエイター、アーティストが寝泊まりしながら制作する場所をつ
くってはどうか。そこで区民を巻き込み、交流できるようなオープ
ンスタジオをつくり、周りの学校から子どもたちを呼んでワーク
ショップや体験授業をできるようにする。ホールという機能は区
内にたくさんあるが、それを支えるための活動拠点があると、結
果として区民へのメリットとなり、発展していくと思う。

・区民が持ち寄った企画を実現するなど、区民の自己表現に使える
場となれば、自然に多くの人が利用するようになるのではないか。

・上野の東京都美術館などは社会包摂の一つの拠点となっている。
色々な人たちが意見交換を行い、障害者や子ども、高齢者などの
ダイバーシティの拠点になると先進的ではないか。
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分野 意見

実演家団体、文化産業、
文化振興団体など

・浜松町は文化的なエリアだという認識が広がることを期待している。
・管理運営者や芸術監督は、地元の文化状況をよく知っている人

であることが望ましい。数年で交代するのではなく長期的な視
点で、すぐに結果を求めず、この地域のこの歴史の中で何をする
べきなのかを考えていける人材を育成していくべきである。

・貸館だけでなく、できる限り主催事業を実施してほしい。新しい価
値を生み出し、発信する場であることを明確に打ち出してほしい。

・せっかく区がホールをつくるなら、ぜひプロフェッショナル仕様
でつくってもらいたい。

・区の施設なので終了時間が遅くなるものはできないのではない
か。舞台には搬入搬出の時間が必要であり、それがうまく時間的
に運べるようなシステムがあると良いと思う。

・劇場は質の高い公演を、チケットを買って見てもらうことが目的
だが、それがチケットを買える層だけでなく、色々な形で循環す
るようなものになると良い。

・区内には全国的に特徴的なことやっている団体が多く存在して
おり、そのような団体を活用してホールを運営していくことが港
区らしさになる。

・高齢の出演者、楽器を持った出演者などが移動する際に、階段
を使用するのは危険であるため、ワンフロアで完結するようにし
てほしい。

　

・単なる貸館ではなく、文化を発信する文化施設となってほしい。
・オリジナリティあるプログラムづくりをしてほしい。そのためには

プロパーの職員を置くことが必要。
・後から障害者施設を入れてほしいと頼んでも難しいことが多く、

ノーマライゼーションの観点からも、最初から障害者のための施
設を含めて計画してもらいたい。

・設計段階から専門家が関わるべきで、それ以外にも障害者の意
見を聞き、椅子やスロープ、手すりなど客席も含めた整備の在り
方について、できる限り多くの声を集めつくってほしい。

・区内の団体がいつでも自由に立ち寄れて、交流できる共有スペー
スがあると良い。そこからコラボレーションが生まれるのではな
いか。

・区民と協働で作品（ソフト）を創り上げていける場になると良い。
・外からでもどんな公演があるのかが分かるように、外に向けた

看板やポスターを掲示できる場所があると良い。
・搬入口を広くし、舞台まで搬入しやすい導線にしてほしい。複数

台の車を停められるようにしてほしい。
・「文化の港」を掲げているなら、様々な国の人が自然に来られて、

安心して楽しめる場所にしてほしい。誰もが入りやすく、ストレス
を感じない（多言語化、バリアフリーなど）空間になると良いと
思う。

⑫ （仮称）文化芸術ホール（続き）
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⑫ （仮称）文化芸術ホール（続き）

分野 意見

観光、まちづくり、
イベント実行委員会、
教育・研究機関など

・交通の確保など、介護をしている人が高齢者を連れて劇場に来
てもらえるような仕組みがあると良い。

・ホールについては港区ホームページで知ったが、一斉に広告を打
つなど、まずは区民にもっと認知してもらうような工夫が必要で
ある。

・ホールへの人の流れをどうつくっていくかが重要である。導線を
つくるのは周囲との連携がないと難しい。

・理念のもとにプログラムを組むことが大切で、最初に掲げる理
念が一貫したものであれば、運営する人が入れ替わっていっても、
レガシーとして受け継がれていく。

・世界では若い世代が今までにない斬新な発想で舞台をつくり始
めており、こうしたプログラムに対応できるものにしないといけな
い。

・目的のある人以外は入っていけない、自分とは関係のない施設だ
と思う人が出てしまわないように、利用者以外も気軽に入れるよ
うな仕掛けがあると良い。

・地域の人が自然と集まり、活動が広がっていくような施設になる
と良い。他施設と連携していけるような柔軟な運営をしてほしい。

・多種多様な団体がある港区で文化芸術振興の中核拠点となるホ
ールでは、区ならではの発信力の強いものをやってほしい。

・自由な表現による作品を子どもたちが気軽に見られるような仕
組みを整えてほしい。文化芸術振興のお金を、住民に安くホール
を貸すことではなく、子どもたちを育成することに使う方が良い。

・ステージで何かやっているときだけでなく、稽古場には常にアー
ティストがいて、コミュニティスペースもあり、「いつでも来ていい
んだよ」という、子どもたちの居場所になる施設だと良い。

・民間ではなかなか手を出しづらいことをやっていけば良い。そう
すれば民間との競合もなくなる。

国際文化交流、
大使館など

・大ホールは芸術性の高いものに利用し、区民利用期間を設定す
るなど、ハイアートのホールにするのか、区民が気軽に使えるホ
ールにするのか、二つの方向性は両立できる。

・専門性の高い自主企画事業を中心に行い、それを補う形で貸館
も行うのが良い。一方で、国際交流の促進など、区の方向性と同
様のテーマを持つ団体を育成する観点も必要である。

・劇場に関しては、とにかくプログラムが魅力的かどうかに尽きる
と思う。

・くれぐれも、単なる貸館にせず、創造拠点であってほしい。そのた
めには、芸術監督を決めて、方向性を見せられるようにした方が
良い。

・日本の劇場は色々な団体が借りて公演を行うため、外国人から
すると、ちらしをもらってもどれを見に行けば良いか分からない。
この劇場のラインナップは信用できると思わせることが重要。



6 施策別事業一覧

施策 1　誰もが文化芸術を鑑賞・参加・創造できる機会の充実

１-１　誰もが文化芸術を鑑賞・参加・創造できる環境の整備

事業名 概要 所管課

ふれ愛まつりだ、
芝地区！

「地域ふれ愛コンサート」

「ふれ愛まつりだ、芝地区！」において、「地域ふれ愛コ
ンサート」として、区民による合唱、バンド演奏、ダン
スなどの発表機会を創出。

芝地区総合支所管理課

太鼓をたたこう 小学生を対象に、講師の指導のもと、太鼓を練習す
る機会を提供。

芝地区総合支所管理課
（神明子ども中高生プラザ）

ダンス☆ダンス 小学生を対象に、講師の指導のもと、ダンスを練習す
る機会を提供。

芝地区総合支所管理課
（神明子ども中高生プラザ）

習字をしよう 小学生を対象に、講師の指導のもと、書道を練習す
る機会を提供。

芝地区総合支所管理課
（神明子ども中高生プラザ）

生け花をしよう 小学生を対象に、講師の指導のもと、生け花を練習
する機会を提供。

芝地区総合支所管理課
（神明子ども中高生プラザ）

尺八を吹こう 小学３年生以上を対象に、講師の指導のもと、尺八
を体験する機会を提供。

芝地区総合支所管理課
（神明子ども中高生プラザ）

琴にふれよう 小学生を対象に、講師の指導のもと、琴を体験する
機会を提供。

芝地区総合支所管理課
（神明子ども中高生プラザ）

小学生バンド 小学２年生以上を対象に、講師の指導のもと、楽器
を練習する機会を提供。

芝地区総合支所管理課
（神明子ども中高生プラザ）

ほのぼの作品展
いきいきプラザ等で活動している団体や個人の日頃
の趣味活動の成果を発表する場として、作品の展示
会を開催。

各総合支所管理課
（いきいきプラザ、芝浦アイ
ランド児童高齢者交流プ
ラザ、台場高齢者在宅サー
ビスセンター）

教室事業

高齢者の生きがいづくり、学びの場の提供のため、定
期的に教室を開催し、発表の場を創出。（茶道、書道、
絵画、陶芸、フラワーアレンジメント、カラーレッスン、
アロマテラピー、手芸、絵本、折り紙、着付け、民謡、
俳句、カラオケ、舞踊、ギター、三味線等）

各総合支所管理課
（いきいきプラザ、芝浦アイ
ランド児童高齢者交流プ
ラザ）

演芸会 いきいきプラザで活動している個人・団体が、舞踊や
歌唱等、日頃の活動の成果を披露し、交流。

各総合支所管理課
（いきいきプラザ）

カフェコンサート・
ロビーコンサート

区民が生の音楽に触れる機会を創出するとともに、
地域で活躍するアーティストの発表の場を提供。

芝・高輪地区総合支所管
理課（三田いきいきプラザ、
神明いきいきプラザ、虎ノ
門いきいきプラザ、高輪い
きいきプラザ）
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事業名 概要 所管課

芝地区
ダンスパーティー 高齢者を対象に、ダンスパーティーを実施。

芝地区総合支所管理課
（三田いきいきプラザ、神

明いきいきプラザ、虎ノ門
いきいきプラザ）

コミュニティ・カレッジ
都心区にふさわしいコミュニティ、文化、生涯学習を
推進するため、区内で活動する団体が、活動の成果
を広く区民に普及、還元する自主企画事業を支援。

各総合支所管理課
（区民センター）

区民センターギャラリー
文化芸術活動及びコミュニティの振興のため、区民
の自主的活動の成果である各種作品を展示する場を
提供。

麻布・赤坂・高輪地区総
合支所管理課（麻布区民
センター、赤坂区民センタ
ー、高輪区民センター）

演劇市出前講座
麻布アクターズスクール

子どもから大人までの区民を対象に、講師による発
声、殺陣、バレエなど、演劇の基本練習から、芝居の
公演までを行う講座を開催。

麻布地区総合支所管理課
（麻布区民センター）

麻布演劇市
麻布区民センターに登録している劇団により、市場の
ように様々なジャンルの演劇公演を行い、区民に気軽
に演劇を楽しむ機会を提供。

麻布地区総合支所管理課
（麻布区民センター）

子ども英語劇鑑賞会
親子を対象に、子どもの頃から英語に興味を持ち、総
合芸術である演劇に触れることで感性を養うことを目
的に、鑑賞会を開催。

麻布地区総合支所管理課
（麻布区民センター）

リズムであそぼ！ ３歳以下の幼児を対象に、ピアノ、フルートの生演奏
を聴くことでリズム感、音感、巧緻性を育成。

麻布地区総合支所管理課
（麻布区民センター）

能に親しむ ―謡―
能楽界の重鎮である観世流能楽師　野村四郎氏（人
間国宝）又は長男の野村昌司氏を講師として迎え、能
楽を身近に楽しむことができる和やかな「謡」を体験。

麻布地区総合支所管理課
（麻布区民センター）

人形劇 麻布子ども中高生プラザを利用する子どもたちを対
象に、プロの人形劇団を招き、人形劇を実施。

麻布地区総合支所管理課
（麻布子ども中高生プラザ）

飯倉片町地下横断歩道
小学生児童
絵画展示事業

麻布小学校の通学路である飯倉片町地下横断歩道内
に、環境や緑、自然への意識を醸成するテーマで描
かれた麻布小学校児童の絵画を、パネルに加工して
展示。

麻布地区総合支所
まちづくり課

赤坂
JAZZフェスティバル

ジャズの拠点としての赤坂を復権、発展させるべく、
JAZZ講座出身のアマチュアジャズバンドに発表の場
を提供し、地域を挙げたイベントを開催。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂区民センター）

赤坂
ふれあいコンサート

区民がコンサート鑑賞をきっかけに区民センターへ足
を運び、区民に上質な芸術等に気軽に触れる機会を
提供するため、様々なジャンルのコンサートを継続的
に開催。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂区民センター）

お試し体験講座
（料理教室／
ヨガ体験講座）

子育て中の親子のネットワークづくりや、海外文化の
紹介・啓蒙等、様々な地域ニーズに応える各種講座・
教室を短期開講。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂区民センター）
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事業名 概要 所管課

赤坂地区
カラオケ交流会

赤坂地区のいきいきプラザ利用者やカラオケ愛好家、
高齢者層を募集し、赤坂区民センターホールのステ
ージに立つ喜びを味わってもらうとともに、歌を通じ
た地域住民同士の交流を促進。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂区民センター）

敬老の集い
 「音楽と落語の玉手箱」

高齢者と地域住民の交流の場となるよう、敬老の日
にちなみ、観客席で歌ったり体をほぐしたりの歌声喫
茶、吹奏楽による演奏、落語などリラックス・リフレッ
シュできる多種多様なイベントを開催。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂区民センター）

技能育成講座 
音楽や座学などあらゆるジャンルを選定し、体験稽古
を実践し、一定期間の育成講座を受講した後、ホー
ルでの発表会を開催。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂区民センター）

懐かしの映画会
主に中高年齢層を対象に、懐かしい昭和の映画を上
映するとともに、映画と時代背景について解説を入れ
ることで奥深い楽しみ方を提供。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂区民センター）

協働参画事業
赤坂区民センター利用団体に講師を依頼し、区民を
対象に日頃の活動の成果をワークショップ形式で披
露する講座。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂区民センター）

小・中学生ワークショップ 地元の専門家を講師に招き、本格的な技術を親子で
学び楽しむ親子講座。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂区民センター）

中高生バンド・ダンス
小学生バトントワリング・
ハンドベル

子どもたちが、音楽、ダンス、バトンの指導を受けた後、
日頃の練習の成果を館内で発表。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂子ども中高生プラザ）

ダンス、オペレッタクラブ

子どもたちが、ダンス、オペレッタの講師指導を受け
た後、日頃の練習の成果を他の中高生プラザと合同
で発表、交流するほか、赤坂子ども中高生プラザ（本
館）との交流行事などに参加、出演。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂子ども中高生プラザ

青山館）

四季のコンサート
音響に定評のある高輪区民センターホールで、地域
住民を対象とした無料コンサートを開催し、音楽を通
じて文化芸術に親しむことができる場を提供。

高輪地区総合支所管理課
（高輪区民センター）

無料展示スペース 区民の作品（絵画、写真、書道など）を発表する場を
提供。

高輪地区総合支所管理課
（高輪区民センター）

工作のつどい 子どもたちが、専門講師の指導のもと、工作を実施。 高輪地区総合支所管理課
（豊岡児童館、高輪児童館）

陶芸のつどい 子どもたちが、伝統工芸士に陶芸を学び、指導を受
けながら作品づくりを体験。

高輪地区総合支所管理課
（豊岡児童館、白金台児童

館）

ゴスペルグループ 子どもたちが、専門講師の指導のもと、歌を練習し、
年末パーティーで発表。

高輪地区総合支所管理課
（高輪児童館）

リズムダンスグループ 子どもたちが、専門講師の指導のもと、ダンスを練習
し、年末パーティーや児童館交流会で発表。

高輪地区総合支所管理課
（高輪児童館）84



事業名 概要 所管課

俳句のつどい 子どもたちが、ボランティアの講師から俳句のつくり
方を学び、俳句をつくり、総合支所のプチ展などで発表。

高輪地区総合支所管理課
（高輪児童館）

ダンスグループ
（ヒップホップダンス・

キッズダンス）

子どもたちがプロのダンサーの指導のもと、リズムダ
ンスを練習し、成果を地域で発表。

高輪地区総合支所管理課
（白金台児童館）

書道のつどい 大書 子どもたちが講師指導のもと、書道に親しみ、作品を
館内に掲示し、区の書道展に出品。

高輪地区総合支所管理課
（白金台児童館）

ミニコンサート
児童館利用保護者など地域在住の音楽家の協力を得
てミニコンサートを開催し、子どもたちが身近に音楽
に親しむ機会を提供。

高輪地区総合支所管理課
（白金台児童館）

TAPPERZタッパーズ
（小学生リズムダンス
グループ）

専門講師の指導のもと、子どもたちがグループでのダ
ンスを覚え、チームワークの大切さを体験し、児童館
交流会や館のまつりで発表。

高輪地区総合支所管理課
（高輪子ども中高生プラザ）

Fun Fun Glee 
ファン･ファン･グリー

（小学生コーラスグループ）

専門講師の指導のもと、子どもたちがグループでのコ
ーラス曲を覚え、声の調和の大切さを体験し、地域の
行事や老人ホーム、館のまつりで発表。

高輪地区総合支所管理課
（高輪子ども中高生プラ

ザ）

TAP幼児バレエサークル 専門講師の指導のもと、年少から年長の幼児がバレ
エの練習をし、成果を発表。

高輪地区総合支所管理課
（高輪子ども中高生プラ

ザ）

MT社交ダンス
バンドコンサート

ダンスミュージックをバンド編成の演奏で楽しみなが
ら、参加者が出演者と交流する参加型のコンサート
を開催。

高輪地区総合支所管理課
（高輪いきいきプラザ、白

金台いきいきプラザ）

アジグリー
ミニコンサート

合唱サークル、アジグリーによる合唱コンサートを開
催。

高輪地区総合支所管理課
（高輪いきいきプラザ）

季節のコンサート・
音楽コンサート

クラシック音楽（弦・管楽器など）や和楽器等のコン
サートを開催。

高輪地区総合支所管理課
（豊岡いきいきプラザ、白

金いきいきプラザ、白金台
いきいきプラザ）

世代間交流コンサート 幅広い世代に、音楽や落語を鑑賞する機会を提供。 高輪地区総合支所管理課
（白金台いきいきプラザ）

夏休み・冬休み
子ども大会

親子を対象に、文化芸能（人形劇・演劇・音楽）の鑑
賞・体験・参加を通じて感性を育て、参加者同士の交
流を促進。

芝浦港南地区総合支所管
理課

（芝浦港南区民センター）

サークル発表会＆
サークル体験ウィーク

利用団体の活動の紹介や成果を発表する「場」として
発表会を実施。さらに、団体加入促進を目的に、お試
し体験期間を設けコミュニティ振興を推進。

芝浦港南地区総合支所管
理課（芝浦港南区民センタ
ー、台場区民センター）

絵本読み聞かせ教室
親子を対象に、絵本の良さ、読み聞かせのコツ（朗読
法）などの学びを通じて、より良い親子関係構築を支
援。

芝浦港南地区総合支所管
理課（台場区民センター）
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事業名 概要 所管課

プラミュージック
（コーラスグループ）

プロの歌手の指導のもと、子どもたちが歌だけでなく
体も使って表現する楽しさを学び、練習の成果を地域
の施設等で発表。

芝浦港南地区総合支所管
理課

（港南子ども中高生プラザ）

キッズダンスグループ
プロのヒップ・ホップ・ダンサーの指導のもと、子ど
もたちが音楽に合わせて体を動かすことや表現する
ことの楽しさを学習。

芝浦港南地区総合支所管
理課

（港南子ども中高生プラザ）

太鼓グループ
専門講師の指導のもと、子どもたちが伝統文化であ
る太鼓の演奏技法を学び練習し、児童館交流会で発
表。

芝浦港南地区総合支所管
理課

（港南子ども中高生プラザ）

バトントワリング 子どもたちがバトントワリングを学び練習し、児童館
交流会で発表。

芝浦港南地区総合支所管
理課

（港南子ども中高生プラザ）

ハンドベル

ハンドベルの演奏を通じて、一人で一音を担当し、グ
ループ参加者全体で一つの曲をつくり上げることで、
共通の目標を持つことにより、子どもたちの協調性を
育成。

芝浦港南地区総合支所管
理課

（港南子ども中高生プラザ）

陶芸のつどい 子どもたちが、伝統工芸士に陶芸を学び、指導を受
けながら作品づくりを体験。

芝浦港南地区総合支所管
理課（台場児童館、芝浦ア
イランド児童高齢者交流
プラザ）

フラダンス 子どもたちや高齢者、乳幼児親子がフラダンスを学
び、あいぷらまつりや児童館交流会などで発表。

芝浦港南地区総合支所管
理課（芝浦アイランド児童
高齢者交流プラザ）

親子でアート 乳幼児親子を対象に、毎月、創作・表現活動・共同制
作を実施。

芝浦港南地区総合支所管
理課（芝浦アイランド児童
高齢者交流プラザ）

あいぷらまつり
芝浦アイランド児童高齢者交流プラザで活動している
フラダンス、合唱等の利用者が、日頃の活動の成果
をグループで披露。

芝浦港南地区総合支所管
理課（芝浦アイランド児童
高齢者交流プラザ）

あいぷら歌謡祭
芝浦アイランド児童高齢者交流プラザで活動している
児童や高齢者が日頃の練習成果を発表し、利用者が
誰でも気軽に歌や踊り、演奏を楽しむ機会を創出。

芝浦港南地区総合支所管
理課（芝浦アイランド児童
高齢者交流プラザ）

クリスマス演奏会
港南いきいきプラザで活動している老人クラブや自主
団体が練習成果を発表し、利用者が誰でも気軽に音
楽や踊りを楽しむ機会を創出。

芝浦港南地区総合支所管
理課（港南いきいきプラザ）

ゆとりーむだよ　
全員集合

港南いきいきプラザで活動している老人クラブや自主
団体の練習成果を発表し、利用者が誰でも気軽に音
楽や踊りを楽しむ機会を創出。

芝浦港南地区総合支所管
理課（港南いきいきプラザ）

いきいきお散歩ツアー 高齢者を対象に、近隣施設の見学や展示物を徒歩で
回るツアーを開催。

芝浦港南地区総合支所管
理課（港南いきいきプラザ）
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事業名 概要 所管課

絵画等展示 絵画を在住・在勤者から募集し、区民保養施設大平
台みなと荘（区民ギャラリー）に展示。

地域振興課

みなと区民まつり

人と人との交流を深め、ふれあいの輪を広げることを
目的とする港区最大のイベント。港区芝公園一帯で、
区内で活動する団体の出展・出演や、文化芸術団体
等によるステージパフォーマンス、パレードを開催。

地域振興課
（公益財団法人港区スポー
ツふれあい文化健康財団）

梅まつり 区内の梅の名所である都立芝公園梅林で、琴の調べ
を聞きながら、野点茶会を楽しむイベントを開催。

地域振興課
（公益財団法人港区スポー
ツふれあい文化健康財団）

子どものびのび書展 小学生までの子どもたちの発想力を大切にした自由
な書道の展示会を開催。

地域振興課
（公益財団法人港区スポー
ツふれあい文化健康財団）

ロビーコンサート
区役所１階ロビーで、区内で活動しているアーティス
ト等によるコンサートを定期的に開催し、誰もが身近
に生演奏を鑑賞する機会を提供。

国際化・文化芸術担当

「やさしい日本語」推進
外国人にとって分かりやすく表現した「やさしい日本
語」を推進することにより、外国人と日本人の交流を
促進。

国際化・文化芸術担当

地域で育む日本語学習
支援プロジェクト

日本語学習をきっかけとした外国人の地域参画と協
働を推進するために、外国人の日本語学習を支援。

国際化・文化芸術担当

Kissポート講座
文化芸術の専門家やアーティストを講師に招き、とも
に学びつくり上げる参加・体験型のレクチャーやワー
クショップを開催。

国際化・文化芸術担当
（公益財団法人港区スポー
ツふれあい文化健康財団）

音楽のさんぽ道

敷居が高いと思われがちなクラシックコンサートを、
区民センターや病院、お寺などを会場として開催する
とともに、大学生を中心とした若手音楽家に発表の
場を提供。

国際化・文化芸術担当
（公益財団法人港区スポー
ツふれあい文化健康財団）

ふれあい親子コンサート 未就学児に音楽に触れる機会を提供するため、親子
で参加できるコンサートを開催。 

国際化・文化芸術担当
（公益財団法人港区スポー
ツふれあい文化健康財団）

ふれあいアート
保育園や幼稚園等にプロのアーティストを派遣し、音
楽やダンス、造形などの文化芸術を体験できるプロ
グラムを実施。

国際化・文化芸術担当
（公益財団法人港区スポー
ツふれあい文化健康財団）

Kissポート
クラシックコンサート

オーケストラの演奏や区民中心で結成されたミナトシ
ティコーラスの合唱を通じ、区民に芸術性の高い音
楽鑑賞の機会を提供。

国際化・文化芸術担当
（公益財団法人港区スポー
ツふれあい文化健康財団）

学校音楽等芸術教室
小・中学生が身近に芸術に触れる機会を提供するた
め、学校において、様々なジャンルの音楽や伝統芸能
の鑑賞会、ワークショップを実施。 

国際化・文化芸術担当
（公益財団法人港区スポー
ツふれあい文化健康財団）
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事業名 概要 所管課

地域で共に生きる
障害児・障害者アート展

障害者への理解促進をめざし、区内の障害者施設で
制作した作品や障害児（者）が描いた絵画等を美術
館などで展示。

障害者福祉課

港区公式SNS
（Twitter・LINE・

Facebook・
Instagram等）の活用

必要な情報を必要な人に的確に届けるため、分野や
地域ごとにイベントや地域のできごと、防災、環境美
化など様々な話題をSNSで配信。

区長室

フェスティばるーん 社会教育関係団体が、舞台発表、活動体験、展示発
表等を行い、学びの成果を発表。

生涯学習スポーツ振興課
（生涯学習センター）

協働参画事業

生涯学習センターの利用団体が、区民向けに、手軽
に参加できる講座を協働で企画・実施する事業。生
け花、社交ダンス、くみひもなどを通じて文化・芸術
に触れる機会を提供。

生涯学習スポーツ振興課
（生涯学習センター）

出張図書館行事

特別養護老人ホームなどにおいて、出張図書館行事
を開催し、絵本や文学作品などの朗読・映画の上映
等を行い、障害者や高齢者など、図書館に来られな
い方が文化に触れる機会を創出。

図書文化財課

来館困難な利用者への
資料提供

図書館への来館が困難な高齢者や障害者（区内高齢
者施設入所者を含む）等に区立図書館所蔵の図書資
料を宅配。

図書文化財課

みなと子ども読書月間

子ども読書週間にちなみ、子どもと保護者を対象に、
おはなし会や英語のおはなし会、昔話、民話のかたり
べの会、人形劇等、家族で楽しみながら本に親しむ
機会を提供。

図書文化財課（みなと図書
館、三田図書館、麻布図書
館、赤坂図書館、高輪図書
館、高輪図書館分室、港南
図書館）

調べる学習支援 小学生を対象に、疑問に思ったことを図書館資料を
使い調べる学習講座やコンクールを開催。

図書文化財課（みなと図書
館、三田図書館、麻布図書
館、赤坂図書館、高輪図書
館、高輪図書館分室、港南
図書館）

子ども会
夏休みや冬休みに、子ども（親子）を対象に、図書と
関連付けた内容の移動プラネタリウムやワークショッ
プなどを開催し、関連資料を展示。

図書文化財課（みなと図書
館、三田図書館、麻布図書
館、赤坂図書館、高輪図書
館、高輪図書館分室、港南
図書館）

映像事業
良質な映像作品を図書館利用者が享受する場を提供
し、映像文化の振興のため、映画会、音楽鑑賞会、音
楽評論家を囲む会を開催。

図書文化財課（みなと図書
館、三田図書館、麻布図書
館、赤坂図書館、高輪図書
館、港南図書館）

朗読会
文化の振興のため、区民を対象にプロ（アナウンサー
など）や声の図書奉仕者による文学作品などの朗読
会を開催。

図書文化財課（みなと図書
館、三田図書館、麻布図書
館、赤坂図書館、高輪図書
館、港南図書館）
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事業名 概要 所管課

講座・講演会 日々の暮らしや仕事に関する課題解決支援、多様な
学びの機会を講演会や講座を開催し提供。

図書文化財課（みなと図書
館、三田図書館、麻布図書
館、赤坂図書館、高輪図書
館、港南図書館）

ブックスタート事業
保護者が赤ちゃんと絵本を開くときの喜びや大切さ
を実感してもらうため、読み聞かせの実演や絵本を提
供。

図書文化財課（みなと図書
館、三田図書館、麻布図書
館、高輪図書館、高輪図書
館分室、港南図書館）

郷土歴史館夏休み学習会、
親子学習会

文化財を身近なものとして親しみ、理解するため、子
どもや親子を対象とした事業を開催。

図書文化財課
（郷土歴史館）

学校教育における
食文化の理解の推進

食文化の次世代への継承のため、節句や日本料理の
型の理解、和食器やマナーの体験等を通じて、小・中
学生が日本の食文化について、学校や家庭の中で学
び、理解を深める取組を推進。

学務課

文化連合行事：
幼稚園人形劇鑑賞

幼児期における豊かな情操を培うため、幼稚園児を
対象に、専門家が操る芸術性の高い人形劇を直接鑑
賞する機会を提供。

教育指導担当

文化連合行事：
東京都小学校連合学芸会、
港区小学校連合作品展、
東京都公立学校連合作品展

区内の児童・生徒が都内・区内の文化行事に出展・
参加することで、豊かな個性や創造力を発揮する機
会とするとともに、互いに交流できる機会を充実。

教育指導担当

文化連合行事：
中学校音楽交歓会

中学生による演奏会を開催することで、日頃の音楽
教育の成果を発表し合い、その喜びを味わうとともに、
より良い鑑賞態度を育成。

教育指導担当

音楽鑑賞教室

小・中学生を対象に、音楽の授業の一環として音楽ホ
ール等でのプロの楽団による鑑賞の機会を設け、音
楽を愛好する心情・態度を培い、広い視野から音楽
を学び、鑑賞者としての態度を育成。

教育指導担当

星空コンサート プラネタリウムの星空の中、生演奏によるコンサート
を実施。

教育指導担当
（みなと科学館）
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１-２　国際都市・港区ならではの文化芸術振興施策の推進

事業名 概要 所管課

麻布ジャパニーズクラス
在住、在勤の外国人を対象に、日本語及び文化を教
えるとともに、講座を通じて区民センターの存在を周
知。

麻布地区総合支所管理課
（麻布区民センター）

ドイツ語・文化交流講座
地域における国際交流の輪を広げていくため、港区
国際交流協会及びドイツ連邦共和国大使館と連携し、
講演会及び参加型ワークショップを開催。

麻布地区総合支所管理課
（麻布区民センター）

アートスケープ展 都内近郊インターナショナルスクール在校生による造
形作品展を開催。

麻布地区総合支所管理課
（麻布子ども中高生プラザ）

国際交流
毎年、異なる一つの国を選定し、児童、保護者、地域
住民を対象に、国の紹介とその国にちなんだ遊びを
提供。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂子ども中高生プラザ）

ことさん 琴及び三味線の演奏練習・発表を通じて、子どもたち
が日本の伝統音楽文化に触れ、親しむ機会を創出。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂子ども中高生プラザ）

赤坂・青山 
Meet upプロジェクト

大使館、地域団体（町会・自治会等）等の地域資源を
活用して、日本人と外国人が地域の魅力や課題につ
いて一緒に考える講座を実施。

赤坂地区総合支所
協働推進課

和の楽器 和楽器に触れることからはじめる伝統芸能入門講座
を実施。

芝浦港南地区総合支所管理
課（芝浦港南区民センター）

「和のこころ」
香道であそぶ（四季）・
落語からまなぶ

日本の伝統文化や伝統芸能に触れる体験講座を実施。 芝浦港南地区総合支所管理
課（芝浦港南区民センター）

「和とエコ」
苔玉作り・
古布活用ぞうり作り

日本の伝統文化や伝統芸能に触れる、環境に配慮し
た手づくり体験講座を実施。

芝浦港南地区総合支所管理
課（芝浦港南区民センター）

和太鼓・
民舞プログラム

日本古来の文化を伝承することを目的に、和太鼓や
民舞を幼児教育のプログラムとして実施し、園行事の
機会にその成果を発表。

芝浦港南地区総合支所管
理課（芝浦アイランドこど
も園）

異文化交流プログラム

子ども達や高齢者を対象に、各国ゲストによる自国に
ついての紹介など海外の文化や歴史等について学ぶ
プログラムや、英語を通じたゲームや遊びのプログラ
ムを実施。

芝浦港南地区総合支所管
理課（芝浦アイランド児童
高齢者交流プラザ）

六本木アートナイト

六本木のまちを舞台としたアートの祭典「六本木アー
トナイト」が一層、子ども・高齢者・障害者・外国人
に配慮され、区民に親しまれる内容となるよう、運営
に参画。

国際化・文化芸術担当

国際文化紹介展示

国際交流を身近にとらえる機会を創出するため、区
内に立地する大使館等と連携し、各国や地域の文化
を紹介するパネルや写真、民芸品などを区役所ロビ
ーなどで展示。

国際化・文化芸術担当
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事業名 概要 所管課

大使館等
事業協力実施支援

区内に立地する大使館等主催のコンサート、展覧会
など区民との交流イベントの開催に当たり、会場提
供や広報協力を実施。

国際化・文化芸術担当

大使館等
実務者連携会議

大使館等との連携を一層深めるため、区内に立地す
る大使館等で実務に携わる職員と区職員が、区政に
関する様々な課題について意見を交換。

国際化・文化芸術担当

国際友好広場
（みなと区民まつり）

みなと区民まつりにおいて、区内に立地する大使館
等と連携し、区民が各国や地域の文化、歴史や観光
等の魅力を直接体験できる「国際友好広場」を開催。

国際化・文化芸術担当

北京市朝陽区
書画交流展

北京市朝陽区と区在住の高齢者及び小・中学生の書
画作品を交換し、お互いの地域で展示する書画交流
展を開催。

国際化・文化芸術担当

東京国際映画祭
みなと委員会

東京国際映画祭の地域委員会として「みなと委員会」
を設置し、六本木周辺の清掃活動を行う「みなとクリ
ーンアップ」や区内各地での上映会「みなとシネマフ
ェスティバル」などを開催。

国際化・文化芸術担当
（公益財団法人港区スポー
ツふれあい文化健康財団）

WELCOME港区！の
推進

旅行者を受け入れる人々、訪れる人々双方に、互いの
習慣や文化を理解し寛容の心を深めてもらうための
２種類の冊子を配布。

観光政策担当

ワールドフェスティバル
大使館等や商店街、企業と連携し、大使館等周遊ス
タンプラリーや様々な国の文化に触れられるイベント
等を開催し、来街者の区内の周遊・回遊を促進。

観光政策担当

大使館等と連携した
事業

大使館や各種関係団体と連携し、男女平等参画に関
する講座や講演会を開催。

人権・男女平等参画担当
（男女平等参画センター）

大使館等と連携した
活動

区民の国際理解を深めるため、大使館等職員による
自国文化の紹介や語学の講座、英語による読み聞か
せなどを実施。

図書文化財課（みなと図書
館、三田図書館、麻布図書
館、赤坂図書館、高輪図書
館、港南図書館）
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１-３　多様な文化資源を生かした港区ならではの取組の推進

事業名 概要 所管課

地域情報誌（紙）
地域コミュニティ活性化をめざし、各地区の区民が
参画し、地域のイベントや文化財など地域ならではの
情報を取材・紹介する地域情報誌（紙）を発行。

各総合支所
協働推進課

芝BeeBee's
プロジェクト

芝地区内でのミツバチの飼育や、そこで採れたハチミ
ツの活用を通じて地域の人々の交流を図るため、養
蜂事業を実施。

芝地区総合支所
協働推進課

芝 歴史・文化・
交流アカデミー
～歩く・見る・学ぶ

「芝」～

芝会議「まちの魅力発掘部会」に参画する区民が主
体となり、芝地区の魅力の発掘・発信・創造を目的に、
芝地区の歴史、史跡等を伝える「まち歩きツアー」や

「区民向け講座」を開催。また、まち歩きツアーや講
座の運営を担う人材を発掘・育成するために「芝の語
り部養成講座」を開催。

芝地区総合支所
協働推進課

Arc Island 竹芝

竹芝エリアに関わる多様な主体が連携し、区民が島
嶼部を身近に体感できるイベントや、竹芝、島嶼地域
の文化に触れる体験ツアーなど、地域の魅力を発信
しにぎわいを創出する事業を実施。

芝地区総合支所
協働推進課

地域間子ども交流
～あらたなはっけん 
あらたなきずな～

自然や農業、伝統文化などを体験できる交流事業を
実施することにより、児童の健全な育みを促すととも
に他地域への関心が深まる取組を実施。

麻布地区総合支所
管理課、協働推進課

麻布の名所・歴史探訪
（まち散歩）

「あざぶ達人倶楽部」の卒業生をガイド訳に迎え、座
学・歩学の講座を開設し地域の名所・歴史・文化な
ど豊かな国際性を基に魅力を語り伝える活動を支援。

麻布地区総合支所管理課
（麻布区民センター）

みんなでまちをよくする
「ミナヨク」

「麻布地区をみんなでよくする地域活動」に興味があ
る在住・在勤・在学者等を対象に、地域に愛着を持っ
て地域活動を行う「地域サポーター」として活躍する
人材を発掘・育成し、新しい地域のつながりを構築。

麻布地区総合支所
協働推進課

麻布の魅力探訪事業
～あざぶ達人ラボ～

麻布の歴史・文化等の魅力を伝える公開セミナーや、
これまでの参加者によるまち歩きを実施するなど、麻
布の魅力を学ぶ機会を提供。

麻布地区総合支所
協働推進課

麻布未来写真館
～次世代でつなぐ
麻布の記憶～

区民参画のワークショップ（分科会活動）により、麻
布地区の昔の写真等を収集するとともに、定点写真
を撮影し、麻布のまちの変化をパネルとして保存し、
パネル展を開催。

麻布地区総合支所
協働推進課

AZABU 愛 CONTACT

地域事業で培ってきた地域の人材を活用するととも
に、「ミナヨク」修了生や麻布未来写真館、あざぶ達人
ラボとの連携を図り、麻布地区の地域事業の集大成
となるイベントを実施。

麻布地区総合支所
協働推進課

子ども地域間交流事業
～離れていても
心は一つ！～

お互いの地域への愛着を深め合い、育ち合うことで、
交流を未来につないでいくため、赤坂・青山地域にゆ
かりのあるまちの子どもたちと文化・地域交流を実施。

赤坂地区総合支所
協働推進課
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事業名 概要 所管課

赤坂・青山 
魅力“知伝活”事業

区民自らが講座やワークショップを通して地域の魅力
を「知り」、ICTを「活用した」効果的な情報発信の方
法を検討し、区民目線の新たな地域の魅力を広く「伝
える」ことで、地域への愛着を醸成。

赤坂地区総合支所
協働推進課

私が語る
高輪今昔物語

これまで収集してきた写真等を活用した昔の高輪の
物語を制作し、児童館やいきいきプラザ等での出前
講座やまち歩きを実施。制作した物語を動画で配信
し、高輪地区の魅力を広く発信。

高輪地区総合支所
協働推進課

高輪情報局
町会・自治会や商店会などが実施するイベント情報や
日常の地域活動を区で収集し、高輪地区内に新たに
設置するデジタルサイネージを活用して発信。

高輪地区総合支所
協働推進課

みなとパーク芝浦
ふれあい交流事業

みなとパーク芝浦の共用部であるアトリウムや区民ギ
ャラリー、区民協働スペース等を、地域における世代
間交流の場として提供するとともに、伝統文化交流館
等と連携したコミュニティ活性化事業を実施。

芝浦港南地区総合支所
管理課

ベイエリア・
ミュージック・バンク

音楽活動に取り組む地域の個人・グループ（アマチュ
ア）を募集・登録し、町会など地域団体が実施するイ
ベント、総合支所主催の事業などに紹介・出演するこ
とで、アマチュア演奏家に発表の機会を提供。

芝浦港南地区総合支所管
理課（芝浦港南区民センタ
ー）

伝統文化交流館の
活用

港区指定有形文化財である「旧協働会館」を、伝統文
化の継承や、伝統文化を通じたコミュニティ形成・交
流の場となる「伝統文化交流館」として活用。落語な
どの公演や地域の歴史講座、日本の伝統文化に触れ
るワークショップ等を実施。

芝浦港南地区総合支所管
理課（伝統文化交流館）

歴史と文化がつなぐ
地域交流事業

地区の歴史をひも解き、共通するテーマを掘り下げて
いく中で生まれた秋田県にかほ市と福島県柳津町と
のつながりを生かし、子どもをはじめとした住民同士
が交流し、お互いの伝統文化などに触れることで、地
域の魅力や歴史を理解する機会を提供。

芝浦港南地区総合支所
協働推進課

お台場海苔づくり

地域への愛着を醸成し、地域文化の継承につなげる
ため、お台場学園港陽小学校５年生の総合的な学習
の時間に実施している海苔の育成を通じて、お台場
の海苔の歴史などを学習。

芝浦港南地区総合支所
協働推進課

夏みかん
マーマレードづくり

コミュニティづくりや地域の魅力PRにつなげるため、
地域の方々が中心となって、運河沿いに自生する「夏
みかん」を収穫し、収穫した夏みかんを使ったマーマ
レードづくりを実施。

芝浦港南地区総合支所
協働推進課

みずまち
プロデュース事業

地域の方々の水辺への愛着と理解を深めるため、区
民と協働し、まち歩き等のイベントを開催。また、運
河や海辺を活用し、誰もが安らぎを感じ、憩いの場と
して人々が集える環境づくりを推進。

芝浦港南地区総合支所
協働推進課
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事業名 概要 所管課

SKDs
学びのまちプロジェクト

若年層を対象に企業や大学等と連携し、地域活動や
地域コミュニティに関する意識を高め、地域の魅力等
について学ぶための講座やワークショップを実施。講
座等を通じて、地域活動やボランティア活動を行う人
材の育成を支援。

芝浦港南地区総合支所
協働推進課

運河に架かる
橋りょうのライトアップ

芝浦港南地区の貴重な地域資源である水辺空間の
更なる魅力向上のため、先進の景観照明デザインを
手掛けるデザイナーの協力を得ながら、橋りょうやモ
ニュメント等のライトアップを実施。

芝浦港南地区総合支所
まちづくり課

港区
コミュニティ情報誌

「キスポート」

月１回、コミュニティ・スポーツ・文化・生涯学習・健
康増進事業や各地域で活動している団体等のイベン
ト情報、会員の募集に関する情報誌を発行。

地域振興課（公益財団法
人港区スポーツふれあい
文化健康財団）

ミナコレ（MINATO 
COLLECTION）

区と区内の美術館・博物館等が連携し、人々の回遊
性を高めるためのスタンプラリーなどを実施。

国際化・文化芸術担当

歴史観光資源の
活用・促進

区内にある歴史観光資源を活用し、歴史スポットを巡
る謎解き（又はクイズ）スタンプラリーを実施。子ども
から高齢者まで楽しめるイベントを行うことで、歴史
観光資源の知識を深めるとともに、観光客や再訪者
の周遊・回遊を促進。

観光政策担当

地場産業・
伝統工芸品産業の
保護・育成

日常生活に密着し、歴史と風土の中で育まれ、今日ま
で受け継がれてきた伝統工芸の保護及び育成のため、
各施設やイベントでの展示等を行い、伝統工芸に興
味関心を持ってもらうための機会を創出。

観光政策担当

一般社団法人
港区観光協会の
ホームページにおける
観光情報発信

一般社団法人港区観光協会のホームページにおいて、
史跡、坂、美術館などの情報を提供。

観光政策担当

港区史・教育史
編さん

区政70周年を契機に、これまでの港区の歩みや港区
における教育の歩みを後世に語り継ぐため、体系的
に記録し、分かりやすく親しみやすい「港区史」「教育
史」を刊行するとともに、WEBで公開。

総務課
教育長室

歴史・文化資源の
保全

区内に所在する歴史的価値のある資料などを文化財
として指定や登録を行い、文化財保護の意識の啓発
や普及を行うとともに、次世代に継承。

図書文化財課

港区ゆかりの人物
データベース

地域への愛着を深め、郷土史への関心を高めるため、
文化、芸術の世界で活躍した人物の足跡を港区ホー
ムページなどで紹介する「港区ゆかりの人物」データ
ベースを拡充。

図書文化財課 

自然・歴史文化資源の
デジタル形式の
保存と公開

区内の自然・歴史文化資源に、誰もが容易にかつ楽
しく触れることができるよう、文化財や郷土資料の画
像をデジタル形式で保存し、インターネットを通じた
公開を推進するとともに、コンテンツを拡充。

図書文化財課 
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事業名 概要 所管課

郷土資料の
調査・研究・収集活動の
推進

区の歴史・文化を語る上で不可欠なキーワードである
「海・都市・ひと」を基に設定した郷土歴史館のテー

マに沿って、区の歴史・文化に関わる資料の調査・研
究・収集活動を進めるとともに、新たにテーマとして
加えた自然史関係資料の調査・研究・収集活動を推進。

図書文化財課 

伝統工芸等の
記録による保存と
継承手法の検討

長い歴史の中で伝えられてきた伝統工芸等が後世に
受け継がれていくよう、関係機関や地域住民とも協働
し、記録を作成するとともに、技術継承の手法等を検
討。

図書文化財課 

生涯学習施設との
連携強化

専門図書館や美術館・博物館等専門性の高い外部組
織と連携し、学習意欲の高度化・専門化に応えるた
めの講演会等を実施。

図書文化財課（みなと図書
館、三田図書館、麻布図書
館、赤坂図書館、高輪図書
館、高輪図書館分室、港南
図書館）

平和映画会 戦争の悲劇や平和の大切さを伝える映画の上映会を
開催。

図書文化財課（みなと図書
館、三田図書館、麻布図書
館、赤坂図書館、高輪図書
館、高輪図書館分室、港南
図書館）

16mmフィルム
映写会

区が所有している貴重な16mmフィルムの上映会を
開催。

図書文化財課（みなと図書
館、三田図書館、麻布図書
館、赤坂図書館、高輪図書
館、高輪図書館分室、港南
図書館）

港区ミュージアム
ネットワーク

区の文化芸術の振興に資する組織として、区内に所
在する博物館施設が加盟し、連携を深め、区の歴史・
文化の情報を発信。

図書文化財課
（郷土歴史館）

郷土歴史館
特別展

区の歴史・文化に関する調査、研究の成果を館所蔵
等資料の展示を通じて紹介。

図書文化財課
（郷土歴史館）

郷土歴史館
各種事業

文化財を身近なものとして親しみ、理解するため、区
の歴史に関する様々な講座を開催するとともに、来館
促進や地域連携等を推進するためのワークショップ
やイベントを開催。

図書文化財課
（郷土歴史館）
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施策 2　多様な主体間の協働による文化芸術振興

２-１　文化芸術を通じた多様な主体間の交流・連携の促進

事業名 概要 所管課

芝 de Meet  The Art
～アートに親しむまち、
芝～

屋外トランスボックス（地上配電機器）に区民等から
募集した作品を展示するとともに、ワークショップを
開催し、まちにアートとふれあえる環境を創出し、ま
ちのイメージの向上や、アートを通じた多様な主体間
の交流を促進。

芝地区総合支所管理課

麻布区民センター
ふれあいまつり

利用団体の活動の紹介や成果を発表する「場」を提供
し、団体相互や地域住民との交流を促進。

麻布地区総合支所管理課
（麻布区民センター）

赤坂・青山
多世代交流促進事業

管内の保育園や幼稚園、小・中学校、子ども中高生プ
ラザ、いきいきプラザ、町会・自治会等と連携し、各
施設の活動の発表やワークショップ等を開催。

赤坂地区総合支所管理課

赤坂
コミュニティまつり

利用団体の活動の紹介や成果を発表する「場」を提供
し、団体相互や地域住民との交流を促進。

赤坂地区総合支所管理課
（赤坂区民センター）

赤坂・青山
子ども共育事業

地域の特性・人材を活用した子ども向けの講座の実
施、赤坂・青山共育情報局の運営を通じて、企業・団
体・住民が主体的に地域の子ども向け事業に取り組
む仕組みを構築。また、親子で参加できる講座を行う
ことで、多世代交流の機会を創出。

赤坂地区総合支所
協働推進課

赤坂でつながり隊

地域の町会・自治会や商店会、地域活動団体、NPO、
サークル、大学、企業等の“つながり（コミュニティ）”
を深め、情報や機会、資源を分かち合える交流イベン
トを実施。

赤坂地区総合支所
協働推進課

潮展展示会
みなとパーク芝浦内の区民ギャラリーを利用し、障害
者週間に合わせ、管内にある障害者のための事業所
の利用者が作成した作品を展示。

芝浦港南地区総合支所
管理課

芝浦港南
ふれあいまつり

利用団体の活動の紹介や成果を発表する「場」を提供
し、団体相互や地域住民との交流を促進。

芝浦港南地区総合支所管理
課（芝浦港南区民センター）

レインボーコンサート
区民に危機管理に関心を持ってもらうため、行政機
関による防災・防犯に関する講演会と、地域の音楽グ
ループとのコラボレーションコンサートを開催。

芝浦港南地区総合支所管
理課（芝浦港南区民センタ
ー、台場区民センター）

お台場夏まつり 利用団体の活動の紹介や成果を発表する「場」を提供
し、団体相互や地域住民との交流を促進。

芝浦港南地区総合支所管
理課（台場区民センター）

ブリッジフェスタ 芝浦・港南・台場にある各施設が合同で、地域で活
動している団体が歌や演奏、民謡、踊りを発表し、交流。

芝浦港南地区総合支所管
理課（港南いきいきプラザ、
芝浦アイランド児童高齢者
交流プラザ）
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事業名 概要 所管課

水辺のまち
サーキュラーLAB.

運河の魅力を高め身近に感じてもらい、水質など環境
改善に向けた気運を醸成するため、地区内の企業や
大学、町会・自治会等と連携し、サーキュラーエコノ
ミーの視点を取り入れた文化芸術等の取組を実施。

芝浦港南地区総合支所協
働推進課

文化芸術
ネットワーク会議

区内の文化芸術活動団体や文化芸術施設、企業、国
際交流団体、大学、観光振興団体など、文化芸術に
関わる区内の多様な主体が参加、交流できる場を設
け、自発的な連携により新たな文化芸術が創造され
る機会を充実。

国際化・文化芸術担当

“社会を明るくする運動”
みなと区民の集い

“社会を明るくする運動”の一環として、中学生による
演奏・演技、親子で楽しむプロによるクラシックコン
サートを実施。

保健福祉課（“社会を明るく
する運動”港区推進委員会）

“社会を明るくする運動”
港区作文コンテスト

“社会を明るくする運動”の一環として、小・中学生を
対象とした作文コンテストを実施。

保健福祉課（“社会を明るく
する運動”港区推進委員会）

青少年健全育成大会
in六本木

“社会を明るくする運動”の一環として、小学生等が演
奏や演技等を披露。

保健福祉課（“社会を明るく
する運動”港区推進委員会）

長寿を祝う集い 75歳以上の高齢者を対象に、式典のほか、芸能人、
老人クラブ会員による演芸を実施。

高齢者支援課

みなとほほえみ月間
（老人保健福祉月間）

高齢者のいきがいや外出機会の確保のため、ボラン
ティア団体や区内民間事業者、港区ミュージアムネッ
トワーク加盟館などの協力を得て、演劇や音楽鑑賞、
ミュージアム巡りなど、様々な催しを企画。

高齢者支援課

介護予防
フェスティバル

区が養成した介護予防リーダーや介護予防サポータ
ーが主体となり、介護予防に関する活動の情報交換
や普及・啓発を行うとともに、各種文化活動の体験が
できる機会を提供。

高齢者支援課

みんなと
オレンジカフェ事業

認知症の人やその家族などを対象に、音楽交流会や
パステル・色鉛筆による作品づくり、自主活動グルー
プを招いての音楽会等を実施。

高齢者支援課

高齢者を対象とした
区民向け事業

高齢者に関する相談支援に加え、介護予防などを目
的に、名所等をめぐるまち歩きや折り紙、大人の塗り
絵などを実施。

高齢者支援課（高齢者相
談センター（地域包括支援
センター））

障害者週間記念事業
「ともに生きる

みんなの集い」

障害者に対する理解の促進、差別の解消を目的とし
て、皆さんでともに考え、区民団体によるパフォーマ
ンス等を楽しむ事業を開催。

障害者福祉課

障害者週間
ポスター原画展

障害の有無にかかわらず、その人らしさを認め合いな
がらともに生きる社会の実現に向けて、「障害者週間
記念事業」のポスター原画を募集し、区有施設等で
展示。

障害者福祉課
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事業名 概要 所管課

開発事業に係る
定住促進指導

「港区開発事業に係る定住促進指導要綱」の規定に
基づき「生活に便利な施設」として、図書館、資料館、
美術館等の整備を誘導。

住宅課

交通安全のつどい
秋の交通安全運動期間に先がけ、区と区内の６警察
署などが合同で、交通安全意識の高揚を目的に、交
通安全教室に加え、コンサートや落語等を開催。

地域交通課

交通安全ポスター
コンクール

区民に交通安全について理解と関心を高めてもらう
ため、毎年、小・中学生から交通安全ポスターを募集。

地域交通課

エコプラザでの
環境学習の推進

区民の環境の保全に関する理解を深めるため、芸術
や食、歴史など身近な興味から環境に触れることが
できる講座やイベントを開催。

環境課（エコプラザ）

ふくしまみなと未来塾
「福島の声・響き・願い」

震災・原子力災害を経験した福島県内の高校生たち
が抱く地域への思い、未来への願いを音楽を通じて
共有し、港区と地方の新しい連携をともに考えること
を目的に、福島県内の高校合唱部・吹奏楽部と区内
高校吹奏楽部の公演及び交流を実施。

全国連携推進担当

MINATO
シティハーフマラソン

「MINATOシティハーフマラソン」当日に同時開催する
「RUNRUNフェス」において、区内を拠点とするジャ

ズバンドや太鼓団体、盆踊り団体等の文化団体が出演。

オリンピック・
パラリンピック推進担当

（港区スポーツふれあい文
化健康財団）

平和祈念コンサート
「戦争の悲惨さ」「平和の尊さ」について考え、次の世代

へ語り伝えていくことを目的とした「平和のつどい」の
中で、幅広い世代の方々が楽しめるコンサートを開催。

人権・男女平等参画担当

憲法週間記念講演と
映画のつどい

「憲法週間（５月１日～７日）」に合わせて、講演と映
画上映を開催し、憲法について改めて考える場を提供。

人権・男女平等参画担当

人権週間記念講演と
映画のつどい

「人権週間（12月４日～10日）」に合わせて、講演と映
画上映を開催し、人権尊重意識向上のための啓発を
実施。

人権・男女平等参画担当

男女平等参画フェスタ
inリーブラ

男女平等参画推進の拠点としての知名度向上のため、
実施事業や利用団体の活動内容の紹介及び活動成
果の発表を実施。

人権・男女平等参画担当
（男女平等参画センター）

地域学校協働活動
推進事業

文化芸術団体等による出前授業の実施につなげるた
め、地域コーディネーター等が、学校と地域をつなぐ
連絡・調整を実施。

生涯学習スポーツ振興課

大学等と連携した
活動

大学や地域団体などのノウハウを生かした専門的な
講座や体験学習を行うことで、子どもたちが、図書館
で楽しく、興味を持てる行事を企画。

図書文化財課

明るい選挙
啓発ポスター
コンクール

区内小・中学校、高等学校を対象に、投票参加など
選挙に関心を持つよう訴え、明るい選挙の実現を呼
びかけるポスターを募集し、入選作品を区内施設で
展示。

選挙管理委員会事務局
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２-２　文化芸術振興に取り組む多様な主体への支援と連携

事業名 概要 所管課

Kissポート
ボランティアスタッフ

地域住民によるボランティアスタッフが、コンサート会場
での運営補助や通訳など、ボランティアとして活躍。

地域振興課
（公益財団法人港区スポー
ツふれあい文化健康財団）

文化プログラム
連携事業

東京2020大会に向けた気運醸成、さらにはレガシー創
出をめざし、区内で行われる文化芸術事業及びその主催
団体を一定期間指定し、事業に係る経費の一部を負担す
るとともに、区と団体が連携し、区ならではの文化プログ
ラムを展開。 

国際化・文化芸術担当

文化団体との
連携事業

区内の文化芸術活動の振興のため、港区音楽連盟、港区
華道茶道連盟の活動の一部を支援。

国際化・文化芸術担当

文化芸術振興基金

社会経済情勢や財政状況の動向にかかわらず、文化芸術
振興施策を安定的に推進していくため、平成19年４月に
設置。区の文化芸術振興の趣旨に賛同する区民や文化芸
術活動団体、企業等からの寄付金を積み立て、文化芸術
振興のための事業に活用。（令和2年度からは、港区版ふ
るさと納税制度を利用した寄付が可能）

国際化・文化芸術担当

文化芸術活動
サポート事業

区内で行われる文化芸術活動及びその活動を行う団体
を育成するため、活動に係る経費の一部に対し助成金を
交付するとともに、専門家のアドバイスによる支援を実施。

国際化・文化芸術担当
（公益財団法人港区スポー
ツふれあい文化健康財団）

観光ボランティア
ガイド事業

観光客に区の魅力を発信するとともに、国内外から訪れ
る観光客のニーズにきめ細かく対応するため、観光ボラ
ンティアガイド事業を実施。

観光政策担当

「東京2020
応援プログラム」
推進助成事業

東京2020大会への参画やレガシー創出のため、区内に
活動拠点を置く団体が企画して実施する東京2020応援
プログラム対象事業（スポーツ・健康、文化等の八つの
分野）に対し、平成29年5月から助成。

オリンピック・
パラリンピック推進担当

まなび屋 文化芸術に関する知識や技能を持つ方々が、区民等のグ
ループを対象にボランティアで講座を実施。

生涯学習スポーツ振興課

文化財保存事業費
補助金

文化財の保存事業を促進するため、文化財保護法、都
条例及び区条例の規定による指定を受けた文化財（指定
文化財）の所有者、管理者、保持者（団体を含む）に対し、
補助金を交付。

図書文化財課

文化財保護奨励金 文化財の保存と活用を奨励するため、区の指定を受けた
文化財等の所有者等に対し、奨励金を交付。

図書文化財課

児童サービス
ボランティアの育成

おはなし会などの事業や訪問図書館サービスにおいて活
動する、児童サービスボランティアを育成し、区立図書
館等との連携を強化。

図書文化財課
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２-３　危機を乗り越え持続可能な文化芸術活動の推進

事業名 概要 所管課

文化芸術振興基金
【再掲】

社会経済情勢や財政状況の動向にかかわらず、文化芸術
振興施策を安定的に推進していくため、平成19年4月に
設置。区の文化芸術振興の趣旨に賛同する区民や文化芸
術活動団体、企業等からの寄付金を積み立て、文化芸術
振興のための事業に活用。（令和2年度からは、港区版ふ
るさと納税制度を利用した寄付が可能）

国際化・文化芸術担当

文化芸術活動継続
支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、活動を中止・
延期した文化芸術団体等を対象に、事業の感染症対策
や企画制作などに係る費用を助成し、団体の活動継続
を支援。

国際化・文化芸術担当
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施策 3　文化芸術振興施策の推進に向けた基盤整備

３-１　文化芸術振興の中核拠点となる（仮称）文化芸術ホールの整備

事業名 概要 所管課

（仮称）文化芸術ホールの
整備

令和９年度開館に向け、区の文化芸術振興の中核
拠点となる（仮称）文化芸術ホールを整備。

国際化・文化芸術担当

（仮称）文化芸術ホール
整備に向けた気運醸成事業

区で初めての文化芸術の専門施設の整備に向け
て、区全体で気運を高め、全ての区民に愛される
施設となるよう、気運醸成事業を実施。

国際化・文化芸術担当

３-２　文化芸術を通じた多様性を認め合う区民意識の醸成

事業名 概要 所管課

共生社会推進事業

障害の有無等にかかわらず、ともに鑑賞・参加・
体験するための舞台やワークショップなど、共生
社会の実現に向けたテーマ性・発信性のある事業
を実施。

国際化・文化芸術担当
（公益財団法人港区スポー
ツふれあい文化健康財団）

シアターリーブラ
男女平等及びジェンダーへの理解を深めるため、
男女平等参画センター所蔵の映像資料を利用し
た映画上映会を開催。

人権・男女平等参画担当
（男女平等参画センター）

絵本の森

若年世代から男女平等参画及びジェンダーへの
理解を深める目的で、未就学児の親子を対象に、
男女平等参画センター所蔵の絵本を活用して、元
保育士等による絵本の読み聞かせとプチ子育て質
問会を開催。

人権・男女平等参画担当
（男女平等参画センター）

文化とジェンダー講座 伝統文化をジェンダーや男女平等参画の視点か
ら考える講座を開催。

人権・男女平等参画担当
（男女平等参画センター）

101

資
料
編



7 港区文化芸術振興条例

平成十八年六月二十八日
条例第四十七号

（目的）
第一条　この条例は、文化芸術の振興に関し、その基本理念を定め、港区（以下「区」という。）の

責務及び区民等の役割を明らかにするとともに、区の施策の基本的事項を定めることにより、その
総合的かつ効果的な推進を図り、もって心豊かな区民生活と魅力ある地域社会の実現に資すること
を目的とする。

（定義）
第二条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
一　区民　区内に居住し、勤務し、在学し、又は滞在する者をいう。
二　民間団体等　区内で活動する企業、文化芸術団体、地域団体その他の法人又は団体をいう。
三　区民等　区民及び民間団体等をいう。

（基本理念）
第三条　文化芸術の振興に当たっては、すべての区民が、年齢、障害の有無、国籍等にかかわらず、

等しく、文化芸術を鑑賞し、これに参加し、又はこれを創造することができる環境の整備が図られ
なければならない。

２　文化芸術の振興に当たっては、区民等が文化芸術活動に参加することにより、誇りと愛着を持つ
ことができる個性的で活力ある地域社会の実現が図られなければならない。

３　文化芸術の振興に当たっては、多種多様な文化芸術の保護及び発展並びに新たな文化芸術の創造
の促進が図られなければならない。

４　文化芸術の振興に当たっては、区民等と区との連携及び協力により文化芸術の発展が図られなけ
ればならない。

（区の責務）
第四条　区は、基本理念にのっとり、文化芸術の振興に関する施策（以下「文化芸術振興施策」とい

う。）を総合的かつ効果的に推進するものとする。
２　区は、文化芸術振興施策の実施に当たっては、区民等が行う文化芸術活動の自主性及び創造性を

十分に尊重しつつ、区民等の協力を求め、又は区民等の人材、情報その他の資源（以下「区民等の
資源」という。）を活用するよう努めるものとする。

３　区は、文化芸術振興施策を推進するため、必要な体制の整備及び財政上の措置を講ずるよう努め
るものとする。

４　区は、区の施策の実施に当たっては、文化芸術の振興を図る視点を取り入れるよう努めるものと
する。
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（区民の役割）
第五条　区民は、文化芸術の果たす役割と自らがその担い手であることを理解するとともに、相互の

文化芸術活動を尊重しつつ、自主的かつ創造的な文化芸術活動を推進することによって、文化芸術
の振興に積極的な役割を果たすよう努めるものとする。

（民間団体等の役割）
第六条　民間団体等は、地域社会の一員として、自主的に文化芸術活動を展開するとともに、区民の

文化芸術活動を支援することによって、文化芸術の振興に積極的な役割を果たすよう努めるものと
する。

（文化芸術に関するネットワークの整備等）
第七条　区は、文化芸術活動が活発に行われるような環境の整備を図るため、区民等の資源を有効に

活用し、文化芸術に関するネットワークの整備並びに情報の収集及び提供その他の必要な施策を講
ずるものとする。

（人材の育成）
第八条　区は、文化芸術に関する創造的活動を行う者、文化芸術活動を支援する者その他の文化芸術

を担う者の育成を図るため、必要な施策を講ずるものとする。

（伝統的文化等の保存及び継承並びに地域文化の発展）
第九条　区は、伝統的な文化及び文化財の保存及び継承並びに地域の文化の発展を図るため、必要な

施策を講ずるものとする。

（国際文化交流）
第十条　区は、区民と世界の人々との相互理解を深め、多様な文化を尊重する社会を実現するため、

文化芸術活動を通じた国際交流の推進に努めるものとする。

（顕彰）
第十一条　区は、文化芸術の振興に寄与した者の顕彰に努めるものとする。

（委任）
第十二条　この条例の施行について必要な事項は、区長が定める。

付　則
この条例は、公布の日から施行する。
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8 文化芸術基本法

平成十三年十二月七日法律第百四十八号

　目次
前　文
第一章　総則（第一条 ─ 第六条）
第二章　文化芸術推進基本計画等（第七条・第七条の二）
第三章　文化芸術に関する基本的施策（第八条 ─ 第三十五条）
第四章　文化芸術の推進に係る体制の整備（第三十六条・第三十七条）
附　則

　文化芸術を創造し、享受し、文化的な環境の中で生きる喜びを見出すことは、人々の変わらない願
いである。また、文化芸術は、人々の創造性をはぐくみ、その表現力を高めるとともに、人々の心の
つながりや相互に理解し尊重し合う土壌を提供し、多様性を受け入れることができる心豊かな社会を
形成するものであり、世界の平和に寄与するものである。更に、文化芸術は、それ自体が固有の意義
と価値を有するとともに、それぞれの国やそれぞれの時代における国民共通のよりどころとして重要
な意味を持ち、国際化が進展する中にあって、自己認識の基点となり、文化的な伝統を尊重する心を
育てるものである。
　我々は、このような文化芸術の役割が今後においても変わることなく、心豊かな活力ある社会の形
成にとって極めて重要な意義を持ち続けると確信する。
　しかるに、現状をみるに、経済的な豊かさの中にありながら、文化芸術がその役割を果たすことが
できるような基盤の整備及び環境の形成は十分な状態にあるとはいえない。二十一世紀を迎えた今、
文化芸術により生み出される様々な価値を生かして、これまで培われてきた伝統的な文化芸術を継承
し、発展させるとともに、独創性のある新たな文化芸術の創造を促進することは、我々に課された緊
要な課題となっている。
　このような事態に対処して、我が国の文化芸術の振興を図るためには、文化芸術の礎たる表現の自
由の重要性を深く認識し、文化芸術活動を行う者の自主性を尊重することを旨としつつ、文化芸術を
国民の身近なものとし、それを尊重し大切にするよう包括的に施策を推進していくことが不可欠であ
る。
　ここに、文化芸術に関する施策についての基本理念を明らかにしてその方向を示し、文化芸術に関
する施策を総合的かつ計画的に推進するため、この法律を制定する。

第一章　総則
（目的）
第一条　この法律は、文化芸術が人間に多くの恵沢をもたらすものであることに鑑み、文化芸術に関

する施策に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、
文化芸術に関する施策の基本となる事項を定めることにより、文化芸術に関する活動（以下「文化
芸術活動」という。）を行う者（文化芸術活動を行う団体を含む。以下同じ。）の自主的な活動の104



促進を旨として、文化芸術に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図り、もって心豊かな国民生
活及び活力ある社会の実現に寄与することを目的とする。

（基本理念）
第二条　文化芸術に関する施策の推進に当たっては、文化芸術活動を行う者の自主性が十分に尊重さ

れなければならない。
２　文化芸術に関する施策の推進に当たっては、文化芸術活動を行う者の創造性が十分に尊重される

とともに、その地位の向上が図られ、その能力が十分に発揮されるよう考慮されなければならない。
３　文化芸術に関する施策の推進に当たっては、文化芸術を創造し、享受することが人々の生まれな

がらの権利であることに鑑み、国民がその年齢、障害の有無、経済的な状況又は居住する地域にか
かわらず等しく、文化芸術を鑑賞し、これに参加し、又はこれを創造することができるような環境
の整備が図られなければならない。

４　文化芸術に関する施策の推進に当たっては、我が国及び世界において文化芸術活動が活発に行わ
れるような環境を醸成することを旨として文化芸術の発展が図られるよう考慮されなければならな
い。

５　文化芸術に関する施策の推進に当たっては、多様な文化芸術の保護及び発展が図られなければな
らない。

６　文化芸術に関する施策の推進に当たっては、地域の人々により主体的に文化芸術活動が行われる
よう配慮するとともに、各地域の歴史、風土等を反映した特色ある文化芸術の発展が図られなけれ
ばならない。

７　文化芸術に関する施策の推進に当たっては、我が国の文化芸術が広く世界へ発信されるよう、文
化芸術に係る国際的な交流及び貢献の推進が図られなければならない。

８　文化芸術に関する施策の推進に当たっては、乳幼児、児童、生徒等に対する文化芸術に関する教
育の重要性に鑑み、学校等、文化芸術活動を行う団体（以下「文化芸術団体」という。）、家庭及
び地域における活動の相互の連携が図られるよう配慮されなければならない。

９　文化芸術に関する施策の推進に当たっては、文化芸術活動を行う者その他広く国民の意見が反映
されるよう十分配慮されなければならない。

１０　文化芸術に関する施策の推進に当たっては、文化芸術により生み出される様々な価値を文化芸
術の継承、発展及び創造に活用することが重要であることに鑑み、文化芸術の固有の意義と価値を
尊重しつつ、観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、産業その他の各関連分野における施策と
の有機的な連携が図られるよう配慮されなければならない。

（国の責務）
第三条　国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、文化芸術に関する施策を

総合的に策定し、及び実施する責務を有する。

（地方公共団体の責務）
第四条　地方公共団体は、基本理念にのっとり、文化芸術に関し、国との連携を図りつつ、自主的か

つ主体的に、その地域の特性に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。

（国民の関心及び理解）
第五条　国は、現在及び将来の世代にわたって人々が文化芸術を創造し、享受することができるとと

もに、文化芸術が将来にわたって発展するよう、国民の文化芸術に対する関心及び理解を深めるよ
うに努めなければならない。 105
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（文化芸術団体の役割）
第五条の二　文化芸術団体は、その実情を踏まえつつ、自主的かつ主体的に、文化芸術活動の充実を

図るとともに、文化芸術の継承、発展及び創造に積極的な役割を果たすよう努めなければならない。

（関係者相互の連携及び協働）
第五条の三　国、独立行政法人、地方公共団体、文化芸術団体、民間事業者その他の関係者は、基本

理念の実現を図るため、相互に連携を図りながら協働するよう努めなければならない。

（法制上の措置等）
第六条　政府は、文化芸術に関する施策を実施するため必要な法制上、財政上又は税制上の措置その

他の措置を講じなければならない。

第二章　文化芸術推進基本計画等
（文化芸術推進基本計画）
第七条　政府は、文化芸術に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、文化芸術に関する施

策に関する基本的な計画（以下「文化芸術推進基本計画」という。）を定めなければならない。
２　文化芸術推進基本計画は、文化芸術に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための基本的な

事項その他必要な事項について定めるものとする。
３　文部科学大臣は、文化審議会の意見を聴いて、文化芸術推進基本計画の案を作成するものとする。
４　文部科学大臣は、文化芸術推進基本計画の案を作成しようとするときは、あらかじめ、関係行政

機関の施策に係る事項について、第三十六条に規定する文化芸術推進会議において連絡調整を図る
ものとする。

５　文部科学大臣は、文化芸術推進基本計画が定められたときは、遅滞なく、これを公表しなければ
ならない。

６　前三項の規定は、文化芸術推進基本計画の変更について準用する。

（地方文化芸術推進基本計画）
第七条の二　都道府県及び市（特別区を含む。第三十七条において同じ。）町村の教育委員会（地方

教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和三十一年法律第百六十二号）第二十三条第一項の条例
の定めるところによりその長が同項第三号に掲げる事務を管理し、及び執行することとされた地方
公共団体（次項において「特定地方公共団体」という。）にあっては、その長）は、文化芸術推進
基本計画を参酌して、その地方の実情に即した文化芸術の推進に関する計画（次項及び第三十七条
において「地方文化芸術推進基本計画」という。）を定めるよう努めるものとする。

２　特定地方公共団体の長が地方文化芸術推進基本計画を定め、又はこれを変更しようとするときは、
あらかじめ、当該特定地方公共団体の教育委員会の意見を聴かなければならない。

第三章　文化芸術に関する基本的施策
（芸術の振興）
第八条　国は、文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊その他の芸術（次条に規定するメディア芸術を

除く。）の振興を図るため、これらの芸術の公演、展示等への支援、これらの芸術の制作等に係る
物品の保存への支援、これらの芸術に係る知識及び技能の継承への支援、芸術祭等の開催その他の
必要な施策を講ずるものとする。
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（メディア芸術の振興）
第九条　国は、映画、漫画、アニメーション及びコンピュータその他の電子機器等を利用した芸術

（以下「メディア芸術」という。）の振興を図るため、メディア芸術の制作、上映、展示等への支
援、メディア芸術の制作等に係る物品の保存への支援、メディア芸術に係る知識及び技能の継承へ
の支援、芸術祭等の開催その他の必要な施策を講ず　るものとする。

（伝統芸能の継承及び発展）
第十条　国は、雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踊その他の我が国古来の伝統的な芸能（以下「伝統芸

能」という。）の継承及び発展を図るため、伝統芸能の公演、これに用いられた物品の保存等への
支援その他の必要な施策を講ずるものとする。

（芸能の振興）
第十一条　国は、講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱その他の芸能（伝統芸能を除く。）の振興を

図るため、これらの芸能の公演、これに用いられた物品の保存等への支援、これらの芸能に係る知
識及び技能の継承への支援その他の必要な施策を講ずるものとする。

（生活文化の振興並びに国民娯楽及び出版物等の普及）
第十二条　国は、生活文化（茶道、華道、書道、食文化その他の生活に係る文化をいう。）の振興を

図るとともに、国民娯楽（囲碁、将棋その他の国民的娯楽をいう。）並びに出版物及びレコード等
の普及を図るため、これらに関する活動への支援その他の必要な施策を講ずるものとする。

（文化財等の保存及び活用）
第十三条　国は、有形及び無形の文化財並びにその保存技術（以下「文化財等」という。）の保存及

び活用を図るため、文化財等に関し、修復、防災対策、公開等への支援その他の必要な施策を講ず
るものとする。

（地域における文化芸術の振興等）
第十四条　国は、各地域における文化芸術の振興及びこれを通じた地域の振興を図るため、各地域に

おける文化芸術の公演、展示、芸術祭等への支援、地域固有の伝統芸能及び民俗芸能（地域の人々
によって行われる民俗的な芸能をいう。）に関する活動への支援その他の必要な施策を講ずるもの
とする。

（国際交流等の推進）
第十五条　国は、文化芸術に係る国際的な交流及び貢献の推進を図ることにより、我が国及び世界の

文化芸術活動の発展を図るため、文化芸術活動を行う者の国際的な交流及び芸術祭その他の文化芸
術に係る国際的な催しの開催又はこれへの参加、海外における我が国の文化芸術の現地の言語によ
る展示、公開その他の普及への支援、海外の文化遺産の修復に関する協力、海外における著作権に
関する制度の整備に関する協力、文化芸術に関する国際機関等の業務に従事する人材の養成及び派
遣その他の必要な施策を講ずるものとする。

２　国は、前項の施策を講ずるに当たっては、我が国の文化芸術を総合的に世界に発信するよう努め
なければならない。
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（芸術家等の養成及び確保）
第十六条　国は、文化芸術に関する創造的活動を行う者、伝統芸能の伝承者、文化財等の保存及び活

用に関する専門的知識及び技能を有する者、文化芸術活動に関する企画又は制作を行う者、文化芸
術活動に関する技術者、文化施設の管理及び運営を行う者その他の文化芸術を担う者（以下「芸術
家等」という。）の養成及び確保を図るため、国内外における研修、教育訓練等の人材育成への支
援、研修成果の発表の機会の確保、文化芸術に関する作品の流通の促進、芸術家等の文化芸術に関
する創造的活動等の環境の整備その他の必要な施策を講ずるものとする。

（文化芸術に係る教育研究機関等の整備等）
第十七条　国は、芸術家等の養成及び文化芸術に関する調査研究の充実を図るため、文化芸術に係る

大学その他の教育研究機関等の整備その他の必要な施策を講ずるものとする。

（国語についての理解）
第十八条　国は、国語が文化芸術の基盤をなすことにかんがみ、国語について正しい理解を深めるた

め、国語教育の充実、国語に関する調査研究及び知識の普及その他の必要な施策を講ずるものとす
る。

（日本語教育の充実）
第十九条　国は、外国人の我が国の文化芸術に関する理解に資するよう、外国人に対する日本語教育

の充実を図るため、日本語教育に従事する者の養成及び研修体制の整備、日本語教育に関する教材
の開発、日本語教育を行う機関における教育の水準の向上その他の必要な施策を講ずるものとする。

　　　　
（著作権等の保護及び利用）
第二十条　国は、文化芸術の振興の基盤をなす著作者の権利及びこれに隣接する権利（以下この条に

おいて「著作権等」という。）について、著作権等に関する内外の動向を踏まえつつ、著作権等の
保護及び公正な利用を図るため、著作権等に関する制度及び著作物の適正な流通を確保するための
環境の整備、著作権等の侵害に係る対策の推進、著作権等に関する調査研究及び普及啓発その他の
必要な施策を講ずるものとする。

（国民の鑑賞等の機会の充実）
第二十一条　国は、広く国民が自主的に文化芸術を鑑賞し、これに参加し、又はこれを創造する機会

の充実を図るため、各地域における文化芸術の公演、展示等への支援、これらに関する情報の提供
その他の必要な施策を講ずるものとする。

（高齢者、障害者等の文化芸術活動の充実）
第二十二条　国は、高齢者、障害者等が行う文化芸術活動の充実を図るため、これらの者の行う創造

的活動、公演等への支援、これらの者の文化芸術活動が活発に行われるような環境の整備その他の
必要な施策を講ずるものとする。

　　　　
（青少年の文化芸術活動の充実）
第二十三条　国は、青少年が行う文化芸術活動の充実を図るため、青少年を対象とした文化芸術の公

演、展示等への支援、青少年による文化芸術活動への支援その他の必要な施策を講ずるものとする。
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（学校教育における文化芸術活動の充実）
第二十四条　国は、学校教育における文化芸術活動の充実を図るため、文化芸術に関する体験学習等

文化芸術に関する教育の充実、芸術家等及び文化芸術団体による学校における文化芸術活動に対す
る協力への支援その他の必要な施策を講ずるものとする。

　　　　
（劇場、音楽堂等の充実）
第二十五条　国は、劇場、音楽堂等の充実を図るため、これらの施設に関し、自らの設置等に係る施

設の整備、公演等への支援、芸術家等の配置等への支援、情報の提供その他の必要な施策を講ずる
ものとする。

（美術館、博物館、図書館等の充実）
第二十六条　国は、美術館、博物館、図書館等の充実を図るため、これらの施設に関し、自らの設置

等に係る施設の整備、展示等への支援、芸術家等の配置等への支援、文化芸術に関する作品等の記
録及び保存への支援その他の必要な施策を講ずるものとする。

（地域における文化芸術活動の場の充実）
第二十七条　国は、国民に身近な文化芸術活動の場の充実を図るため、各地域における文化施設、学

校施設、社会教育施設等を容易に利用できるようにするための措置その他の必要な施策を講ずるも
のとする。

（公共の建物等の建築に当たっての配慮等）
第二十八条　国は、公共の建物等の建築に当たっては、その外観等について、周囲の自然的環境、地

域の歴史及び文化等との調和を保つよう努めるものとする。
２　国は、公共の建物等において、文化芸術に関する作品の展示その他の文化芸術の振興に資する取

組を行うよう努めるものとする。
　　　　
（情報通信技術の活用の推進）
第二十九条　国は、文化芸術活動における情報通信技術の活用の推進を図るため、文化芸術活動に関

する情報通信ネットワークの構築、美術館等における情報通信技術を活用した展示への支援、情報
通信技術を活用した文化芸術に関する作品等の記録及び公開への支援その他の必要な施策を講ずる
ものとする。

（調査研究等）
第二十九条の二　国は、文化芸術に関する施策の推進を図るため、文化芸術の振興に必要な調査研究

並びに国の内外の情報の収集、整理及び提供その他の必要な施策を講ずるものとする。

（地方公共団体及び民間の団体等への情報提供等）
第三十条　国は、地方公共団体及び民間の団体等が行う文化芸術の振興のための取組を促進するため、

情報の提供その他の必要な施策を講ずるものとする。

（民間の支援活動の活性化等）
第三十一条　国は、個人又は民間の団体が文化芸術活動に対して行う支援活動の活性化を図るととも

に、文化芸術活動を行う者の活動を支援するため、文化芸術団体が個人又は民間の団体からの寄附
を受けることを容易にする等のための税制上の措置、文化芸術団体が行う文化芸術活動への支援そ 109
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の他の必要な施策を講ずるよう努めなければならない。
　　　　
（関係機関等の連携等）
第三十二条　国は、第八条から前条までの施策を講ずるに当たっては、芸術家等、文化芸術団体、学

校等、文化施設、社会教育施設、民間事業者その他の関係機関等の間の連携が図られるよう配慮し
なければならない。

２　国は、芸術家等及び文化芸術団体が、学校等、文化施設、社会教育施設、福祉施設、医療機関、
民間事業者等と協力して、地域の人々が文化芸術を鑑賞し、これに参加し、又はこれを創造する機
会を提供できるようにするよう努めなければならない。

　　　　
（顕彰）
第三十三条　国は、文化芸術活動で顕著な成果を収めた者及び文化芸術の振興に寄与した者の顕彰に

努めるものとする。

（政策形成への民意の反映等）
第三十四条　国は、文化芸術に関する政策形成に民意を反映し、その過程の公正性及び透明性を確保

するため、芸術家等、学識経験者その他広く国民の意見を求め、これを十分考慮した上で政策形成
を行う仕組みの活用等を図るものとする。

　　　　
（地方公共団体の施策）
第三十五条　地方公共団体は、第八条から前条までの国の施策を勘案し、その地域の特性に応じた文

化芸術に関する施策の推進を図るよう努めるものとする。

第四章　文化芸術の推進に係る体制の整備
（文化芸術推進会議）
第三十六条　政府は、文化芸術に関する施策の総合的、一体的かつ効果的な推進を図るため、文化芸

術推進会議を設け、文部科学省及び内閣府、総務省、外務省、厚生労働省、農林水産省、経済産業
省、国土交通省その他の関係行政機関相互の連絡調整を行うものとする。

（都道府県及び市町村の文化芸術推進会議等）
第三十七条　都道府県及び市町村に、地方文化芸術推進基本計画その他の文化芸術の推進に関する重

要事項を調査審議させるため、条例で定めるところにより、審議会その他の合議制の機関を置くこ
とができる。

　　　　
附　則　抄
（施行期日）
１　この法律は、公布の日から施行する。

附　則　（平成二九年六月二三日法律第七三号）　抄
（施行期日）
第一条　この法律は、公布の日から施行する。

（文化芸術に関する施策を総合的に推進するための文化庁の機能の拡充等の検討）
第二条　政府は、文化芸術に関する施策を総合的に推進するため、文化庁の機能の拡充等について、110



その行政組織の在り方を含め検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。

附　則　（平成三〇年六月八日法律第四二号）　抄
（施行期日）
第一条　この法律は、平成三十一年四月一日から施行する。

附　則　（令和元年六月七日法律第二六号）　抄
（施行期日）
第一条　この法律は、公布の日から施行する。
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